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2 にぶい黄橙色 10YR6/3 砂
質土 (流土。粘性弱い。)

3.黄掲色 10YR5/6 砂質土
(流土。粘性弱い。)
4 にぶい黄褐色 10YR5/4 砂
質土 (流土◇粘性弱い。)

5 にぶい黄橙色 10YR6μ  砂
質土 (流土。粘性極めて弱い。)

6 明黄掲色 10YR6/6 砂質土
(流土。粘性弱い。)

7 にぶい黄褐色 10YR4//3 砂
質土 (流土。粘性やや強い。

埴輪片が出土。)

3.にぶい黄掲色 10YR5/4 砂
質土 (流土。粘性弱い。)

1.暗赤褐色 5YR3/2 表土 (各
トレンチ第 1層 と対応。 しま
り弱い。)

2.に ぶい黄橙色 10YR6/3 砂
寅土 (流土。粘性ややあり。

しまり弱い。埴輪片が出土。)

3.に ぶい黄褐色 10YR5/4 砂
質土 (流土。埴輪片が 1号墳
裾付近 を中心に出土。)

4 にぶい黄掲色 10YR4/3 砂
質土 (流土。埴輪片が 1号墳
裾付近 を中心に出土。)

E L=4400m

―――L=4300m

一―――L=4200m

――――L=4100m

N L=4500m

明 赤 褐 色 5 YR3カ 表 土
(各 トレンチ第 1層と対応。)
にぶい黄橙色 10YR6/4 砂
質土 (流土。しまり弱い。O
トレンチ 2層 と対応。礫 を
5%含 む。φ=1～ 3mmの 白色
系砂岩を2%未満およびφ=
1～ 3 mmの灰色の砂岩を1%
未満含む。)

‐      2

暗赤褐色 5YR3/2 表土 (各 トレンチ第 1
層と対応。 しまり弱い。)

にぶい黄褐色 10YR5/3 砂質土 (流土。 し
まり強い。ややグライ化が見 られる。)

にぶい黄褐色  10YRν 4 砂質土 (し まり強
い。 1号墳からの葺石材の流入が顕菩、埴輪
片を少量出土。)

―- 1057 -―

5m



20cm

第57図 Zト レンチ出土埴輪

包含層出土埴輪 (第 58図 )

墳丘外表面および墳丘調査区の流土 (表土)か ら埴輪片を採集している。出土した円筒埴輪片はいず

れも小片であるが、回径25～ 30cm前後のものが主体を占めるものと推定される。日縁端部は面取り調整

を施すタイプと、端部内面側を若干摘み上げるタイプの 2者がある。胴部には断面台形状を呈するタガ

が巡るが、その条数については不明である。器面調整は、口縁部外面付近については 1次調整として斜

位のハケメ調整を施したのち、A種ヨコハケによる2次調整を加える例が多い。胴部中位は比較的ス

トロークの長い A種ヨコハケを主体とする。胴部下位から底部外面にかけてはタテハケを基本として

いる。以上より出上した円筒埴輪は川西編年のⅡ期後半に比定できるものと判断される (川西 1978)。

円筒埴輪の他、朝顔形埴輪、家形埴輪、盾形埴輪の破片、叡形埴輪の一部である可能性が考えられる

形象埴輪小片等が出上した。このうち形象埴輪片の出土は後円部墳丘斜面と後円部墳頂主体部の盗掘坑

埋土中に限定されており、基底部は確認していないものの、その出土状況から判断して本来は後円部墳

頂に樹立していたものと推定される。

引用・参考文献

青柳 泰介 1995「家形埴輪の製作技法について」『日本の美術 No348 家形埴輪』至文堂

渚   斎 2005「水の祭祀場を表した埴輪と清水施設」『水と祭祀の考古学』学生社

高橋 克壽 1988「器財埴輪の編年と古墳祭祀」『史林』第71巻第 2号

宮本長二郎 1995「古墳時代の家形埴輪」『日本原始古代の住居建築』中央公論美術出版社

Ⅷ醒牌
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‐
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大代古墳 (前方後円墳 :1号墳)の調査
墳丘構造 (第 2・ 3図 )

墳丘斜面に直交あるいは平行に合計20カ 所の試掘 トレンチを設定し、墳丘規模および構造に関する調

査を実施した。

墳丘形態は前方後円墳である。墳丘規模は全長約54m、 後円部南北径約31m、 同東西径約45,Om、 前

方部長約23m、 括れ部第 1段裾幅約18m、 前方部第 1段前面幅約21mである。墳丘高は後円部約6,7m、

前方部約3.3mを測る。監 れ部に張り出し部はない。

前方部、後円部ともに2段築成である。各段の規模は、後円部第 1段裾外周径約40m、 第 1段テラス

幅約1.5m、 第 1段テラス外周径約33m、 後円部第 2段裾外周径約31m、 後円部墳頂 (主体部周辺)平

坦面直径約12mである。前方部第 2段前面幅約12m、 前方部平坦面前面幅約 7m、 括れ部第 1段テラス

外周幅約15m、 括れ部第 2段裾約10mを 測る。

墳丘構造は前方部前面および後円部北側では、東西側面における第 1段テラス裾ラインが墳丘裾と

なっており、前方部前面および後円部北側では第 1段テラス外側に掘割溝を形成するという特異な墳丘

構造を成し、東西側面における墳裾ラインは南北それぞれの掘割溝と連結収束している。これは古墳が

立地する尾根の地形的条件により規制を大きく受けた結果によるものと思われるが、また東西側面をよ

り壮大にみせるための配慮とも推定される。墳丘は基本的に地山削り出しで整形しており、盛土は補完

的に用いられているものと考えられる。またトレンチの断面観察においては明瞭な版築状況は確認でき

ない。

墳裾、および第 1段テラスにいたる斜面裾部では一部で葺石を検出した。葺石はその出土状況から墳

丘斜面全体にではなく、裾部を列石状に区画する構造をとる。和泉砂岩を主体とする割石と河原石を併

用し、基底石の上に葺石を積み上げ、各段墳丘斜面部裾部外周に葺石を貼 り付けて巡らせる。東側括れ

部では河原石の割合が高いのに対し、前方部前面では逆に害」石が多く用いられる傾向が認められた。葺

石構築時における作業工程の一端を示唆している可能性がもたれる。また裾部を区画する基底石に人頭

大程度のやや大型材を使用する傾向も認められる。

第 1段テラス上、および前方部第 2段前面墳頂平坦面において円筒埴輪の基底部を確認した。基底部

は中心点間の距離がいずれも約90cmを 測り、一定の基準にもとづいて埋設されたものとみられる。出土

した円筒埴輪片はいずれも小片であるため、詳細のわかるものは少ない。円筒埴輪口縁部については口

径を計測しうる例が殆ど出土していないが、25～ 30m前後に収まるものが主体を占めるものと推定され

る。口縁端部は面取 り調整を施すタイプと、端部内面側を若干摘み上げるタイプの 2者がある。胴部に

は断面台形状を呈するタガが巡るが、その条数については不明である。透かし孔は円孔に復元されるも

の数点を確認している。器面調整は、口縁部外面付近については 1次調整として斜位のハケメ調整を施

したのち、A種 ヨコハケによる2次調整を加える例が多い。胴部中位は比較的ス トロークの長い A種
ヨコハケを主体とする。胴部下位から底部外面にかけてはタテハケを基本としている。以上より大代古

墳出土の円筒埴輪は川西編年のⅡ期後半に比定できるものと判断される (川西 1978)。

このほか墳丘調査区の流土内からは朝顔形埴輪、家形埴輪、盾形埴輪の破片、収形埴輪の一部である

可能性が考えられる形象埴輪小片等が出上した。このうち形象埴輪片の出土は後円部墳丘斜面と後円部

墳頂主体部の盗掘坑埋土中に限定されており、基底部は確認していないものの、その出土状況から判断

して本来は後円部墳頂に樹立していたものと推定される。
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竪穴式石室の構造 (第 59～64図 )

後円部墳頂中央部において南北を主軸とする竪穴式石室 1基を検出した。石室内には到抜式舟形石棺

を安置する。後世の盗掘時に石室の上半部分が破壊を受けており、上部構造を窺うことはできない。ま

た石棺も蓋は遺存していなかった。

墓娠は南北約7.4m、 東西約4.5m、 深さ約80cmを 測る長方形状の平面形を呈し、地山を約50° の角度

で斜位に掘 り込んでいる。石室は内法で長さ3.7m、 北小日幅1.lm、 南小日幅1.Omで、北小口側がや

や広くなる。主軸方向は N-10° Eで、ほぼ南北方向を志向する。壁体は結晶片岩板石による長手積み

によって構築されており、北小口部で 2段約10cm、 南小回部で 7段約35側が遺存する。残存部をみる限

り、壁体はほぼ垂直に積まれている。

壁体に用いられている結晶片岩は徳島平野、吉野川南岸の眉山山麓ないし館喰川周辺において採取さ

れたものと推定される。詳細に観察すると、これら結晶片岩はさらに緑色片岩、紅集片岩、雲母片岩、

緑泥片岩の 4種に細分することが可能である。上記 4種の比率は、緑色片岩70.5%、 紅焦片岩27.9%、

雲母片岩0。 8%、 緑泥片岩0。 8%であり、大代古墳では緑色片岩が主体を占めていることが判る。

主体部の構築順序は以下のように復元される。まず墓壊中央底面に小型の河原円礫 (和泉砂岩)を多

く含む肌理の粗い粘質土を厚さ約15～ 20cm程度敷き、礫床とする。礫床上に石棺を安置し、その外周囲

に棺身中位まで拳大の1可原円礫 (和泉砂岩)を置き石棺を固定する。最後に石棺の四方を囲うように円

礫上に結晶片岩板石を積み上げて石室を構築する。なお壁体の控え積みには持ち送りが認められる。控

え積みの結晶片岩板石間には肌理の粗い粘質上の充填も確認された。石室上部の構造は不明であるが、

石室上半部は控え積みの板石が中央に向けて求心状に上方に一定の傾斜角を有することから、 ドーム状
となる可能性がもたれる。

石棺の形態 (第66図 )

石棺は竪穴式石室のほぼ中央に安置されている。石室の長軸側壁と棺身外側面間が20cm未満と狭いの

に対し、南北両小口部では壁体との間に約60cmの空間が存在している。石棺規模は縄掛突起を含む全長

が2.84m、 内法長2.23m、 全幅87cm、 内法上端幅66硼、深さは約42帥、同内法24cmを 測る。

両小口部外側面にそれぞれ縄掛突起を有し、四壁は直線的な面加工を基調としている。外側面はほぼ

垂直に立ち上がり、底面短軸の外縁部にのみ緩い曲面加工を施して底部を舟底状に仕上げている。内側

面は両長軸側面および北小口側面が床面に向けて直線的に若干傾斜をもたせているのに対し、南小口狽I

面のみほぼ垂直に立ち上げる。床面はフラットに整形されており、特徴的な形態を示す。石枕状のレリー

フは認められない。なお内側面の傾斜角は南半部分が比較的緩くなっている。上記諸属性は今」抜式舟形

石棺の特徴を備えているといえよう。

棺石材は肉眼観察によれば、香川県さぬき市 (旧 。大川郡)津田町火山に産する白色凝灰岩である可

能性が強い。香川県さぬき市 (旧 。大川郡)の大川町と津田町の町境 (JR讃岐津田駅南)にある標高

約228mの火山 (ひやま)山腹から相地峠北麓にかけては「白粉石」とよばれる石英粗面岩質の凝灰岩

が産出することで知られる。この凝灰岩は白～薄赤茶色を呈し、ザクロ石を特徴的に含む。

大代古墳出土の石棺は、主に石英 。長石からなる白色粗粒の砂～小礫、および薄赤～薄茶色の細粒シ

ルトで構成されている。石棺長軸に沿って平行ラミナや級化構造などの堆積構造が観察される。凝灰物

質を含む礫層、砂層、シルト～泥層から成り、各層とも特徴的にザクロ石を含んでいる (横断道調査概

―- 1061 -一
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第6.1図 大代古墳石室礫床断面図
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第62図 大代古墳客J抜式舟形石棺平・立面図
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1号墳主体部 (南北軸 )土層 (墓壊埋土 )
1 にぶい黄橙色 10YR6/3 砂質土 (自 然堆積層の可能性
が強い。しまり弱い。埴輪片が少量出土。)
2 明黄掲色 10YRア/6 砂質土 (墓壌埋土層。しまり非常
に強い。地山系の灰白色泥岩粒 (φ =02～ 2cm程度)を 10
～20%含む。)
3 にぶい黄橙色 10YRア/4 砂質土 (墓壌埋土層。しまり
非常に強い。地山系の灰自色泥岩粒 (φ =02～ 1 8em程 度)
を2%未満含む。)
4.にぶい黄橙色 10YR7/4 砂質土 (墓壌埋土層。しまり
非常に強い。地山系の砂岩粒 (,=1～ 3cm程度)を 5%未
満および灰自色泥岩粒 (チ =02～ lcm程 度)を 3%未満含
む。)
5 明黄帽色 10YR7/6 砂質土 (墓壌連土層。しまり非常
に強い。地山系砂岩粒 (φ -1～ 2 5cm程度)および灰自色
泥岩粒 (φ =02～ 0.8em程度)を 3%未満含む。橙色7 5YR
6/8の 上をブロック状 (0.5～ 4cm程度)に含む。)
6 明黄褐色 10YR76 砂質土 (し まり非常に強い。地山
系砂岩粒 (φ =1～ 2cm程度)お よび灰自色泥岩粒 (,=02
～ l cm程度)を 3%未満合む。 5層 に比べ橙色のブロッ
クが 5%未満と少ない。)

1号墳主体部 (東西軸)土層 (墓壌埋土 )
フ 明黄褐色 10YR7/6 砂質土 (墓壌埋土層。しまり非常
に強い。地山系灰自色泥岩粒 (φ =05～ 2cm程度)を 5%
程度および地山系砂岩粒 (¢ =0 5em以 下)を 1%未 満含
む。)

ア 明黄褐色 10YR7/6砂 質土 (7層 とほぼ同質で地山系
砂岩枚 (φ -02～ l cm程 度)を 5%前後合む。)
8 明黄褐色 10YR7/6(墓壌埋土層。しまり非常に強い。
灰自色泥岩粒 (φ =0.2～ 0 7cm程度)を 8%未満および地
山系砂岩粒 (ψ =03～ 1 5cm程度)を 1%未満含む。)
9 明黄褐色 10YR6/6砂 質土 (墓壊鯉土層。しまり非常
に強い。灰自色泥岩粒 (φ =05～ lcm程 度)を 10%および
地山系砂岩粒 (φ =02～ lcm程 度)を 3%未満含む。)
10 明黄褐色 10YR6/6砂 質土 (墓壊埋土。しまり非常に
強い。バラスの合有量が少ない灰白色泥岩粒 (φ =05～07
cm程度)を 3%未満および地山系砂岩粒 (ψ =02～ 1.5cm
程度)を 1%程度含む。)

1号墳主体部 (南北軸 )土層 (込掘坑埋土 )
①暗掲色 10YR3/3 砂質土 (し まり弱い。地山系砂岩粒 (φ
=02～ 0 5cm程 度)お よび結晶片岩 (長 さ2～ 1 0cm程 度 )
を合む。)

②にぶい黄掲色 10YR5/3 砂質土 (粘性ややあり。しまり
弱い。結晶片岩粒 (φ =0.2～ 0 5cm程度)を 1%未満含む。)
③にぶい黄褐色 10YR5/4 粘性シル ト (盗掘坑埋土に相当。
しまり弱い。副葬品と見られる青銅鏡 (第 70図 )お よび少
量の鉄器片を出土。砂岩系円礫 (φ =1～ 2cm程度)お よび結
晶片岩小片 (φ =05～ 3em程度)を 1%程度合む。)
①にぶい黄橙色 10YR6/3 砂質土 (盗掘坑埋上。しまり弱
い。河原円礫 (ψ =1 0em程度)を含む。)
⑤にぶい黄掲色 10YR5/3 粘性シル ト (盗掘坑埋土に相当。
しまり弱い。摺鉢状に窪む層中に板状に崩れた結晶片岩 (φ

=1～ 8cm程度)および砂岩系河原円礫 (φ =4～ 1 0cm程 度)
を集中して含む。)

⑤にぶい賛橙色 10YR6/4 砂質土 (盗掘坑埋土。しまり強
い。結晶片岩粒 (ψ =3 cm以 下)お よび砂岩系河原円礫 (φ
=15～20cm程度)を含む。)
②にぶい黄橙色 10YR6/4 粘性 ンル ト 墜 掘坑埋土。粘性
強い。目1葬品と見られる鉄器片が数点出土。結晶片岩 (φ =
2～ 1 5cm程度)お よび砂岩系円礫 (φ =1～ 6cm程度)を 3%
未満含む。)

①明黄掲色 10YR6/6 砂質土 (盗掘坑埋土。しまり強い。
結晶片岩 (φ =02～ 3cm程度)および砂岩系河原円礫 (ψ =3
～5cm程 度)を 3%未満含む。)
③にぶい黄橙色 10YR6/3(盗掘坑埋上。しまり弱い。結晶
片岩 (φ -1.5～ 3em)を 多く含む。裏込め礫群の破壌行為に
起因する砂岩系小円礫 (φ =1～ 3cm程 度)を含む。鉄器を数
点出土。)

⑩にバい黄褐色 10YR5/4 砂質土 (盗掘坑埋土。しまり弱
い。副葬品と見られる鉄器片が数点出土。結晶片岩 (φ =05
～1 0cm程度)お よび砂岩系河原円礫 (,=3～ 5cm程度)を 10%
未満で不均―に含む。)

①にぶい黄橙色 10YR6声  砂質土 (盗掘坑埋土。しまり強
い。裏込めと壁体に帰属。結晶片岩 (φ =05～ 20cm程 度)
を20%および砂岩系河原円礫 (φ =06～ 9cm程度)を 3%未
満合む。土師皿片が出土。)

⑫明黄褐色 10YR6ん  砂質土 (盗掘坑埋土。しまり強い。
目1葬品と見られる鉄器片が出土。結晶片岩 (φ =03～ 3em程
度)を 3%未満含む。)

1号墳石棺内 (盗掘坑埋土 )
②にぶい黄橙色 10YR6/4 粘質ンル ト (墓壊断面上層図⑦
層と連動。盗掘坑埋土。粘性強い。しまり強い。)

⑫明黄褐色 10YR6/6 砂質土 (墓壌断面上層図②層と連動。
盗掘坑埋土。しまり強い。結晶片岩粒 (φ =03～ 3em程度)
を3%未満含む。鉄器および管玉等が出土。)
⑬明黄褐色 25Y6/6 砂質土 (盗掘坑埋上。しまり若干弱い。
鉄器等が出土。結晶片岩 (φ =0.2～ 1 2cm程度)および礫 (チ
ー3～ 10cm程 度)を 10%程度含む。)
①灰黄色 2.5Y6/2 粘性ンル ト (盗掘坑埋上。粘性強い。し
まり強い。弱いグライ化が見られる。①層と同様量の各種

礫を含む。)

⑬暗灰黄色 25Y5/2 粘性シル ト (盗掘坑埋土⑭層よリグラ
イ化が強く見られる。結晶片岩 (φ =05～ 2cm程度)を 多く
合む。③Э層とは別質の土層。盗掘前覆土。)

⑬黒褐色 10YR3/1 腐葉土層 (厚 さ1～ 3mm程度の堆積が見
られ、原位置を保つと見なされる小玉・管玉等の副葬品が

遺存。)

∩
|

第63図 大代古墳主体部墓境平・土層断面図
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1号墳 石棺内 (盗掘坑埋土)    
四

⑦ にぶい責橙色 10YR6/4 粘性シルト (墓壊断面上層図②層と連
動。盗掘坑埋土。粘性強い。しまり強い。)
⑫ 明黄褐色 10YR6/6 砂質土 (墓壊断面上層図⑫層と運動。盗掘
坑埋土。しまり強い。結晶片岩粒 (ψ =0.3～3cm程度)を 3%未
満含む。鉄器および管玉等が出土。)
⑬ 明責褐色 2.5Y6/6 砂質土 (盗掘坑埋土。しまり若干弱い。鉄
器等が出土。結晶片岩 (φ =0.2～ 1 2cm程 度)お よび礫 (φ =3～
1 0cm程度)を 10%程度含む。)
④ 灰黄色 2.5Y6/2 粘性シルト (盗掘坑埋土。粘性強い。しまり
強い。弱いグライ化が見られる。④層と同様量の各種礫を含む。)

暗灰黄色 2.5Y5/2 粘性シルト (盗掘坑埋土。⑭層よリグライ
化が強く見られる。結晶片岩 (φ =0.5～ 2cm程度)を 多く合む。
③Э層とは別質の上層。盗掘前覆土。)
黒掲色 10YR3/1 腐葉土層 (厚さ1～ 3mm程度の堆積が見られ、
原位置を保つと見なされる小玉。管玉等の副葬品が遺存。)

―
』
Ｆ
卜
＝
ヽ
Ｎ
絲
ｏ
∃

⑮

⑬

第64図 大代古墳石棺内埋土土層断面図
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上記の観察結果から、大代古墳出土石棺は、この火山付近の白色凝灰岩と酷似することから、該地に

おいて原材を切り出したものと考えられる。

石棺の表面には、棺の製作加工痕 (削痕 長さ5～ 10cm、 幅0。 9～ 1.2cm程度)が全面に残る。また内

底面には到 り抜 く際の敲打痕も見られる。

石棺外底面を除く棺の内外全面において水銀朱の塗布が確認された。特に床面北小口部付近において

水銀朱が明瞭に遺存している。形態上の諸特徴からも矛盾はないことから、被葬者は北頭位に埋葬され

たものと判断される。

引用・参考文献

斉藤実 。中山一義 1954「香川県の地質について (そ の1)東讃地方の新生代層―讃岐層群を中心に一」『香

川大学農学部学術報告』第 5巻 香川大学農学部

斉藤実・坂東祐司・馬場幸秋 1962『香川県地質図および同説明書』内場地下工業(株 )高松

副葬品の出土状況 (第65図 )

主体部内には多くの副葬品が遺存していたが、そのほとんどは盗掘坑埋土中より出土しており、原位

置を遊離した状態であった。

原位置に近い状態で出土した遺物は、石棺内床面北小口部の水銀朱集中地点周辺で確認された滑石製

臼玉28点、緑色凝灰岩製管玉 1点、棺外東側面北半部沿いの棺身周囲を固定する円礫上で確認された鉄

剣 1振のみである。

盗掘坑埋土中より出土した遺物には銅鏡片 (獣形鏡)4点、緑色凝灰岩製管玉 4点、滑石製臼玉581

点、銅鏃 6点、鉄鏃20点、鉄剣片30点、鉄刀片10点、鉄鉾片10点、短甲片 (長方板草綴短甲)69点、鋤

先 2点、鉄斧 6点、刀子 9点、鈍 7点、鉄鎌 2点、手鎌 1点、鉄藝 4点などがある。これら原位置を遊

離した遺物の多くは石室北小口部の棺外から出土する傾向が認められたことから、本来副葬品の多くは

石室北半部を中心として棺外周囲に安置されていた可能性が考えられる。

出土遺物

青銅器

1号墳主体部盗掘坑埋土等から数点の出上がみられた。いずれも原位置は遊離した状態であり、かつ

小片であるため詳細の判明するものは少ない。

青銅鏡 (第70図 -475～480)

青銅鏡片を6点確認している。477・ 480は SX1001の 埋土中からの出上である。その他は 1号墳主体

部の盗掘坑埋土中からの出上である。いずれも原位置は遊離しており、また小片のため詳細は不明であ

る。475は蒲鉾縁の鏡縁を呈するが、文様構成等詳細は不明である。推定面径は8.5cm前後と思われる。

形式が判明するものとしては獣形鏡 (476・ 477)が確認できる。鏡縁は平縁であるが、僅かに斜縁を呈

する。外区に二重の鋸歯文帯、その内面に一重の櫛歯文帯が巡る。内区との境は圏線を介して細かな乳

文が配される。内区主文部の文様構成は不明であるが、獣が抽象的に表現される。推定面径は13.Ocm前

- 1072 -―
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L=47.30m A B L=4730m

にぶい黄橙色 10YR7/4 砂質土 (粘性なし。しまり強い。φ=3～ 5cm大の河原円礫岩およびφ=0.3～
4cm大の結晶片岩を少量含む。若千の上器小片が出上。)
明黄褐色 10YR7/6 砂質土 (遺構の東端部において確認するベース上に近いがφ=3～ 5cm大の河原円
礫砂岩およびφ=0.3～2cmの結晶片岩をそれぞれ 3%未満含む。粘性なし。しまり弱い。)
にぶい黄橙色 10YR6/4 砂質土 (粘性なし。しまり強い。φ=3～ 5cm大の河原円礫砂岩を比較的多 0         1m

茄≦娼
gO絶
↓議
♪
砂質土 阻 なし。しまり強い。遺翻 と半分に堆積する。φ=3-5cm大の河原円

礫岩を3%未満含む。勾玉、管玉、鉄器片が出上。)

第67図 SX1001平・断面図

後と思われる。

銅 鏃 (第 70図 481～486)

盗掘抗埋土中より6点が出土している。原位置は遊離しているため不明である。いずれも柳葉式であ

り、有稜系として定型化された銅鏃である。規格性が強く畿内中央政権による一元的な管理、配布され

たとされる (松木 1996)。 出上した銅鏃は、大形で細身のタイプ (481～ 483)と やや小形で円錐形の関

をもつ箆被付のタイプ (484～ 486)と に分けられる。前者は鏃身の外形ラインが S字状を成し、その

中軸に一文字の鏑を有する。全長10cm前後、鏃身長6.5cm前後、茎長3.5cm前後を測る。関が緩やかな斜

め関で、鏃身と茎部の境が明確でない。後者は鏃身の外形ラインが直線状を成し、その中軸に一文字の

鏑を有する。全長8.Ocm前後、鏃身長5。 Ocm前後、茎長3.Ocm前後を測る。関は斜め関で、鏃≧部が円錐

形を呈している。

1.

2.

3.

4.

―- 1076 -―



玉 類 (第 70・ 71図 )

勾玉・管玉類はほとんどが SX1001か らの出土

である。 1号墳主体部出土は497・ 501～ 503であ

るが、盗掘坑埋土中からの出土であり、原位置は

遊離 している。 l号墳主体部からは、臼玉が581

点出土しているが、そのほとんどが原位置を遊離

しており、副葬位置を特定できない。

勾 玉 (第70図 -489。 490)

勾玉は2点出土している。石材は碧玉で片面か

らの穿孔である。盗掘坑埋土中からの出上であ

り、原位置は遊離しており、副葬状態の復元は困

難である。

管 玉 (第70図 -491～ 5能 )

管玉は緑色凝灰岩製大型の管玉が 2点の他、緑

色凝灰岩製管玉が10点、滑石製管玉 1点、碧玉製

管玉 1点が出土している。大型管玉は長さがそれ

第68図  SX1001遺物出土状況平面図

1.

2.

L=4750m上

にぶい黄橙色 10YR6/4 砂質土 (し まり弱い。φ=3cm程
度の角礫を5%合む。)
明責褐色 10YR6/6 砂質土 (し まり弱い。φ=lCm程度の
角礫を5%含む。)

0         1m

第69図  SX1002平・断面図
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第70図 大代古墳出土遺物 (青銅鏡・銅鏃 。鉄鏃 。玉類)
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0                    3cm

第71図 大代古墳出土遺物 (臼玉)

ぞれ7.7cm、 8.3cmを 測り、両面から穿孔されている。その他の管玉は長さが1.5cm前後のものと3.Ocm前

後のものとに大別される。管玉についても原位置は遊離しており、副葬状態は不明である。

臼 玉 (第71図 )
一部は原位置に近い状態で出上していると思われ、28点が石棺内床面北小口部の水銀朱集中地点周辺

で確認されている。出土総点数は581点 を数え、石材は滑石である。大きさは幅4.Onlm。 厚み2.5剛前後

でほぼ揃っている。

鉄器・鉄製品

主体部内には多くの鉄器が遺存していたが、そのほとんどは盗掘坑坦土中より出土しており、原位置

を遊離した状態であり、正確な副葬位置の特定は困難である。また小片であるため、実数についても詳

細は不明である。

長方板車綴短甲 (第72～ 77図 )

棺外北小口部の盗掘坑埋土中より原位置を遊離した状態で出土した。細片となって遺存していた例が

大半を占めるが、比較的多くの破片が出土している。 1領分に相当するとみられるが、全形を復元する

ことは困難である。
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出土資料からは一部草紐の遺存する覆輪、帯金、引合板、および地板の一部が確認できる。帯金は幅

4.3cm、 長さ8.9cm以上、綴孔の直径は0。 2～ 0.3cmを 測る。地板は綴孔直径0.2cmを 測 り、一部草紐の遺

存する例も確認できるが、側縁が 2辺以上遺存する例がほとんどなく、形状および法量については不明

な点が多い。脇部中段に相当する地板 1例が唯一完形に近い資料として挙げられる。長さ4.7cm、 短側

縁幅4.5cm、 長側縁幅は推定6.5cm前後とみられる。この地板の形状から1段の地板数を推定すると胴一

周 9枚構成である可能性がもたれる。坂口・橋本分類の長方板草綴短甲 I式に相当する (坂口 1998・

橋本 1999)。 型式学的にみるならば、長方板草綴短甲の中でも最古段階に位置付けられ、古墳時代中期

鉄製甲冑の初現例である。

鉄 鏃 (第 70図 -487・ 488 第78図 574～ 584)

鉄鏃は20点 を確認している。柳葉式のもの、逆刺を有するものと有しない扁平鉄鏃に分けられる。い

ずれも小片のため全長は不明である。扁平鏃は鏃身中央に木質が遺存しており、鏃身を挟み込むように

矢柄が装着されていたものと見られる。また鏃≧部が数本銹着して出土しているものがみられることか

ら、一定の単位でまとめる、あるいは束ねて副葬されていたものと思われるが、原位置は遊離しており

副葬位置は不明である。

5盈・576は長三角形短≧鏃である。鏃身部外形は鋒よりふくらを有して、内行した後に逆刺先端へ向

かって外湾する。逆刺は重狭 りとなる。顕部は欠損するが、比較的長いと推定される。杉山分類無茎・

短茎鏃群 A― I-2-B-1類 に該当し、杉山編年Ⅳ期の年代を与えることができる。575・ 577・ 578
は長三角形短茎鏃である。鏃身部外形は鋒よりふくらを有して、逆刺先端へ向かって直線状に延びる。

逆刺は単狭 りである。杉山分類無茎・短≧鏃群 A― Ⅱ―A-1類 に該当し、杉山編年Ⅳ期の年代を与え
ることができる。579は無茎鏃である。鏃身部外形は五角形状を呈し、逆刺は浅い。無茎である。杉山

分類無茎・短茎鏃 B一 I形式に該当するが、細分基準がない。杉山編年Ⅳ期の年代を与えることができ

よう。580は長三角形短茎鏃である。鏃身部外形は先端部を欠損するが、鋒よりふくらを有して先端ま

で大きく広がると推定される。逆刺は浅いのが特徴である。杉山分類無≧ 。短≧鏃群 A― Ⅱ―C-1類
に該当するが、類例の新開古墳出土例や五条猫塚古墳出土例に比べて細身で逆刺が浅いのが特徴であ

る。杉山編年Ⅳ期に該当する。581・ 582は柳葉鏃と推定される。鏃身部形状は約半分を欠損するために

詳細は不明であるが、鏃身関部に向かって緩やかに延び、明瞭な鏃身関部・頸部は持たないことや、鏃

身断面は両九造であることから、杉山分類柳葉鏃群V-2-A-2類 に該当すると推定される。杉山編

年Ⅳ期の年代を与えることができる。

鉄 剣 (第 78図 585～ 605 第79図 606～ 614)

鉄剣片は30点の出土がみられた。盗掘坑埋土中からの出土であり、原位置は遊離した状態であった。

出土点数および切先片の出土点数から複数の副葬が推定されるが、詳細な個体数および副葬位置は不明

である。また鉄剣とした中には、鉄槍の可能性があるものも含まれるが、小片のため詳細な全体の形態

の判明するものは少なく、分類は困難である。鉄剣の身には明瞭な鏑はなく、横断面は凸レンズ状を呈

する。関は角関である。出土した鉄剣片の表面には木質の遺存がみられ、身・茎に木質が遺存しており、

鞘・把などの装具を有していたものと思われる。
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鉄 刀 (第 79図 -615～ 624)

鉄刀片は10点確認しているが、小片のため詳細は不明である。盗掘坑埋土中からの出土であり、原位

置は遊離した状態である。出土点数から複数の副葬が推定されるが、詳細な個体数および副葬位置は不

明である。関は斜め関のものがみられる。出上した鉄刀片の表面には木質の遺存がみられ、身・茎に木

質が遺存しており、鞘・把などの装具を有していたものと思われる。

鉄 鉾 (第79図 -625～ 634)

鉄鉾片としたものは10点を数える。小片のため全体の形態が判明するものはなく、また原位置を遊離

して出上しているため、副葬位置は特定できない。刃部の断面形は菱形を呈し、剣身系とよばれるもの

と思われる。袋部は九型あるいは隅丸方形状の断面形を呈する。鉾は朝鮮半島からの舶載品とする見方

がある (村上 1999)。

刀 子 (第79図 -635～ 643)

刀子は 9点の出上を確認している。原位置は遊離していたため、副葬状態は不明である。柄部に木質

が遺存しており、把などの装具を有していたものと思われる。

鉄 斧 (第80図 644～ 649)

鉄斧は 6点出上している。いずれも袋状鉄斧である。全体の平面形は肩を有したタイプとなる。袋部

の合わせ目は閉じており、断面形は精円または長精円形状を呈する。身の厚みは薄い。

鈍 (第80図 -650～ 656)

鈍は 7点確認している。いずれも小片であるため、全容について詳細は不明である。原位置は遊離し

ていた。刃部は楕円形状の裏すきをもち、茎断面は長方形で薄い板状を呈する。茎部が表面には木質が

遺存しており、握り部が作られていたものと思われる。

鉄 聾 (第80図 -657～ 660)

鉄基としたものは4点である。小片のため詳細は不明である。盗掘坑埋土中からの出上であり、原位

置は遊離した状態であった。

鉄鎌 。手鎌 (第81図 661～ 663)

鉄鎌 2点、手鎌 1点が出土しているが、小片のため詳細は不明である。鉄鎌は両端を上方に折り返し

ている。折り返しの形状からほぼ直角に柄がつくタイプのものと考えられる。鉄鎌・手鎌ともに一部表

面に木質が遺存している。盗掘坑埋土中からの出上であり、原位置は遊離した状態であった。

鋤 先 (第81図 -664・ 665)

鋤先としたものは 2点である。両端を折り返している。盗掘坑埋土中からの出土であり、原位置は遊

離した状態であった。
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土坑 1(SX1001)(第 67,68図 )

主体部墓壊の南東隅コーナーを切る状態で上坑 1基が検出されている。長軸の北西部分は盗掘坑に

よって切られており、遺存していない。長軸残存長2.4m、 短軸長1.8m、 深さ約40cmを測 り、平面形は

楕円形状を呈する土坑である。土坑内床面北半部分において碧玉製勾玉 2、 緑色凝灰岩製大型管玉 2、

緑色凝灰岩製管玉 3、 銅鏡片 2が出土している。このうち大型管玉は長さがそれぞれ7.6cm、 8.3cmを 測

る大型資料であり、それぞれの長側縁を揃えた状態で出土している。同床面北半部では極少量の赤色顔

料小粒が不規則に散在していたが、明確な集中地点等は確認されなかった。床面に粘土等を敷き詰めた

痕跡も確認されていない。また土坑中央部の断割調査を実施した結果、床面直下に地山層を捉えたため、

地下に遺構の存在する可能性も否定された。以上のことから、土墳墓あるいは主体部に関連する祭祀遺

構の可能性が考えられるが、土坑の形状や遺物の出土状況などからは盗掘時の攪乱坑である可能性が高

セヽ。

土坑 2(SX1002)(第 69図 )

主体部墓壊の西側ほぼ中央で土坑 1基が検出されている。長軸の東側は盗掘坑によって切られてお

り、遺存していない。規模は長軸残存長1,12m、 短軸残存長0.48m、 深さ約21cmを 測り、平面形は精円

形状を呈する土坑であると思われる。上峻墓あるいは主体部に関連する祭祀遺構の可能性が考えられる

が、土坑の形状や検出状況などからは盗掘時の攪乱坑である可能性が高い。遺物は出上していない。
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(4)2号墳1轡烙図)
1大代古墳の主allに位置する墳|二径約22mの H墳である。東西申心軸にI・ 1ト レンチを設定.し、掘削

Fteを実施した。また壌頑部には放射状にうォ所の調査区を設定して調査を行った.が、主体部およ孵

石・埴輪等の外表施設は検出されなかった。鬱号贅の立地する尾根は調査区外北に延びており、2号墳

が尾根地形に沿って前方後口墳造成す可能性もある。

各トレ|ンチの所見

Iトレシーォ鬱欝麟珊)

西側斜面に直交するように設定.したトレンチで
―
あ―る。基本層―序は表土(病葉ELJ,岩盤風化土

―
仙山)・

和泉層群者盤となる。遺構・遺物の出土|はな|かつた。

iトレンチ le82Nl

東側斜画に直交する.よ うに設定した卜L/ンチである。基本層序は表土lARELl・ 着盤1風化土(地中)・

和泉層群岩盤とななδ遺樽■遺物の出土ほ|なかった。

二 ILE■00m

及  i鞠
礫を1%未満含む―●)

井胎隷肇嬬鍮 鶏
3.鮪輛鍵麹輔
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Eぃ
低 0。ml

―  [翠0100m

i一口 400m

第32図I Iや 1ト レンチ土層断面図
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墳 丘

直径約22m程度の円墳と思われる。墳丘高は裾部から約 2mである。地山を削出して墳丘を整形して

おり、盛土は確認できない。葺石・埴輪列等の外表施設は検出されていない。また主体部も未確認であ

る。 2号墳の立地する尾根は調査区外北に延びており、 2号墳が尾根地形に沿って前方後円墳を成す可

含と性もある。

主体部

墳頂部ほぼ全域を精査したが主体部の存在は確認できなかった。

出土遺物

遺物は出上していない。
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(5)3号 墳 (第 3図 )
3号墳は大代古墳の南側に位置する。墳丘径15mの円墳である。尾根筋および墳丘斜面に直交するよ

うに a～ iの 9カ 所のトレンチを設定し、必要最小限度の調査を実施した。埋葬施設は箱式石棺である。

各 トレンチの所見

aト レンチ (第84図 )

墳丘南側斜面に直交するように設定したトレンチである。基本層序は表土 (腐葉土)・ 岩盤風化土 (地

山)。 和泉層群岩盤となる。埴輪等の出土はなかったが、葺石を一部検出した。

出土遺物

出土遺物はなかった。

cト レンチ (第84図 )

南側斜面、墳丘裾部に設定したトレンチである。墳丘裾を確認した。基本層序は表土 (腐葉土)。 岩

盤風化土 (地山)・ 和泉層群岩盤となる。原位置は遊離しているが、葺石を一部検出した。埴輪等、遺

物の出土はなかった。

出土遺物

出土遺物はなかった。

dト レンチ (第84図 )

墳丘西側斜面に設定したトレンチである。基本層序は表土 (腐葉土)・ 岩盤風化土 (地山)。 和泉層群

岩盤となる。流出のためか、葺石等の外表施設は検出されなかった。

出土遺物

出土遺物はなかった。

eト レンチ (第 84・ 86図 )

墳丘南側斜面に設定したトレンチである。基本層序は表土 (腐葉土)・ 岩盤風化土 (地山)。 和泉層

群岩盤となる。墳丘裾部を区画する列石状に並ぶ基底石と葺石が検出された。葺石は流出しているが、

構造的には墳丘全体ではなく、裾部を帯状に巡るものと思われる。

出土遺物

出土遺物はなかった。

fト レンチ (第84図 )

墳丘南東側斜面に設定したトレンチである。部分的に地形コンタラインに沿って トレンチを拡張し

た。基本層序は表土 (腐葉土)・ 岩盤風化土 (地山)。 和泉層群岩盤となる。墳丘裾部を区画する列石状
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に並ぶ基底石と葺石が検出された。葺石は流出しているが、構造的には墳丘全体ではなく、裾部を帯状

に巡るものと思われる。

出土遺物

出土遺物はなかった。

gト レンチ (第84図 )

墳丘東側斜面に設定したトレンチである。部分的に地形コンタラインに沿ってトレンチを拡張した。

基本層序は表土 (腐葉土)・ 岩盤風化土 (地山)・ 和泉層群岩盤となる。墳丘裾部を区画する列石状に並

ぶ基底石と葺石が検出された。葺石は流出しているが、構造的には墳丘全体ではなく、裾部を帯状に巡

るものと思われる。

出土遺物

出土遺物はなかった。

hト レンチ (第84図 )

墳丘南側斜面に設定したトレンチである。基本層序は表土 (腐葉土)・ 岩盤風化土 (地山)・ 和泉層群

岩盤となる。葺石等の外表施設は検出されなかった。

出土遺物

出土遺物はなかった。

iト レンチ (第割図)

墳丘南側斜面に設定したトレンチである。基本層序は表土 (腐葉土)・ 岩盤風化土 (地山)。 和泉層群

岩盤となる。葺石等の外表施設は検出されなかった。

出土遺物

出土遺物はなかった。

墳 丘 (第 83・ 86図 )

直径15mの円墳である。墳丘高は裾部から約 lmでぁる。地山を削り出して整形する。盛土構築はみ

られない。墳丘南から西裾部において列石状にめぐる葺石が検出された。 トレンチ調査のため部分的な

検出であるが、列石状に組まれた基底石は、南側で 1段、約3.5m、 西側で部分的に2段に積まれ、約

7m検出された。葺石の出土状況から、構造的には墳丘裾部を区画するものと思われ、大代古墳との類
縁性が認められる。墳頂部では円筒埴輪基底部を 1基確認した。
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主体部 (第85図 )

墳頂部で箱式石棺 1基を検出した。遺存状態は悪く、蓋石、壁体の一部が残存する程度であり、石棺

の規模・構造など詳細は不明である。主軸方向はN-70° ―Wで東西を向く。墓壌は地山を掘り込んで作

られ、規模は長軸2,7m、 短軸は西側0。 9m、 東側1。 2mで、東側が若干幅広くなっており、埋葬頭位は

東であったと考えられる。石材には結晶片岩と砂岩の板石を併用していた。墓壊基底面は肌理の粗い粘

質上で粘土床が構築され、粘土床直下、墓壊基底部には若干の水銀朱の塗布が確認された。

本主体部は構築位置が墳丘の中心よりやや北に位置していることから、さらに別の埋葬施設が存在し

ていた可能性もある。

出土遺物

副葬品等の遺物は出土していない。
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(6)東 尾根部箱式石棺の調査

調査途中に東尾根部東端斜面において箱式石棺が検出さ

れ、 1号箱式石棺 (ST1001)と して本調査を実施した。

1号箱式石相 (S¬ 001)(第 3図 )

大代古墳から東にのびる尾根斜面において未盗掘の箱式石

棺 1基を検出した。大代古墳主体部からの直線距離で東に約

70mの地点に位置する。主体部は尾根の地形コンタラインに

沿って構築されている。

主体部の構造 (第 87・ 88図 )

墓墳規模は長軸2.5m、 短軸75cm、 深さ60cmを 測る。平面

形は長方形プランを呈する。箱式石棺は貼石を伴う床部、壁

体部、蓋石で構成される。石材はすべて和泉系砂岩を使用し

ている。箱式石棺の規模は、内法で長軸1.62m、 短軸は東小

口で42cm、 西小口で32cm、 床面からの壁体の高さは中央部で

24cmである。東小口部がやや幅が広 く、被葬者の頭位に相当

する可能性がもたれる。北西―南東方向を主軸とし、主軸方

向は N40° Eである。墳丘施設は存在しない。

主体部の構築順序については、墓墳掘削後、墓娠基底部に

扁平な板石 9枚を敷き、板石間に小礫と肌理の粗い地山系粘

質土を充填して床面を構築する。床面の貼石上面はほぼ水平

であるが、東小口部の板石 1枚のみがやや 1段低 く設置され

ている。その上に肌理の粗い地山系粘質上を貼 り、他の貼石

と上面を揃える。床面構築後、四方に壁体を組む。壁体石材

には厚みのある長方形の河原板石礫を主体とし、礫長軸を墓

壊壁に沿わせて構築する。長軸壁体を先行して構築した後、

両小口部壁体を設置する。裏込めには礫混じりの粘土を充填

し、壁体を固定する。蓋石は扁平な河原礫を主体とする 9枚

の板石を架構して天丼部を構成する。蓋石間には粘質土と小

礫の充填がみられたが、蓋石上部の被覆粘土等の施設の有無

は不明である。

箱式石棺使用石材は、砂岩 (SS類 )の塊石形に分類され

る面取り加工等の痕跡がない自然転石である。長側壁構造は

左右とも4枚の砂岩塊石を使用していることから側複型とな

る。小口石構造は砂岩塊石を立てた小単型となる。蓋石構造

は 6～ 7枚の砂岩から構成される蓋複型である。床面構造は

砂岩板石を敷き詰めた敷石型となる。平面形態は両長側壁に

６６６
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小口石が挟まれた状態の梯子型となる。構外施設は墓壊系の方形型となる。墓墳掘削時期は地山型に該

当する。基本形成は桧北山ST1001に 類似するが、床面構造が敷石型となり、同古墳に比べて後出する

ものと推定される。

副葬品の出土状況 (第88図 )

副葬品は直刀と刀子を検出した。床部上面西壁体沿い、南小日から40cmの地点で直刀 1振を検出した。

会長86cmを測り、鋒を北小口に向け副葬する。また南小日から北に15cmの地点で刀子と思われる破片を

検出したが、小片のため詳細は不明である。

直 刀 (第89図 )
666は完形の状態で出土した。全長85.7cm、 身部長69.Ocm、 柄長16。 7cmである。身部幅は、中央部で

2.8cm、 厚さは0.7cm、 関近くでは身部幅2.9cm、 厚さ0.6cmである。関は片関で斜めに茎基郡へと続く。

柄部の幅は中央部で2.2cm、 厚さは0。 5cm、 柄尻断面は長方形状を呈する。刃は僅かに内反りで、目釘穴

は 1孔確認でき、直径は約 6 11ullで ある。全体の形状は、「撫角関隅袂尻中細」(臼杵 1984)に類似する。

刀身・≧部ともに木質や布等の痕跡・銹着はみられず、柄・鞘とも存在しなかった可能性が高い。
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第88図 箱式石棺副葬品出土平・断面図および墓娠 (石棺除去)平・断面図
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(7)ま とめ

古墳築造年代について

徳島県において前方後円墳が継続的に認められる地域は、眉山北麓・気廷山と鳴門・板野の古墳群の

みである (菅原 2001)。 4世紀後葉から末に出現する首長墓は、眉山北麓・気廷山古墳群では奥谷 1号

墳 (50m)、 山ノ神古墳 (60m)、 鳴門・板野古墳群では愛宕山古墳と大代古墳がある。首長系譜の空白

地において、新たに出現する大代古墳、愛宕山古墳、山ノ神古墳は、それぞれ前方部前面もしくは後円

部に接 して小形の円墳を伴い、前方後円墳が主墳となる単発的様相を表している。眉山北麓・気廷山古

墳群では、F前方後円墳集成』共通編年 4期の山ノ神古墳を最後に前方後円墳系列は途絶える。これは

下川津 B類土器創出地である高松平野を基盤とする石清尾山古墳群の消長と連動した現象であり、首

長系譜の変動パターン (都出 1988,1999)に 当てはまるものである。一方、東阿波型土器製作圏の外

縁部にあたる本地域のⅡ群 (菅原 2000)では同一規模の宝憧寺 1号墳と天河別榊社 3・ 4号墳が連続

して出現しており、眉山北麓・気廷山古墳群とは対照的な展開を示している。

大代古墳 (1号墳)は副葬遺物等から4世紀末の築造と考えられる。徳島県内のみならず、中・四国

地方においても貴重な4世紀代の前方後円墳であり、墳丘の遺存状態も良好で、円筒埴輪列も原位置で

確認された。円筒埴輪の器面調整は、口縁部外面付近は 1次調整として斜位のハケメ調整を施した後、

A種ヨコハケによる 2次調整を加える例が多い。胴部中位は比較的ス トロークの長い A種ヨコハケを

主体とする。胴部下位から底部外面にかけてはタテハケを基本としている。以上のことから大代古墳出

上の円筒埴輪は川西編年のⅡ期後半に比定できるものと判断される (川西 1978)。

竪穴式石室は天丼部が削平されていたが、側壁・床面は遺存していた。石室内には、徳島県において

は初出となる剣抜式舟形石棺が確認された。今!抜式石棺は蓋石が欠けていたが、棺身の保存状況は良好

であった。主体部は盗掘を受け、副葬品は原位置を保つものは少ないが、量的には豊富であり、 4世紀

後半段階の副葬品の組み合わせが良く解るものであるといえる。

副葬品について

大代古墳主体部からの副葬遺物は、青銅鏡 (獣帯鏡)十武具 (長方板草綴短甲)十武器 (銅鏃・鉄剣・

鉄刀・鉄鉾・鉄鏃)十 農具・工具 (袋状鉄斧・刀子・鈍・盤・鎌・鋤)十 玉類 (碧玉製勾玉・碧玉製管玉

・凝灰岩製管玉・滑石製管玉・滑石製臼玉)の組み合わせとなっている。傷梨三角縁神獣鏡や各種腕輪

型石製品は確認されていない。

副葬品の中には、長方板草綴短甲という日本列島内でも数少ない短甲がみられた。細片となって遺存

していた例が大半を占め、 1領分に相当するものとみられるが、全体を復元することは困難である。一

部草紐の遺存する例も確認できるが、側縁が 2辺以上遺存する例がほとんどなく、形状および法量につ

いては不明な点が多い。出土した短甲は、阪口・橋本分類の長方板草級短甲 I式に相当するものとみら

れる (阪口 1998・ 橋本 1999)。 型式学的にみるならば、長方板草綴短甲の中でも最古段階に位置付け

られ、古墳時代中期鉄製甲冑の初現例である。革綴甲冑は中期前半から出現するが、当該期における鉄

製甲冑は畿内中央政権からの一元的配布とみられ、政治的要地へ配布されたものと考えられる。長方板

草綴短甲は農工具の大量副葬が加わるとされ、大代古墳においても、遺存状態は良好ではないが、一定

量の農工具が確認される。

武器類は、鉄剣 (短剣形武器)が主体を占めるが、小片のため詳細な全体の形態が判明するものは少
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なく、詳細な個体数および副葬位置は不明である。切先片の出土点数から複数の副葬が推定される。鉄

剣とした中には、鉄槍の可能性があるものも含まれるが、分類は困難である。

また、徳島の前期古墳においては鉄鉾が比較的高い頻度で副葬されるが、大代古墳においても副葬が

確認された。鉄鉾は朝鮮半島からの舶載とみなされ、大代古墳の被葬者が、鉄器を入手する機会をもっ

ていたことが考えられる (橋本 2002)。

勾玉・管玉類はほとんどが主体部に隣接する SX1001か らの出土であり、石棺内からは臼玉のみの出

土にとどまる。玉類などの石製品の石材には、碧玉・緑色凝灰岩・滑石が使用される。使用石材に多様

化の傾向がみられ、品目ごとに使い分けがなされているものと思われる。ガラス製品の出土は見られな

かった。

鉄鏃は柳葉式のもの、および逆刺を有する扁平鉄鏃と有しない扁平鉄鏃に分けられる。銅鏃は6点が

出土している。銅鏃は、大形で細身のタイプとやや小形で円錐形の関をもつ箆被付のタイプとに分けら

れる。いずれも柳葉式であり、有稜系として定型化された銅鏃であるとみられ、規格性が強く畿内中央

政権による一元的な管理、配布されたとされるものと思われる (松本 1996)。

大代古墳における副葬品については量的には豊富であるといえる。古墳時代前期において、津田湾岸

・紀淡海峡に隣接する地域、東四国地域の首長は、畿内の古墳造営に東四国の古墳構成要素を提供する

とともに、畿内の情報や物資を対価として独自に得ていたのであろう。このことは、地域の連合あるい

は同盟という関係の他、畿内の事情に基づく政治的圧力を背景とした要請・影響、いいかえれば東四国

地域に対する畿内政権の主導性の存在が窺われるものであろう。ただ一方で、当該地域の古墳には強い

独自性がみられ、畿内政権による一元的支配が確立していたとは考えにくく、影響力の強まりはあつて

も、まだ地域間における交流が主体となっていたであろう。当該地域における畿内政権の一元的影響力

が及ぶのは古墳時代中期段階になってからであると考えられる。

石室構造について

後円部墳頂中央部において南北を主軸とする竪穴式石室 1基を検出した。石室内には創抜式舟形石棺

を安置する。後世の盗掘時に石室の上半部分が破壊を受けており、上部構造を窺うことはできない。ま

た石棺の蓋も遺存していない。

墓墳は南北約7.4m、 東西約4.5m、 深さ約80cmを 波1る長方形状の平面形を呈し、地山を約50° の角度

で斜位に掘 り込んでいる。石室は内法で長さ3.7m、 北小回幅1.lm、 南小口幅1.Omで、北小口側がや

や広 くなる。主軸方向は N10° Eで、ほぼ南北方向を志向する。壁体は結晶片岩板石による長手積み

によって構築されており、壁体はほぼ垂直に積まれている。

壁体に用いられている結晶片岩は徳島平野、吉野川南岸の眉山山麓ないし館喰川周辺において採取さ

れたものと推定され、大代古墳では緑色片岩が主体を占めている。

主体部の構築順序は以下のように復元される。まず墓娠中央底面に小型の河原円礫 (和泉砂岩)を多

く含む肌理の粗い粘質土を厚さ約15～ 20cm程度敷き、礫床とする。礫床上に石棺を安置し、その外周囲

に棺身中位まで拳大の河原円礫 (和泉砂岩)を置き石棺を固定する。最後に石棺の四方を囲うように円

礫上に結晶片岩板石を積み上げて石室を構築する。なお壁体の控え積みには持ち送りが認められる。控

え積みの結晶片岩板石間には肌理の粗い粘質土の充填も確認された。石室上部の構造は不明であるが、

石室上半部は控え積みの板石が中央に向けて求心状に上方に一定の傾斜角を有することから、 ドーム状
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となる可能性がもたれる。

石棺について

大代古墳では、竪穴式石室内に参J抜式舟形石棺が採用され、安置されていた。この石棺の石材として

は香川県さぬき市津田町火山産白色凝灰岩が推定される。この石材を用いた到抜式舟形石棺出土例は、

これまでに香川県津田湾岸の伝大日山古墳 1基、けぼ山古墳 (57m)1基、赤山古墳 (50m)3基、岩

崎山 4号墳 (49m)1基の香川県津田湾岸を中心とする 6例の他、岡山県鶴山九山古墳 1基、大阪府久

米田貝吹山古墳 (139m)1基、が知られている (渡部 1990・ 1994)。 大代古墳の石棺は石枕をもたず、

箱形の平面、舟底形断面を呈す、既出例にない形状である。身の到り込みは矩形であり、岡山県鶴山九

山古墳石棺の断面形に近い。出土遺物からは香川県岩崎山 4号墳よりは新しく鶴山九山古墳とほぼ同時

期とみてよい。形態的には香川県船岡山石棺 (鷲ノ山石)に も共通する棺身の立ち上がりが垂直で、底

部平底を指向し側縁部との間に広い傾斜面をもつ断面形を示している。讃岐産石棺の編年および火山石

石棺群が、鷲ノ山石棺群の形態変化と類似するとの指摘に基づけば (渡部 1994)、 可逆的に鷲ノ山石の

船岡山石桔や三谷石舟石棺の年代を絞り込むことも可能となるであろう。

大代古墳の主体部は、「火山産石棺十結晶片岩板石石室石材」という構成である。この組み合わせは

先行する大阪府久米田貝吹山古墳と同様の構成であり、極めて近い関係にある造営集団の関わりが想定

される。畿内の古墳で石室石材として利用される結晶片岩は、徳島産である可能性が指摘され (宇垣

1987)、 大代古墳の被葬者は、讃岐の津田湾岸・大阪湾岸の勢力と密接な関係を持つに至ったと考えら

れ、主体部の築造要素として今1抜式舟形石棺を共通とする地域集団が形成されていたと思われる。な1抜

式石棺は特定の被葬者を念頭において製作されたものであろう。このような遠隔地石材を用いた大形品

を運搬するという背景には、被葬者の出自あるいは石棺製作集団を掌握する首長との政治的・同族的関

係が示唆される。

大代古墳の石棺は、当該期の社会における環大阪湾岸地域の集団間の結び付きが強まったとことを物

語る。大代古墳は副葬遺物や墳丘形態・埋葬施設などから、畿内的要素を含む大型古墳であり、畿内に

核をもつ古墳文化の傘下にあったと想定される。大代古墳の被葬者は、畿内中央政権の政治的浸透力の

拡充に関連し、吉野川の水上交通や鳴門海峡の海上交通体系の再編に伴って承認された首長とみられる

が、古墳祭祀の構成については極めて自立性に富んでいることから、まだ一元的影響力は大きくなかっ

たと思われる。

墳丘について

大代古墳については、主体部に加え墳丘部の調査を実施した。前項で先述したように、墳丘では墳丘

形態の特異性に加え、葺石構造、円筒埴輸の樹立工法等について一定の成果を得ることができた。主体

部の調査では今J抜式舟形石棺を検出し、石棺を安置する竪穴式石室の構造、構築順序等を知るうえで貴

重な成果を得た。主体部構造には大阪府久米田貝吹山古墳 (吉井 1998)や香川県長崎鼻古墳 (山元 2000)

などとの類似性が認められる。

大代古墳の墳丘構造については、古墳が立地する尾根の地形的条件により規制を大きく受けた結果、

特異な墳丘構造を成し、東西側面をより壮大に見せるための配慮とも推定される。墳丘は基本的に地山

削り出しで整形している。
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大代古墳では盛土や葺石が確認されたが、盛土は補完的に用いられているものと考えられる。 トレン

チの断面観察においては明瞭な版築状況は確認できない。墳丘裾部では一部で葺石を検出した。葺石は

その出土状況から墳丘斜面全体にではなく、裾部を列石状に区画する構造をとる。和泉砂岩を主体とす

る割石と河原石を併用し、基底石の上に葺石を積み上げ、各段墳丘斜面部裾部外周に葺石を貼 り付けて

巡らせる。また裾部を区画する基底石に人頭大程度のやや大型材を使用する傾向も認められる。

外表施設としては、第 1段テラス上、および前方部第 2段前面墳頂平坦面において円筒埴輪の基底部

を確認した。円筒埴輪は、ほぼ等間隔で並んでおり、墳丘周囲に一定の基準に基づいて埋設されている。

出土した円筒埴輪片はいずれも小片であるため、詳細のわかるものは少ないが、器面調整は、口縁部外

面付近については 1次調整として斜位のハケメ調整を施したのち、A種 ヨコハケによる2次調整を加

える例が多 くみられる。胴部中位は比較的ス トロークの長い A種 ヨコハケを主体とし、胴部下位から

底部外面にかけてはタテハケを基本としていることから、円筒埴輪は時期的に川西編年のⅡ期後半に比

定できるものと判断される (川西 1978)。

このほか朝顔形埴輪、家形埴輪、盾形埴輪の破片、収形埴輪の一部である可能性が考えられる形象埴

輪小片等が出土した。形象埴輪片は後円部墳丘斜面と後円部墳頂主体部の盗掘坑埋土中に限定されて出

土しており、基底部は確認していないものの、その出土状況から判断して本来は後円部墳頂に樹立して

いたものと推定される。

4世紀末築造とされる前方後方墳の徳島市奥谷 1号墳の墳丘築成と類似点もみられるが、奥谷 1号墳

において確認された墳丘 (埋葬施設)上面への白色円礫 (石英)の被覆は確認されていない。奥谷 1号

墳における墳丘 (埋葬施設)上面への白色円礫 (石英)の被覆は、埋葬行為における地域的特性を残す

ものと考えられ (三宅 2002)、 後続する大代古墳は、より畿内的様相が強まっているものといえる。

4世紀後葉には、河内に津堂城山古墳という盾形周塚を備えた巨大古墳の出現がみられる。讃岐や阿

波においても、富田茶臼山古墳 (139m)や渋野九山古墳 (90m)の ような各地域では最大級の盾形周

塚をもつ大形古墳が出現し、古墳の立地条件も、尾根・丘陵上から平野部に変化してくる。大代古墳は

古墳立地の観点からも、その前段階のものとして位置付けられよう。

吉野川下流域における古墳前半期の変遷は、萩原 1号墓→西山谷 2号墳→宮谷古墳 (全長45m)→人

人塚 (60m)→宝憧寺 1号墳 (42m)→奥谷 1号墳 (50m)、 とたどることができる。大代古墳はその次

の段階のものであると考えられる。「阿讃積石塚分布圏」においては、丹田古墳などの積石塚を形成す

る古墳は、 4世紀後半には封土墳に交替してくる。積石部は葺石として継承され、古墳築造の構成要素

となる。

埴輪について

円筒埴輪 (ま たは朝顔形埴輪)の樹立は第 1段において約90cmの 間隔で全周していたとすると、ここ

に175本が樹立されていたことになる。また、前方部前面第 2段テラスにも約90cn4の間隔で円筒埴輪 (ま

たは朝顔形埴輪)が樹立されており、ここにも全周したと仮定すると、前方部前面も含めて133本の樹

立数が復元できる。さらに、墳頂部に方形区画を設けていたことを推定すると、ここにも30本程度の円

筒埴輪 (ま たは朝顔形埴輪)に より区画があった可能性がある。総計にして約350本の埴輪により大代

古墳は囲続されていた。

円筒と朝顔の内訳を算出するには、その区別は口縁部の遺存数から8:1と 試算した。これを前述の
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樹立数に機械的に置き換えると円筒 :朝顔≒315本 :35本 となった。実際には、配置は部位ごとに異な

る規只」をもっているとみられる。

円筒埴輪の破片から復元される形態は、 3条突帯 4段構成となり、器高40～ 45cm、 口径25～ 29cm、 底

径19～ 25cmの ものとなる。底径と器高に大きな違いがみられないことから、筒形の直線的な器形が想定

される。透かしは円形で中間の 2段にあり、段ごとに千鳥式に穿たれていたのであろう。朝顔形埴輪に

ついても同様に復元すると、円筒部分が 3条 4段、肩部の九みはかなり失われ、口縁は中位で屈曲して

ほぼ水平にまで大きく開く。頚部に 1条、口縁部中位にも1条突帯が付 く。器高55cm程度、口径28～ 30

cmと なる。

器表面は、外面一次調整がタテハケ、二次調整がヨコハケ、内面はナデ調整が基本であるが、日縁部

内面には断続的なハケ調整がある。外面のヨコハケは周回しながら何度も器表面から離れる「A種」
であるが、工具の静止痕跡が散見される。 1段目はやや幅広の粘土帯により成形される。

1.タ イプ分け (口縁部の外反、胎土、突帯の形状と貼り付け 。ナデ方)

出土した形象埴輪には家形・囲形・蓋形・収形・盾形の 5種があり、各 トレンチごとの構成でみると

表のようになる。

家 形 囲 形 蓋 形 叡 形 盾 形

Aト レンチ × × × × ×

G トレンチ ○ × ○ × ○

H トレンチ ○ × △ × ×

K トレンチ ○ × ○ ○ △

Lト レンチ × × △ △ ×

Mト レンチ × ○ × × ×

Nト レンチ × × △ × △

Pト レンチ × × × △ ×

Qト レンチ ○ X × △ ○

Wト レンチ △ × × ○ △

(○ :確実に認められる、△ :不確定なものを含む、× :該当なし)

もっとも個体数の多いのは、家形埴輪があり、最低 4個体分があるとみられる。基本構造の判明する

ものは寄棟造りのもので、2個体ないし3個体ある。中でも屋根に線刻で網代文様を表現する個体 (54～

58・ 67な ど)は、桁行56cm・ 梁行43cm・ 棟高80cmに も復元される大形のものである。寄棟造りをもつも

のでやや小形の個体 (59～ 61。 63な ど)は、網代文様がないなどの違いがあり、規模の面でも前出のも

のを約1/2に縮小 している。その他の個体については、軒先の押縁の表現や壁面にハケ調整があるなど

の違いがあるが、全体形状については不明である。図形は347の 1個体で、県内初の出土である。規模

は不明ながら内包する小形の家形はみられない。

盾形埴輪で確実なものは396の 1点であるが、複数個体の存在が想定される。叡形埴輪は箱形の本体

に鰭飾が上部と左右につくものとみられ、鰭につく同心円の線刻表現をもつものが 4点あることから、

2個体以上ある。蓋形埴輪は、笠の基部の破片を含めて複数であろう。
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これらの形象埴輪の出土位置をみると、後円部を取り囲むトレンチからの出土が最も多い。前方部周

辺の東西の トレンチからの出土もあるものの小片が多く、本来は後円部主体部を囲む位置に方形区画を

設けて立て並べていたものと推定される。

以上の埴輪からみた年代は、円筒埴輪の外面調整が A種ヨコハケであることから、川西宏幸の編年

によるⅡ期に位置づけられる。徳島県内での埴輪の出土事例のうち、前期に遡るものはいずれも前期後

半に収まっており、この段階において埴輪が導入されてきた各期といえる。

形象埴輪に家形・囲形に加えて、器財として蓋形・叡形・盾形の組合せがみられる。器財埴輪は主体

部において方形区画を形成し、これらの家形をはじめ器財が複数個体用いられている点が大いに注目さ

れる。高橋克壽によると、器財埴輪の組成は4世紀末～ 5世紀前半に確立する (高橋克壽 1992)。 大代

古墳は埴輪そのものを徳島県下で体系的に受容した先駆的な位置を占めるといえよう。

大代古墳の被葬者について

棺石材産出地である火山の所在する津田湾沿岸から約40km東 に位置する大代古墳の被葬者は、当時津

田湾岸の首長と親密な関係を有し、かつ鳴門海峡と一帯の港湾と海上交通権を掌握した首長であったと

みられる。さらに今回の成果から当時の石棺搬出航路として、大阪府の久米田貝吹山に至る鳴門・紀淡

海峡ルートが新たに想定可能となった。大代古墳の発掘調査により、墳丘の築造法、石棺・葺石および

石室石材など石材の供給・運搬関係などが明らかにされた。石棺 。竪穴式石室構築技術にみられるよう

に、これらは津田湾岸 。紀淡海峡に隣接する地域、東四国地域からの搬出であると考えられ、畿内の古

墳造営に関与したことが窺える。鳴門・紀淡海峡ルートに沿う広域的な同盟関係、および政治的支配体

制を考察するうえで、新たな課題が浮上したことにもなる。

今後さらに墳丘の築造企画の検討、各種副葬品の研究などを進めることによって、古墳時代前 。中期

の歴史の一端が解明されると思われる。

また、 2号墳と3号墳については時期を想定する根拠が不足するものの、ほぼ同時期の築造と考えら

れ、墳丘規模と構造から大代古墳に付随する古墳と推定される。また東尾根部先端で検出された箱式石

棺については出土した直刀の型式学的特徴から大代古墳よりも若干時期が下る可能性も考えられる。
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3巨 大代古墳の現地保存と整備

(1)前 方後円墳の発見 と現地保存の要請

鳴門市域は明治以降、地元在住の研究者により、遺跡や古墳の所在情報は比較的豊富な地域であった。

しかし当該地点は空白地域に属しており、結晶片岩片の散布が認められた平成 7年度の詳細分布調査に

おいて、古墳が所在する可能性が初めて指摘された。JH四国支社が平成 8年 10月 に行つた文化庁協議

では45遺跡のひとつ「日開谷西古墳群Jと して調査対象となった。四国横断自動車道に係る埋蔵文化財

の取扱いについては徳島県教育委員会文化財課と」H徳島工事事務所との協議で、当初から調査結果・

内容により保存を要請する可能性を指摘していたが、当該地点を想定したものではなかった。

日開谷西古墳群の調査対象面積は1,730♂。対象範囲は調査終了後、切上して開削される予定の尾根

である。用地取得に目途がついた平成12年 2月 にJHは立木伐採に着手、3月 に調査を開始した埋蔵文

化財センターは、調査区中央に略測60m級の前方後円墳及び 2基の円墳を発見した。

前方後円墳としては県内14番 目の確設であり、報告を受けた文化財課は、時を置かず JH徳島工事事

務所との協議に臨んだ。古墳の現地保存のため、工法をトンネルに変更するよう要請し、」H徳島工事

事務所は検討を約束した。文化財課は文化庁及び地元鳴門市教育委員会に状況を説明し、鳴門市とは保

存措置に係る役割分担等の諸問題を中心に協議していった。

埋蔵文化財センターの現地調査は、まず古墳群の測量調査を行い、工法変更検討の範囲を示した。JH

徳島工事事務所では、以後工法変更の可否を検討、埋蔵文化財センターの調査は対象範囲の古墳の墳形

と主体部の確認に主眼を移した。前方後円墳の全長は54mに確定した。墳丘は前方部 2段、後円部 3段

築成、一部葺き石をもち、円筒埴輪等が樹立されている。県内の前方後円墳14基のうち、90m級の渋野

丸山古墳を除けば、6基が50～60m級で、発掘調査により確定されたなかでは最大級と位置づけられた。

主体部の竪穴式石室には、白色凝灰岩製の到抜式舟形石棺が収められ、副葬品も豊富に出土した。 4世

紀後半の築造とされた。

(2)現 地保存協議 と公開
7月 上旬、JH四国支社、JH徳島工事事務所、県高速道路推進局、文化財課、埋蔵文化財センターは、

現地保存に係る諸問題や、発表に向けての日程調整などについて協議を行った。 8月 8日 には、教育長

名で JH四国支社長宛に現地保存を正式に依頼した。発表にあたっては、小字を採って名付けていた「日

開谷西古墳群」を、より親しまれるよう大字に因んで「大代古墳」と改称することとした。

現状保存・維持管理・土地の公有地化について、」H四国支社長・県教育委員会教育長・県土木部長

によって 9月 6日付で確認書が締結された。文化庁の意見と確認書をもとに大代古墳の現地保存措置が

確定した。

県は調査成果を、JHは トンネルエ法に変更して現地保存することを発表し、大きく報道された。 9

月16・ 17日 の両日実施された現地説明会では、合わせて約1,500人の県内外の参加者があった。
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(3)石棺の複製品製作
主体部は埋め戻され、整備は将来的課題となるため、当面の活用方策として石棺を複製展示するため、

県は補正予算を組んだ。複製品製作は伽京都科学が受注した。シリコンで型取りし、FRPに よる成型、

仕上げと彩色により製作した。複製品は平成13年 2月 10日から県立埋蔵文化財総合センターで展示を開

始し、平成13年度には文化庁主催の「発掘された日本列島」展にも出品された。

(4)古墳の養生 と工事着手
埋蔵文化財センターの現地調査は、9月 に補足調査を行い、10月 から主体部に真砂土を充填して養生、

■月末に完了した。

JH徳島工事事務所では、トンネル掘削にあたって、地すべり計 (地表面伸縮計)を、地表沈下測点

46箇所、地中沈下測点 (ボーリング、 6～20m)6箇所設置して、古墳の保全に万全を期すとともに、

設計・施工方法について文化財課長と高速道路推進局長の確認をとった。

大代古墳 トンネルの概要は、延長77m、 片側 3草線、幅員14.75mで、 トンネル形状は大断面訊設 (メ
ガネ)ト ンネルである。工事の方法は導坑先進による上半先進ナトムエ法 (機械掘削)を採用、掘削量

は約26,000ゴ、コンクリート量約5,500爾 で、工期は平成11年 12月 26日 から平成14年 3月 14日 である。

総工費は約12億円といわれる。

(5)大代古墳の県指定
平成12年 10月 の工事着手と同時に、大代古墳の県指定申請の準備を開始した。県指定史跡指定申請書

は、財団法人徳島県埋蔵文化財センター理事長から、」Hの同意書、鳴門市教育委員会の意見書を付し

て提出された。徳島県文化財保護審議会への諮問、答申を得て、平成13年 8月 30日 の定例教育委員会で

指定、 9月 11日県報に告示された。

(6)ト ンネルの完成 と環境整備
平成13年度は、工事の進展とそれに伴う諸問題の解決に重点が置かれた。雨水による土砂の流出をい

かに防止するかが課題となり、 6月 12日 にブルーシートで養生、一部には植裁して対応した。

9月 21日 には大代 トンネル (現名称 :大代古墳 トンネル)が貫通した。

かねてより文化財課と鳴門市教育委員会は古墳の整備事例の調査などを行ってきたが、平成14年 3月

の工事完了に合わせて、鳴門市教育委員会は大代古墳環境整備事業を計画した。平成14年度は墳頂部付

近の芝処理と、全体の除草を中心に実施した。環境整備は墳丘自体の保護を主たる目的とし、古墳の現

状変更は行わない方針で、」H植裁の車本を展大限利用する他、低木類は活用、急斜面については土止

め柵を設置するなどした。文化財課は」Hと協議、フェンス位置や、鳴門市の環境整備事業を実施する

にあたっての諸問題解決を支援し、今後の管理などについて協議した。

平成16年 2月 、県が史跡指定範囲のうち道路用地として」Hが確保する以外の2025。 13♂を買い上げ

た。
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大代古墳石棺レプリカ作製作業 棺材産出地 (火山 :香川県津田町)遠景

大代古墳主体部埋戻状況 大代古墳現地保存状況 (ト ンネルエ)

大代古墳 トンネルエ事風景 (東坑口) 大代古墳墳頂よりみた東坑口周辺

大代古墳出土各↓抜式舟形石相レプリカ 現在の大代古墳

第90図 大代古墳の現地保存と史跡整備
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第91図 大代古墳 トンネル空中写真と現在の様子 (下 :鳴門市教育委員会提供 )
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大代古墳

第 1表 出土遺構一覧表
SM1001

遺構名 グリッド
墳丘平面
形態

墳丘規模
(m)

石室
(主体都)
断面形態

墓躾長軸
(m)

墓壊短軸
(m)

墓壌深さ
(m)

石室長軸
(m)

石室短軸
(m)

石室高
(m)

主軸方向 備考

SM1001 前方後円墳
〕制的弾］鰯仙亜

D字形状
引ヒ刀ヽ日 1.1

南小日 1.0
0 42 N‐ 4° ―Ⅵ「 大代古墳。

SM1001奢 1抜式舟形石棺

遺構名 グリッド 長さ (m) 幅 (m) 高さ (m)
長軸(内法)
(m)

短軸(内法)
(m)
深さ(内法)
(m)

到抜式舟形
石槍

R-7 284 0 87 042 2 23 0斃

SM1002

遺構名 グリッド 墳
丘平面
形態

径

ナ

丘

ｍ

墳

く 碓的麟
墓残長軸
(m)

墓壊短軸
(m)

墓残深さ
(m)

石室長軸
(m)

石室短軸
(m)

高

ナ

室

ｍ

石

く 主軸方向 備考

SM1002 C56 円墳 直径 220 2号墳。

SM1003

遺構名 グリッド
墳丘平面
形態

径

＞

丘

ｍ

墳

く

石室
(主体部)
断面形態

墓壊長軸
(m)

墓壌短軸
(m)

墓残深さ
(m)

石室長軸
(m)

石室短軸
(m)

高

サ

一至

ｍ

石

で 主軸方向 備考

SMllX13 I-5 円墳 直径 15 四角形状
西小日 09
東小日 1.2

N-70° W
3号墳。
主体部は
箱式石構。

ST1001

遺構名 グリッド 墳丘

石室
(主体部)
断面形態

墓嫉長軸
(m)

墓壊短軸
(m)

墓娠深さ
(m)

石室長軸
(m)

石室短軸
(m)

石室高
(m)

主軸方向 備  考

ST10111
α‐2区
S12 無墳丘 四角形 0,75 0 28 N=40°―E

1号箱式石棺。
大代古墳主体部からの

直線距離70m。

SX1001

遺構名 グリッド 平面形態 断面形態 長軸 (m) 短軸 (In) 深度 (m) 備考

SX1001 QR-7 格円形状 浅いD字状

SX1002

遺穂名 グリッド 平面形態 断面形態 長軸 (m) 短軸 (m) 深度 (m) 備考

SX1002 R‐ 7 精円形状 三角形 112
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第 2表 出土遺物観察表
Aト レンチ (埴輪)

遺 槽 出土地点 層位 器  種 法量 (cm) 形態の特徴 成形 謝坐 胎  土 色 謝 備 考

Aト レンテ 西端
から東ヘ

6～ 7n地点 第2層 円筒埴輪

縦
横
厚

画

面

外

内
タテハケ (7条/m)。
ナナメハケ (7条 /cm)。

精、石英 雲母 結品片若 赤
色斑粒01～ 3anを含む。

明赤窃 焼成硬質。

Gト レンチ (埴輪 )

遺  構 出土地点 層位 器  種 法量 (cm) 形態の特徴 成形 調整 胎  土 色 謝 備 考

2
墳

ン

号
レ

墳裾部周辺
第 2層
下部

形象埴輪
家形

縦
積

厚

外面 :網代文様。
内面 :ナ デ。

粗、石英 婆母 結品片岩 赤
色斑粒01ヽ 3画 を含む。

外 :明褐
内 :明赤褐

焼成やや硬質。

3
1号墳
Gト レンチ 下層

形象埴輪
蓋形

縦
横
厚

外面 :沈線。
内面 :沈線。

精、石英 赤色斑粒 711mを 含む。 明赤褐 焼成軟質(

チ

墳

ン

号

レ 拡張部 第 2層
形象埴輪
盾形

縦
横
厚

外面 :タ テハケ (6粂 /卸)の
ち沈線。
内面 :ナ ナメハケ(6条 /cm)。

粘、石英 雲母 結晶片者01
3ヽ5剛を含む。 赤掲 焼炭軟質。

1号墳
Gト レンチ 拡張割, 第2層

形象jLH輪

盾形

縦
横
厚さ

外面 :ナ デ、沈線e
内両 :ナ デ。

精、長石 赤色班粒01～ lr」Iを
含む。

赤褐 焼茂やや軟賢。

チ

墳

ン

号

レ
拡張者[ 第2層

形象埴輪
家形

縦
横
厚

外rl iナ デ、沈線。
内面 :ナ デ。

精、長石 赤色班粒01～ lmmを
含む。

明赤褐 焼成やや軟質。

1号墳
Gト レンチ 拡張部

形象地輸

家形

縦
横
厚

外面 :ナ デ。
内面 :ナ デ。

*脅、石英

含む。

結品片岩01-41uを
明赤褐 焼成軟質。

8
チ

墳

ン

号

レ 拡張部 第 2層
形象埴輪
宏形

縦

横
厚

面
面
外
内
ナデ。
ナデ。

Ij、 石英Olヽ 3aalを 含む。 明赤褐 焼成軟質。

チ

墳

ン

号

レ
拡張部 第 2層

形象埴臨
家形

縦

横

厚

外面 :ナ デ、洸線。
内面 :ナ デ。

粘、石英 赤色斑粒 51mを 含む。 明赤褐 焼成軟質。

チ

墳

ン

号

レ
拡張部 第 2層

形象埴輪
家形

縦   56
横  30
厚さ 18

屋根の庇 ?
外面 :ナ デ。
内面 :ナ デ。

粘、石英 赤色斑粒01～ 7nIを
含む。

明赤褐 焼成軟質。

チ

墳

ン

号

レ
拡張部 第 2 1el

形象埴輪
家形

縦
横

厚

外面 :細代文様。
内面 :ナ アのち沈線。

精、石央 雲母 結晶片岩 赤
色班粒01～ 4mmを 含む。

明赤褐 焼成やや型質。

1号墳
Gト レンテ

拡張部 第 2増
形象埴輪

家形

縦
積

厚

外面 :網代文様。
内商 :摩滅のため胡坐不明。

粗、石英 雲ぼ 赤色班粒01
～3nJIを 含む。

橙 焼成やや凛質。

13
チ

墳

ン

号

レ 拡張部 第 2層
形象埴端
家形

縦
横

厚
屋根の庇 ?

外面 :タ テハケ (8条 /卸 )。
内面 :ナ デ。

精、石英 結晶片岩01～ 5 5nm
を含t・。

明赤褐 焼成焼成軟質。

チ

墳

ン

号

レ
南側拡張部 第 2層

形象埴輪
家形

縦
横
厚

外面 :ナ デ。
内面 :ナデ。

I「l、 石爽 赤色斑粒 3血を含む。 明赤褐 焼成軟質。

1号墳
Gト レンチ 拡張部 第 2馬

形象埴輪
蓋形

高

径

さ

器

頸
厚

肩部から顕部へ屈曲して上方に
延びる。

外面 :沈線。
内面 :ナデ。

粗、石英 赤色斑粒 6」4を 含む。
褐
褐

黄

赤
明

明

外

内 焼茂状質。

16
チ

墳

ン

号

レ
拡去郡 下層 1朔顔形地輪

器高 (35)
胴径 (299)
厚さ 14

肩部。顕部に向かって内彎しな
がら立ち上がる。

外面 :タ テハケのちヨヨハケ
(7粂 /cm)。
内面 :ナ デ。

清、石英 結晶片者01～ 5mmを
含も。

明赤掲 焼成歌質。

1号墳
Gト レンテ 拡張音[ 下層 朝顔形埴輸

器商 (32)
胴径 (297)
厚 さ 09

胴部とlR‐部の境に突帯が巡 り

懸面は M形状を呈する。
画
面
外
内
ナデ。
ナデ。

粘、石英 雲母 赤色班粒01
～254mを含む。

明赤褐 焼成軟質。

18
チ

墳

ン

号

レ 拡張都 下層 朝顔形殖輪
器高 (50)
胴径 (305)
厚さ 11

1同部と肩部の境に突帯が巡り
断面は台形状を呈する。

タト面 :ヨ コハケ (8条 /cm)。
内面 :ナ ナメハケ (6条 /cnl)。
剤離激しい。

釉、石英 雲 母 黒色班粒01
ヽ2511mを 含む。

明赤褐 焼成軟質。

19
1号墳
Gト レンチ

拡張部 下層 朝顔形埴輪

高

径

さ

器

胴
厚

肩部内普しながら立ち上がる。
胴音卜とllH部 の境に突帝が巡り、
断面はM形状を星する。

画

面

外

内
ヨコハケ(単位不明)。
ナデ。

精、石英 雲 El 赤色斑粒01
～2 5mmを 合む。

明赤褐 焼成軟質。

1号墳
Gト レンチ

拡張部 下rs 朝顔形地輪
器高(59)
Л同径(323)
厚さ 14

肩部内管 しながら立ちとがる。
胴都と肩部の境に突帝が巡 り、
断面は M形状を呈する。

外面 :ヨ コハケのちナナメハケ

(7条/m)。
内面 :ナ デ。

llH、 石英 雲, 黒色班粒OI
～2mmを含む。

明赤褐 焼成 H失質。

1号墳
Gト レンチ 拡張部 第2層 円筒連輪

器嵩 (31)
日径 (258)
厚 さ 09

口縁部は外反し、瑞部を方形状
に収める。上瑞面は面象り気味。

外面 :ナ デ。
内面 :ナ デ。

桁、長石 雲母を含む。 赤褐 焼成軟質。

1号墳
Gト レンテ 拡張部 円筒埴輪

り
０

コ

高
径

さ

器

日
厚

国縁部は外反し、端部を方形状
に収める。ナデにより瑞部はと
下に拡張する。

外面 :口縁部鮒部凹線 1条、ナ
ナメハケ (6条/cm)のち,デ。
内面 :ナ ア、円形の雀み右り。

桁、石英 雲母 結品片岩 赤
色斑粒01～ 7omを含む。

明赤褐 焼成やや硬質。

1号墳
Gト レンチ 円筒埴輪

器高 (132)
日径 (270)
厚 さ 15

口縁部は外反し、瑞部を方形状
に収める。タガは台形状。

外面 :タ テハケ (8条 /cm)。
内面 :ヨ コハケ (8条 /cm)。

祖、石英 赤色飛粒を含む。 明赤掲 焼成軟質。

24
チ

墳

ン

］▼
レ

拡張部 第 2層 円筒埴輪
縦
樹
厚

面
面
外
内
ヨコハケ (8条 /cm)。
タテハケ (7条 /cm)。

楷、石英 黒色班れ01～ 1511m
を含む。

赤褐 焼成軟質。

1号墳
Gト レンチ ド層 円街埴輪

器高(88)
胴径 (304)
厚さ 12

Bll部 、直線的。タガは台形状。

タト面:ナデ、ヨコハケ (7条/
cm)。

内面 !ナ デ。

粘、石芙 結晶片岩01～ 9nmを
含む。

赤褐 焼成軟質。

1号墳
Gト レンテ

Sコ
第 l Fgl
(表土)

円衝埴輪

縦

横

厚

外面 :r減のため謝坐不明。
内面 :摩減のため調整不明。

lll、 石芙 雲 EI 結晶片岩01
～6omを含む。

明赤拐 焼成やや1大質。

1号墳
Gト レンテ 拡張部 第 2層 円筒埴輪

器高 (30)
胴径 (176)
厚さ ユ4

1阿都、直線的。
外面 :泥線、ナデ。
内面 :ナ デ。

粗、石英 赤色斑粒 4mを含む。
外

内
オリーブ褐
明赤褐

焼成状質。

ユ号墳
Gト レンテ

拡張都 第 2層 円筒地輪

器高 (68)
llpl径 (284)
厚さ 11

1阿部、直線的。タガは台形状。
デ

デ

画

面

外
内

絣、石英 雲母 絡品片岩 赤
色斑粒01～ 4rIを 合む。

明赤掲 焼成やや硬質。

一 H19-



遺  猫 出土地点 屠位 器  種 法呈 (cm) 形態の特徴 成形 調整 胎 土 色  削 術 考

1号墳
Gト レンテ

拡張部 下層 円筒jLi輪
器高 (46)
胴径 (236)
厚さ 11

胴部、直線的。タガは M形状。

外面 :タ ガ上部 ヨコハ ケ (10
条/cm)の ちナデ。タガШ線 1
条、ナデ。タガ下部ヨコハケ (10
条/cm)。

内面 :ナ ナメハケ (10条 /cm)。

精、石英 雲母 結晶片者 赤
色斑粒01～ 41mを 含む。

明赤褐 焼成やや硬質。

1号墳
Gト レンテ 墳丘裾部 第 2層 円筒埴輪

器高 (82)
胴径 (231)
厚さ  iO

BFl部 、直線的に外_と方に開く
タガは台形】大。

外面 :コ コハケ (摩減のため単
位不明 )、 タテハケ。
内面 :ナ デ。

れ 、石英 赤色斑粒を含む。 赤褐 焼成状質。

1号墳
拡張部 下層 円筒殖輪

器高 (49)
胴径 (И 4)

厚さ  10

BIl部 、直線的に外上方に開く
タガは長方形状。

面

面

外
内
ナデ。
ナデ。

精、石英 雲母 結品片岩 赤
色斑粒01～ 2541mを 含む。

明赤褐 llt成やや軟質。

1号墳
Gト レンテ

拡張き[ 第 2層 円筒埴輪
器高(68)
底径 (194)

'軍

さ  17

底面方形状。底部から外上方に
直線的に開く。

外面 :ヨ コハケのちタテハケ(7
条/cm)。

内面 :ナ デ。

綺 、石英 赤色斑粒を含む。 赤褐 焼成状質。

1号墳
Gト レンチ 円筒埴輪

冊高 (108)
底径 (208)
厚さ 13

庶面方形状。底部から外上方に
直線的に開く。タガは台形状。

面

面

外

内
'テ
ハケ (7条/cm)
ケヽ (単位不明 )。

粗、石英 結晶片岩 赤色斑粒
5 mmを 含む。

明赤褐

焼成状資。
内面接合痕右
り。

墳
ン

］▼

レG
ド層 円街埴輪

器高(193)
底径(198)
庫さ  10

底面方形1大。底部から直線的に
開く。

テ
デ

面

面

外
内

(9条 /cm)。 精、石英 結吊片岩 赤色班粒
01～ 7a lを 含む。

赤褐 焼成H夫質。

G
墳

ン

中●

レ

第 1テ ラス上
埴輪基底部 3

0ヒ端)
円筒埴輪

器高(97)
底径 (290)
厚さ  16

底部やや内傾し、体部直la的に
外上方に開く。

外面 :タ テハケ(7～ 8条 /cF)。
内 面 :タ テ ハ ケ (7～ 8条 /
m)の ちナデ。

精、石英 芸母 結品片者 赤
色斑粒01～ 4mmを含む。

赤絹

焼成やや軟質。
外面に黒斑右
り。

Hト レンチ (埴輪 )

遣  鵜 出土地点 層位 器 TE 法呈 (cm) 形態の特徴 成形 調整 胎 上 色 副 術  考

I号墳
Hト レンチ Hi央部 第 2肝

形象埴輸

家形

縦
概

厚
屋根の庇。

面
面
外
内 ナデ。

精、石英 結晶月岩01～ 0 3mm
を含む。

明赤褐 ljt成敏質。

壌

ン

号

レ
■央都 第 2魅

形象埴輪
家形

縦
積

厚

デ

デ

面
面
外
内

精、石英 雲母 赤色斑れ01
～lmmを含む。

赤褐 焼成軟資。

墳
ン
号
レ

第 2層
下部

朝顔形埴輪

器高 (50)
Л同径 (255)
厚さ  12

肩部内t4し ながら立ち_ヒがる。
画

面

外

内
ヨコハケ (7条 /cm)。
ナデ、ユビオサエ。

狩

む
石英 笙母 赤色斑粒を含

赤褐 焼成軟賓。

ユ号墳
Hト レンチ

第2U
下きL 朝顔形

殖輪
器高 (65)
Л阿径 (278)
厚 さ 09

肩部内群しながら立ち上がる。
外面 :ヨ コハケ (8粂 /cm)、
票」離している。
内面 :ナ デ。

粘、石英 結
『
I片岩01～ 6 5mm

を含む。
明赤IBJ 焼成軟質。

1号墳
Hト レンテ 中央都 第 2帰

形象埴輪
不明

縦

横

厚

面

面

外

内
ナデのち洸線。
ナデ。

粗、石英 雲母 結品片岩 赤
色斑粒01～ 6 mmを 含む。

明赤褐 焼成やや硬質。

墳

ン

ヨ
，

レ 期瑯
円朽埴輪

器高 (77)
lll径 (226)
厚 さ 09

1同都、直線的にタト上方に開く
タガは台形状。

面

面

外

内 粘 、石英 赤色斑粒を含む。 赤掲 焼成軟質。

Jド レンチ (埴輪 )

遺  構 出土地点 層位 器 種 法壁 (cm) 形態の特徴 成形 調整 胎 主 色 HIE 価  考

墳
ヵ
号

レ
前方部掘割 ltt 第 2層 円竹地輪

器高(74)
胴径(222)
庫さ  10

胴部、直線的。タガは台形状。
タガの上に透かし了し(円孔)右
り。

画

面

デ

外
内

ナ

ナデ。
ヨコハケ(6～ 7条 /cm)

給、石芙 婁母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 611を 含む。

明赤褐 焼成やや硬資。

1号墳
Jト レンチ

第2層 円筒埴輸
器高 (70)
胴径 (950)
厚 さ 11

胴部、直線的。タガは台形状。

タト面 :ヨ コハケ (8条 /cm)、
ナデ。
内面 :ナ ナメハケ (8条/cm)
のちナデ。

精、石央 雲母 結品片岩 赤
色斑粒01-2mmを合む。

明赤褐 焼成やや快質。

墳
ヵ
前方部掘割西 苫最 ド層 円筒埴輪

器高 (68)
胴径 (246)
厚さ  10

胴部 直線的。タガは台形状。
外

内

ヨコハケ (7条 /cm)。
ナナメハケ (7条 /cm)。

粘、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01ヽ 7 mmを 含む。

明赤材 焼成ややTH質。

45
1号 IFt

Jト レンチ
第 2層 円筒埴輪

０

０

４

高

径

さ

器

胴
厚

1阿部、直線的に上方に開く。タ
ガは小さく、台形状。タガに刻
日文有 り。

面
，
。
面

外

帥
内

ナデ、タテハケ (7条 /
精、石英01～ 4 5nnを 含む。 明赤網 l■成軟質。

墳
ヵ
］イ

レ 第 ワ層 円筒埴輪

高

径

さ

器
胴

厚
胴部、直線的。

外面 :ヨ コハケ (7条 /cm)。
内面 :ナ デ。

精、石英Ol～ 3mmを 含む。 明赤褐 IIl ttH夫賓。

墳
ヵ
号

レ
前方部掘割満 泄下用 円筒嚇

器宙(74)
1同径 (200)
厚さ 11

胴部、直線酌。
外面 :ヨ コハケ (7条 /cm)。
内面 :ナ デ。

精、石英 結晶片岩01-35o4
を含む。

明赤褐 焼成軟質。

1号墳
Jト レンテ

束拡張部 第2層 円竹埴輪

冊高 (72)
Л同径 (270)
厚さ iO

Л団吉ヽ、直線的。
外面 :ヨ コハケ (8条 /cm)。
内面 :ヨ コハ ケ (7条 /cm)、
タテハケ (8条 /cm)。

精、石英 赤色斑粒01～ 2 5mm
を含む。

明赤 lF7 焼成軟質。

墳
ヵ
号

レ 前方Hl猟省I」 l 第 2彰 円筒殖輪

高
径

さ

器

胴
厚

胴部、直線的。

外面 :タ テハケ (8条 /cm)、
ヨコハケ (6条 /cm)。
内面 :ヨ ヨハケ (8条 /cm)の
ちナナメハケ (8条 /cm)。

精、石英 結晶片者01～ 6544
を含む。

明赤褐 焼成軟質c

酌
1号墳
Jト レンチ

第 2埓 円竹埴輸
器高 (54)
底径 (159)
1享 さ  15

底面方形状。底部から外上方に
直線的に開く。

外面 :タ テハケ (8条 /cm)。
内面 :ナ デ。

岳、石英01-0 5mmを 含む。 明赤褐 焼成軟質。

墳
ヵ
号

レ 第 2肘 円衛埴輪

器高 (64)
底径 (230)
厚さ 15

底面方形状。底部から外上方に
直線的に開く。

面

面

外

内
ナデ。
ナデ。

粘、石英 赤色斑粒01ヽ 5 rm
を含む。

明赤掲 kltt成やや軟質。

墳
ヵ
中丁
レ 第 2171 円街地輪

器高 (71)
底径 (210)
厚 さ 13

底面方形状。底部から外上方に

直線的に開く。

外面 :タ テハケ (6条/m)。
内面 :ナ ナ メハケ (6条 /enl)
のちナデ。

柿、石英 結品片岩01～ 45o41
を含む。

明赤褐 脱成ll質。

1号墳
Jト レンチ

前方部掘割滸 滞長下層 円筒地輪
器高 (97)
底径 ("9)
l・ さ 15

底面方形状。底部から外上方′
沌級的に開く。

外面 :タ テハケ (7条/cm)の
ちヨヨハケ (4粂 /84m)。
内面 :ナ デか

rit、 石英 赤色斑村を含む。 赤掲 焼成状質。

―- 1120-―



Kト レンチ (埴輪 )

掲娘番号 逮 構 出土地点 層位 器 種 法量 (m) 形態の特徴 成形 調整 胎 土 色 調 備  考

54
1号墳
Kト レンチ

第 2層
下部

形象埴輪
家形

２０
猛
立

縦
横

厚
屋根上部。

画
面
外
内
網代文様。
ナデ。

英

Ｏ

石
粒
ヽ
斑

精

色
雲母 ,結晶片岩 赤
1～ 9omを含む。

橙

焼成硬質。
外面に早斑有
り。55、 関と
接合。

チ

墳

ン

］▼
レ

第2層
下都

形象地輪
家形

縦135
横■ 8

厚さ14～ 20
屋根上部。

外面 :網代文様。
内面 :ナ デ。

粘、石莫 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒Ol～ 9HYIを 含む。 橙

焼成硬質。
外面に黒斑有
り。 r。

4、 56と

接合。

1号墳
Kト レンテ

第 2層
下部

形象埴輪
家形

η

丘

一

縦

横

厚
屋根上部。

面

面

外

内
網代文様。
ナデ。

桁、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～9mを含む。 橙

焼成硬質。
外面に黒斑右
り。謀、 55と
接合。

チ

墳

ン

］▼
レ

第2層
下部

形象埴輪
家形

縦
横
厚

屋根の庇。外下方に直線的に開
き、端部を方形状に収める。

面

面

外
内
ナデ。
ナデ。 精、石芙 赤色斑糀12側 を含む。 明赤褐 焼成軟質。

1号墳
Kト レンチ

第 ク層
下都

形象埴輪
家形

縦

横
厚

屋根下部。端部を方形状に収め
る。

外面 :ナ ア、沈線。
内面 :ナ ア。

需、石英 雲母 結晶片岩01
～35r」 4を含む。 橙 焼成硬質。

チ

墳

ン

号

レ 西拡張部 第2層
下部

形象坦輪
家形

縦
横
厚

屋根の庇。
線
デ
沈
ナ

面
面
外
内

粗、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01-3omを含む。 赤褐

焼成硬質。
外面に黒斑有
り。

00
チ

墳

ン

［●
レ 末拡張部 第 1層

形象埴輪
家形

縦

横

厚

屋根の庇。外下方に直線的に開
き、端部を方形状に収める。

デ

デ

面

面

外
内

粕、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 13mを 含む。

明赤褐 焼成やや硬質。

墳
ン

号
レ

後円部北斜面
第2層
上半き[

形象埴輪

家形

縦
検
厚

屋根の庇。
ケ

ア
ハ
ナ

面

面

外

内
(9条 /cm)。

料、石英01～ 4omを 含む。 赤褐 焼成軟質。

墳

ン

号

レ 西拡張部 錦副
形象埴輪
家形

縦
横
厚

庭根の庇。外下方に直線的に開
き、端部を方形状に4えめる。

デ

デ

面

面

外

内
精、石英 雲母 赤色斑粒01
～21mを含む。

明赤褐 焼成軟質。

よ号墳
【トレンチ 後円部北斜面

第2層
下半部

形象埴輪
家形

縦

横

厚

デ
デ

ナ
ナ

画
面
外
内

精、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒0,1～ 10ooを含む。

赤褐 焼成軟質。

墳
ン
号
レ

第2層
下部

形象埴輪
家形

縦   97
積  55

'ヨ

さ 27
面
面
外
内 ナデ。

精、石英 結晶片岩 赤色斑粒
01～ 8n」 nを含む。

赤褐 焼成やや軟質。

1号墳
Kト レンチ 鶴剤

形象建輪
家形

維
横

厚

屋根の庇。外下方に直線的に開
き、端部を方形1大に収める。

外面

条/
縦方
向面

庇部分格子状の沈線、ヨ
´
、墜部分ナナメハケ (9
n)の ち横方向に沈線のち
,に沈線。

精、石英 結品片岩01～ 6mmを
含む。

明赤褐 焼成秋質。

チ

墳

ン

号

レ
第2層
下部

形象埴輪
家形

縦

横

厚さ

外面 :ナ デ。
内面 :チ デ。

粗、石英 赤色斑粒10mmを含む。 明赤褐 焼成やや軟質。
接合痕有 り。

1号墳
Kト レンチ

第2層
下部

形象埴輪
家形

紙

綾

厚

屋根部分。
直線的に屈曲し、下方に延びる。

外面 :ナ デ。
内面 :ケ ズリ (幅 2 3cm以 上)。

精、石英 結晶片岩 赤色班粒
を含む。

明赤褐 焼成やや軟質。

鶴
1号墳
Kト レンチ

第 2層
下部

形象埴輪
叡形

縦
横
厚

ア

デ

ナ

ナ

面

面

外

内
ケ (8条 /cnl)。 粗、石英 結晶片岩 赤色斑北

01～ 3mを 含む。
赤褐 焼成やや軟質。

チ

墳

ン

号

レ 西拡張部
第2層
下部

形象埴輪
家形

維
横

厚

FTの角。
外面 iナ ナメハケ (10粂/cm)、
沈線、ナデ。

内面 :ナ デ。
精、石英 結品片岩Q■師mを含悦 赤褐 焼成やや硬質。

70
1号墳
【トレンテ

第2層
下部

形象埴輪
家形

縦
横

厚

線

デ

沈

ナ

面
面
外
内 精、石英 赤色斑粒 4 maを 含む。 明赤褐 焼成軟質。

71
1号墳
Kト レンチ

第 2層
下部

形象旭輪
家形

統
横
厚

面

面

外

内
ナデのち沈線。
粗いナデ。

精、石英 婁母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 4mを 含む。

赤褐 焼成軟賓。

ユ号墳 第2層
下部

形象埴輪
家形

縦

穫

厚

外面 :網代文様c
内面 :粗いナデ。

精、石英 雲母 結晶片岩01
～9 5omを 含む。

外 :橙 および
明黄橙
内 :明赤褐

焼成軟質。

附
1号墳
Kト レンチ

第 2層
下部

形象埴輪
家形

縦

横
厚

外面 :ナ デのち沈線。
内面 :ナ デ。

精、石英 妻母 結晶片岩 赤
色班粒01～ 3硼含む。

赤褐 焼成軟
/11。

墳
ン
号
レ

西拡張著[ 期的
形象埴輪
家形

縦   33
横   47
)享 さ  14

外面 :ナ デ、沈線。
内面 :ナ デ。

精、長石 雲母 赤色斑粒Ol
～lIImを 含む。

赤褐 焼成軟賓。

1号墳
【 トレンテ 拡張部 第 2層

形象埴輪
家形

維
横

厚

外面

内面

デ

デ
精、石英 雲母 赤色斑粒O〕
～211mを 含む。

赤掲 焼成軟質。

お
チ

墳

ン

号

レ 後円部北斜面
層
部
２
半

第

上
形象埴輪
家形

縦
枕
厚

外面 :ナ デ、沈線。
内面 :ナ デ。

精、石英 雲母 赤色斑れ 0 1
～2 5frmを 含む。

明赤褐 焼成軟質。

1号墳
【 トレンテ 後円部北斜面

第2暦
上半部

形象埴輪
家形

縦

横

厚

面
面
外
内
ナデ、沈線。
ナデ。

粗、石莫 赤色斑粒01～ 21mを
含む。

赤褐 焼成軟質。

密
チ

墳

ン

［▼
レ

拡張部 第2層
輪埴

形

象

家

縦
積
厚

外面 :ナ デ。
内面 :ナ デ。

粗、石英 雲母01～ 2nlを含む。 赤褐 焼成軟質。

チ

墳

ン

号

レ 西拡張部
第 1層
(表■ )

形象埴輪
家形

粧

横

厚 さ
屋根の庇。

外面 :ナ デ、格子状の泥線。
内面 :ナ デ。

格

む
石英 雲母01～ 1 5mmを 含

赤褐 焼成軟賓。

1号噴
主体きI

セクシヨンベルト
後円主体部
盗llg坑

盗掘坑埋

土
形象埴輪
家形

縦

積

厚
屋根部分。

外面 :綱代文様。
内面 :ナ デ。

粘、石英 雲母 結晶片岩 赤
色班粒01～ 311mを 含む。

明赤褐

焼成硬質。
内面 に炭化 し
た木片が付着
している。

1号墳
Kト レンテ

第2層
下部

形象埴輪
叡形

縦
桜
厚

面

面

外

内
チデ、沈繰。
ナデ。

精、長石 雲母 赤色斑粒01
～1剛 を合む。

明赤褐 焼成軟質。

1号墳
【 トレンテ 拡張部 第 2層

形象地輪

家形

縦
積

厚

デ

デ

ナ

ナ

両

面

外

内
粗、雲母 赤色斑粒01～ 2剛 を
含む。

赤褐 焼成軟質。

墳
ン
号
レ

第 2層
下著[

形家埴輪
家形

縦
積
厚

外面 :タ テハケ (7～ 8条 /m)、
沈線 2条。
内面 :ナデ。

精

む
石英 雲母01～ 25T」 Iを含

赤褐 焼成軟質。
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34
墳
ン
号
レ

西拡張部 第 2層
形象埴輪

家形

維
横
厚

面
面
外
内
ナデのち沈IjR。
ナデ。

精、石英 結晶片岩01～3硼 を
含む。

明赤褐 焼成軟質。

1号墳
【トレンチ 拡張部 第2層

形象埴輪
家形

縦
横
厚

デ

デ

面

面

外

内
矢羽状の沈線。 糧

む
石英 雲母01～ 25凹を含

明赤褐 焼成軟質。

1号墳
【 トレンテ

中央部 第 2層
形象埴輸
家形

縦
横

厚

外面 :格子状の沈線。
内面 :ナ デ。

精、石英 赤色斑粒 6山を含む。 明赤褐 焼成軟質。

V
1号噴
Kト レンチ 西拡張部 第2層

形象埴輸
家形

縦

横

厚

外面 :ナデ、沈線。
内面 :ナ デ。

精、石英 結晶片岩01～ 4mを
含む。

赤褐 焼成軟質。

88
チ

墳

ン

号

レ 後円部北斜面
第2層
上半部

形象埴輪
家形

縦
横

厚
屋根部分。

面
面
外
内
ナデのち沈線3条。
ナデ。

精、石英 雲母 結品片岩 赤
色斑粒Ol～ 6mmを含む。

明赤褐 焼成硬質。

89
チ

墳

ン

号

レ
第 2層
下部

形象埴輪
家形

縦
横
厚

デ

デ

ナ

ナ

画
面
外
内

粗、石英 結晶片岩 赤箇紛∽ト
4mmを合も。

赤褐 焼成やや軟質。

90
1号墳
【 トレンチ

後円部北斜面
第2層
上半部

形象埴輪
家形

縦
横
厚

デ

デ

ナ

ナ

画

面

外

内 精、石英 結晶片娼儀1ま枷納 も 明赤褐 焼成軟質。

1号墳
Kト レンチ 拡張部 第 2層

形象埴玲
叡形

縦
横
厚

外面 :ナ デ、沈線。
内面 :ナ デ。

粗、石英 雲母01～ lmaを含む。 赤褐 焼成軟質。

1号墳
【 トレンテ

第 2層
下都

形象埴輪
叡形

縦
横
厚

外面 :ナ デ。
内面 :ナ デ。

粗、石英 雲 母01～8mmを 含
む。

明赤褐 焼成軟質。

1号墳
【 トレンチ

拡張部 第2層
形象埴輪
家形

縦
横
厚

外面 :ナ デ。
内面 :ナ デ。

精、石英 赤色班極 1-�鋒粕ち 赤褐 焼成軟質。

餌
1号墳
Kト レンチ

第2層
下善h

形象埴輪
蓋形

縦
横
厚さ

外面 :ナ デ。
内面 :ナ デ。

イ奇、 雲, 赤色斑粒を含む。 赤褐 焼成軟質。

チ
墳
ン
号
レ

拡張部 第 2層
形象埴輸
叡形

縦
績

厚

外面 :ナ デ、沈線。
内面 :ナ デ。

精、石英 雲母01～ 1 5mmを 含
む。

赤褐 焼成軟質。

96 チ

墳

ン

号

レ
拡張部 第 2層

形象埴輪

毅形

縦
接
厚

外面 :ナデ、沈線。
内面 :ナデ。

精、石英 雲母01～ 151111を含
む。

赤褐 焼成軟質。

1号墳
Kト レンチ

拡張部 第 2層
形象埴輪
叡形

縦
横
厚

外面 :ナ デ、沈線。

内面 :ナ デ、タテハケ (7粂 /
cm)。

精、石英 赤色斑粒01～ 2mを
含む。

明赤褐 焼成軟質。

98 チ

墳

ン

号

レ
第2層
下部

齢
形
象
叡
形

縦
横
厚

外面 :ナ デ。
内面 :ナ デ。

結、石英 結晶片岩01～ 45硼
を含む。

明赤褐 焼成軟質。

1号墳
Kト レンチ 拡張部 第2層

形象埴輪
叡形

縦
横
厚

外面 :ナ デ、沈線。
内面 :ナ デ。

精、石英 雲母01～ 1硼 を合む。 赤褐 焼成軟質。

1号墳
【 トレンチ

後田部北斜面
層

部
２
半
第

上
形象埴輪
叡形

縦
横
厚

外面 :ナ デ、沈線。
内面 :ナ デ。

精、石英 雲母 赤色斑粒01
～15mを含む。 赤褐 続成軟質。

1号墳
【トレンチ

中央部 第 2層
形象埴輪
家形

縦
横
厚

画
面
外
内
ナデ。
ナデ。

粗、石英 結晶片岩を含む。 赤褐 焼成軟質。

I号墳
Kト レンテ 西拡張部

第 1層
(表■)

形象埴輪
叡形

縦
横
厚

外面 :ナ デ、沈線。
内面 :ナ デ。

粗、石英 赤色斑粒 7 amを 含む。 明赤褐 焼成軟質。

103 チ

墳

ン

号

レ 中央部 第2層
形象埴輪
叡形

縦
横
厚

外面 :沈線。
内面 :ナ デ。

粗、石英 雲母01～ 35Шを合
む。

赤褐 焼成軟質。

104
ユ号墳
【トレンチ 北拡張部

第3層
中都

形象埴輪
叡形

縦
積

厚

面

ｏ
面

外
み
内

ナデのちヘラ等による窪

ユビナデ。

精、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 7mmを含む。

明赤褐 焼成軟質。

1号墳
【トレンチ

“

英部 第 2層
形象埴輪
叡形

縦

横

厚

外面 :同心円状の沈線。
内面 :ナ デ。

精、石英 結晶片岩 赤色班地
8硼を含む。

明赤褐 焼成軟質。

1号墳
【トレンテ

第 2層
下部

形象埴輪

叡形

縦
枝

厚

外面 :ナ デ、沈線。
内面 :ナ ガ。

精、長石 雲母 赤色斑粒Oユ
～1硼を合む。

明赤褐 焼成軟質。

1号墳
【トレンテ

北拡張部 第2層
形象埴輪
域形

縦  47
横  70
厚さ 16

外面 :ナ デのち円形の沈線。
内面 :ナ デ。

精、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 5811を 含と。

明赤褐 焼成軟質。

1号墳
Kト レンチ 北拡張部 線螂

形象埴輪
叡形

縦
横
厚

外面 :ナ デ、矢羽状の沈線。
内画 :ナ デ。

精、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 8111を 合む。

赤褐 焼成軟質。

鍛
ル

第2層
下部

形象埴輪

叡形

縦
横
厚

外面

粂/
内面

:矢羽状の沈線、ハケ (5
m)。

:ナ デ。

精、石英を含む。 明赤褐 焼成軟質。

我
ル

拡張部 第2層
形象埴輪
盾形

縦
横
厚

画
面
外
内
ナデ。
ナデ。

粗、石英 赤色斑粒 4山 を含 tr。 明赤褐 焼成軟質。

1号墳
Kト レンテ 拡張部 第 2層

形象埴輪
盾形

縦
横
厚

デ

デ

ナ

ナ

面

面

外
内 粗、石英 赤色斑粒 3 maを 含む。 明赤褐 焼成軟質。

1号墳
【トレンチ

拡張部 第2層
形象埴輪
盾形

縦
横
厚

外面 :ナ デ。
内面 :ナ デ。

粗、石英 赤色斑粒 8画を含む。 明赤褐 焼成軟質。

墳
ン
号
レ

拡張部 第 2層
形象埴輪
盾形

維
横
厚

面
面
外
内
ナデ。
ナデ。

精、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒Ol～ 7mを含む。

明赤褐 焼成やや硬質。

1号墳
Kト レンテ 後円部北斜面

層
部
２
半

第

下
形象埴輸
盾形

縦
横
厚

線
デ
沈
ナ

面
面
外
内

粗、石英 結晶片者 赤色斑粒
20剛 を含む。

明赤褐 焼成軟質。

ユ号墳
Kト レンテ

第 2層
下部

形象埴輪
盾形

縦
検
厚

面
面
外
内

デ

デ

ナ

ナ 精、石英 赤色斑粒 8111を 含む。 明赤褐 焼成軟質。
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墳

ン

号

レ 束拡張部 第 1層
形象埴輪
盾形

縦
横
厚

デ

デ

面
面
外
内

粗、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 3硼 を含む。 明赤褐

焼成やや駄質。
外面に黒斑有
り。

1号墳
【トレンテ

拡張部 第2層
形象埴輪

以形

縦
横
厚

外面 :ナ デ、同心円状の沈線。
内面 :ナ デ。

精、長石 婁母 赤色斑粒01
～lmmを含む。

明赤掲 焼成軟質。

墳

ン
号
レ

第 2層
下部

形象埴輪
叡形

縦
横

厚

タト面 :タ テハケ (9条 /cm)。
内面 :ナデ。

将

む
石英 雲母01～ 55111を 含

赤褐 焼成軟質。

1号墳
Kト レンチ 後円部北斜面

第2層
下半部

形象埴輪

叡形

縦

横
厚

面
線
。
正

外
沈
内

タテハケ (8条 /cm)、

ナデ。

英

ｏ

石
む
ヽ
含

精

を
結晶片岩01～ 0 9mm

赤掲 焼成軟質。

チ

墳

ン

号

レ 西拡張部
第ワ層
下部

形象埴輪
不明

縦
横
厚

線

デ

沈

ナ

画

面

外

内 粗、石英 赤色斑粒 6側 を含む。 明赤褐 焼成軟質。

1号墳
東拡張部

第 2層
中部

形象埴輪
不明

縦
横
厚

外面 :ナ デ、沈線。
内面 :ナ デ。

IB、 雲母 赤色斑級 卜勧m純 赤褐 焼成軟質。

チ

墳

ン

〕▼
レ

東拡張部
第2層
中善L

形象埴輪
不明

縦
横

厚

面

面

外

内
ナデ。
ナデ。 粗、雲母 赤色斑約mittmを 台もち 赤褐 焼成軟質。

チ

墳

ン

号

レ 拡張部 第2層
形象lLL輪

取形

縦

横

厚

外面 :ナ デ、円形状の沈線。
内面 !ナ デ。

楕、石英 赤色斑粒 7 mmを 含む。 明赤褐 焼成軟質。

1号墳
Kト レンチ 西拡張部

第 2層
下部

形象埴輪

不明

維
横

厚

デ

デ

面

面

外

内 l■、石英 赤色斑粒 3 mmを 含む。 明赤褐 焼成軟質。

チ

墳

ン

号

レ 北拡張部 第 2届
形象埴輪
不明

縦

横

厚

デ

デ

面
面

外

内
精、石英 雲母 結品片岩 赤
色斑粒01～ 5mmを含む。

明赤褐 焼成やや硬質。

1号墳
Kト レンテ 拡張部 第 9層

形象埴輪

不明

縦
横
厚

外面 :摩減のため調整不明。
内面 :摩減のため調整不明。

精 、石英 赤色斑粒を含む。 明赤褐 焼成軟質。

墳

ン

］▼
レ 西拡張部 第 2層

形象埴輪
家形

縦
横
厚

庇。
デ

デ

面

面

外

内 粗、石英 赤色斑粒 4 mmを 含む。 明赤褐 焼成軟質。

1号墳
Kト レンテ 北拡張部 第2層

形象埴輪
家形

縦

横

厚

48
デ

デ

ナ

ナ

面

面

外
内

精、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 6mmを含む。 明赤褐 焼成やや硬質。

1号墳
Kト レンテ 拡張部 第2層

形象埴輪

家形

縦
横

厚

デ

デ

面

面

外

内 濡、石英 赤色斑粒 4剛を含む。 明赤褐 焼成軟質。

墳

ン

］万
レ 東拡張部 効螂

形象埴輪
不明

縦   60
横  102
厚さ 19

外面 :タ テハケ (6条/cm)の
ちナデ。
内面 !ナ デ。

粗、雲母 赤色斑粒Ol～ 1 5mm
を含む。

赤褐 焼成軟質。

1号墳
Kト レンチ 拡張都 第 2層

形象埴輪
不明

縦
横
厚

外面 :沈線。
内面 :ユ ビオサエのちナデ。

精、石英 赤色斑粒 6 nIIを 含む。 明赤褐 焼成軟質。

墳

ン

号

レ 西拡張部
第 2層
下部

形象埴輪
不明

縦

横

厚さ

面
面
外
内
ナデ。
テデ。 粗、石英 赤色斑粒 5剛 を含む。 明赤褐 焼成軟質。

チ

墳

ン

号

レ 拡張部 第2層
形象埴輪

家形

縦
横
厚

外面 :ナ デ。
内面 :摩減のため調整不明。

精、石英 赤色斑粒 9 maを 含む。 明赤褐 焼炭軟質。

1号墳
Kト レンチ 拡張部 第 2層

形象埴輪

不明

縦

横
厚

面

面

外
内
ナデ。
剥離のため調整不明。

粗、石英 赤色斑粒 9 mmを 含む。 外 :橙
内 :明赤褐

焼成歌質。

墳
シ
号
レ

第 2層
下部

形象埴輪
不明

縦

横

厚

外面 :ナ デ。
内面 :ナ デ。

情、石英 雲母 赤色斑粒01
～1硼 を含む。

外
掲
内

にぶ い赤

明赤褐
焼成駄質。

1号墳
Kト レンチ 西拡張部

第 2層
下部

形象埴輪
不明

縦
横

厚

外 面 :タ テハ ケ (8条 /cm)、
ナデ、沈線。

内面 :ナ デ。
粗、石英 赤色斑粒 6 4Jnを 含む。 明赤褐 焼成軟質。

チ

墳

ン

］，
レ

西拡張部
第 1層
(表■ )

不明

縦
横

厚

面

面

外

内
タテハケ (6条 /cm)。
ナデ。

桁、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑泣01～64unを 含む。 明赤褐 焼成軟質。

墳
ン
号
レ

後円部北斜面
層

部
２
半

第

下
形象埴輪
蓋形

縦
積

厚

デ
デ

画

面

外
内

精、石英 結晶片岩01～ 4411を
含む。

赤褐 焼成軟質。

1号墳
【 トレンチ 東

拡張部 第 1層
形象埴輪

不明

縦
横
厚

外面 :タ テハケ (3条 /cm)、 沈
線 2条 有 り。
内面 :ナ デ。

精、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 8mmを含む。

明赤褐 焼成軟質。

1号墳
Kト レンテ 線剤

形象埴輪
不明

統

横

厚

デ
デ

面

面

外

内
精、石莫 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 1剛 を含む。

明赤褐 焼成軟質。

1号墳
Kト レンテ 拡張部 第 2層

形象埴輪
不明

縦

積
厚

外面 :ク テハケ (7条 /cm)。
内面 :ナ デ。

粗、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 31」 oを含む。 明赤褐 焼成軟質。

墳

ン

］τ
レ

西拡張部
第 2層
下部

形象埴輪

不明

縦
横
厚

面

面

外

内 ナデ。
精、石英 雲母 赤色斑粒01
～10 dfを 含む。

明赤褐 焼成軟質。

1号墳
【トレンテ 西拡張部

第 2馬
下部

形象埴輪
不明

縦

横
厚

外面 :ナ デ。
内面 :ナ デて

精、石英 雲母 結晶片岩Oユ
～7r」 Iを含む。

明赤褐 焼成やや軟質。

1号墳
Kト レンチ 西拡張部

第2層
下部

形象埴輪
０

０

６

高

径

さ

器
胴

厚

胴部、ほぼ直線的。
外面に扁平な突帯。

外 面 :ナ デ、 タテハ ケ (5条/
cm)。

内面 :ナ デ。
粗、石英 赤色斑粒 64rを 含む。 明赤褐 焼成軟質。

テ

墳

ン

号

レ 西拡張部
第 1層
中著[

形象埴輪
不明

縦
横
厚

面

面

外
内
ナデ。
ナデ。

精、長石 赤色斑粒01～ lmIを
含む。

明赤褐
焼成やや軟質。
円孔有り。

1号墳
Kト レンチ 後円部北斜面

層
部
２
半

第

上 朝顔形埴輪
器高 (19)
口径 (276)
厚 さ 13

日縁部は外反し、端部を方形状
に収める。端部は下にやや拡張
する。

画
面
外
内
ナデ。
ナデのち沈線。

精、石英 結晶片岩 赤色斑粒
01～ 2 5nJlを 含む。

赤褐 焼成軟質。

1号墳
Kト レンチ 後円部】ヒ斜面

第9層
上半音F 朝顔形埴輪

器高 (20)
口径 (300)
厚き 14

口縁部は外反し、端部を方形状
に収める。

デ
ケ

ナ

ハ

画

面

ｏ

外

内

線
(6条/m)の ち沈

粗

む
石英 赤色斑粒 7硼 を含

明赤褐 焼成軟質。

―- 1123 -―



遺  槽 出土地点 層位 器 種 法豊 (cm) 形態の特徴 成形 訓整 胎  土 色  調 備  考

墳
ン
号
レ

第 2層
下部

朝顔形埴輪

器高(59)
口径(283)
,豆さ 12

回縁都外反し、瑞部で屈曲し上
方に立ち上がる。

外面 :ナデ、タテハケ(6条 /cm)。
内面 :ヨ コハケ (6条/cm)の
ちナデ。

精、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 5 54JIを 含む。

赤褐 焼成やや硬質。

ユ号墳
【トレンチ 線郵

朝顔形旭輪
器高 (66)
頸径 (264)
厚 さ 12

口縁部外上方に延びる。顎部と
口縁部の境の突帝が景J落 してい

外面 :タ テハケ (7条 /em)、
ハケのちナデ。
内面 :ナ ナメハケ (7条/cm)
のちヨコハケ (7条 /cm)。

粗、石英 5剛を含む。 明赤掲 焼成軟質。

ユ号
【トレンテ

拡張部 第 9層 朝顔形埴輪

器高(60,
顕径(158)
厚さ  12

顕部上方に延びる。肩部に突帯
が巡り、断面は台形状を呈す

外面 :ナデ、タテハケ(7条/cm)。
内面 :ナ ナメハケ (7条/cm)
のちヨコハケ (7条 /cm)。

精、石英 赤色斑粒を含む。 赤褐 焼成軟質。

1号墳
Kト レンテ 期剤

朝顔形埴輪

器高 (69)
胴径 (207)
厚 さ 12

胴部と肩部の境に突帝が巡 り

断面はM形状を呈する。

外面 :タ テハケ (8条/cfr)の
ちヨコハケ。
内面 :ヨ コハケ (8条/cm)の
ちユビオサエ。

精、石芙 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 4mを 含む。

外 !澄
内 :赤褐

焼成やや硬質。

1号墳
Kト レンテ

第 2層
下部

棚顔形埴輸

器高(57)
胴径(210)
厚さ 14

頸部上方に延びる。肩部に突帝
が巡り、断面はM形状を呈す 外面 :ヨ

ヨハケ (6条/cm)
内面 :ナ デ。

粗、石英 結品片岩 赤色斑粒
01～ 601mを含む。

明赤褐 焼成やや硬質。

153
1号墳
Kト レンテ 西拡張部 第ワ層 朝顔形埴輪

器高 (50)
胴径 (276)
厚さ 11

肩部に突帯が巡り、4FmはM瑠犬
を呈する。

外面 :ナ デ、ヨコハケ (7条 /
m)の ちナナメハケ(7条 /ca)。
内面 :ナ デ、剥離部分有 り。

粗、石英 結晶片岩 赤色斑粒
01～ 10剛 を含む。

赤褐 焼成軟質。

墳

ン

号

レ
拡張部 第 2層 朝顔形埴輪

器高 (73)
胴径 (277)
厚 さ 18

肩部と胴部の境に突帯が巡る。
ナ

ハ

面

面

外
内 (単位不明 )。

精

む
石英 雲厚01～ 25硼 を含

明赤褐 焼成軟質。

墳
ン
号
レ

第 2層
下著ヽ
朝顔形埴輪

器高 (68)
胴径 (300)
厚さ 12

胴都と肩部の境に突帯が巡り、
断面は台形状を呈する。

外面 :タ テハケのちヨコハケ (8
条/cm)、 ヨヨナデ、ヨコハケ (8
粂/cm)。
内面 :ハ ケ。

粗、石英 結晶片岩 赤色斑粒
01～ 10mmを含む。 明赤褐 焼成やや硬質。

1弱
1号墳
Kト レンテ

第 2層
下部
朝矮形埴輪

器高(90)
顕径(220)
厚さ 14

肩部内彎しながら立ち上がり、
頭部突帯で屈曲し、外上方に廷
びる。

外面 :タ テハケ (7条/cm)の
ちヨコハケ (7条 /cm)。
内面 !ナ デ。

精、雲母 赤色斑粒 を含む。 明赤褐 焼成軟質。

チ

墳

ン

号

レ 西拡張部
第 2層
T部 朝顔形埴輸

器高(64)
厚さ 19 肩部内彎しながら立ち上がる。

画
面
外
内
ヨコハケ (6条 /cm)。
ナデ。

粗、石英 結晶片岩 赤色斑粒
01～ 8Tnを含む。

赤褐 焼成軟質。

1号墳
Kト レンチ

後円部北斜面 第2層 朝顔形埴輪
器高(100)
敦径(207)
厚さ 14

肩部内彎しながら立ち上がり、
顕部突帝で屈曲し、外上方に延
びる。

外面 :タ テハケ (7条 /cm)の
ちヨコハケ (7条 /cm)。
内面 :ナ デ。

精、雲母 赤色斑粒を含む。 赤褐 焼成軟質。

チ

墳

ン

号

レ 後日部北
/fl面 第彦層
上半部

朝顔形埴輪

器高(28)
顎径(224)
厚さ 12

肩部内彎しながら立ち上がり
頸部で屈曲する。

面
，
。
面

外

ｍ
内

ナデ、ナナメハケ (6条/

ナナメハケ(6条 /cm)。

精、石英 雲母 結品片岩 赤
色斑粒01～ 6JIを含む。

明赤褐
焼 成 や や 榎
質。

1号墳
【 トレンチ

西拡張部
第 2層
下部

円筒埴輪

縦

横

厚

面
面
外
内
ナデ。
ナデ。

精、石英 雲母01～ 151」lを含
む。

明赤褐 焼成軟質。

テ

墳

ン

号

レ 期剤
円筒埴輪

器高 (83)
日径 (258)
ナ享さ  iO

口縁部は外反し、端部を九く収
ゆる。

外面 :口縁部ナデ、ナナメハケ

(8条 /cm)、 ヨコハケ(8条 /ert)。
内面 :口 縁部ナデ、ヨコハケの

ちタテハケ (8条 /em)。

粗、石英 赤色斑粒 6 mmを 含む。 明赤褐 焼成軟質。

チ

墳

ン

号

レ
第 ワ層
下部

円筒埴輪
器高(85)
口径(232)
厚さ 12

日縁部やや内傾し、端部を尖り
気味に収める。

一Ш

ｏ
面

外

明
内

「
r減、剥離激しく調整不

ナデ。
粗、石英 赤色班粒 7 dmを 含む。 橙 焼成軟質。

1号墳
Kト レンチ

第 2層
下都

円筒埴輪

器高 (35)
口径 (252)
厚 さ 09

日縁部僅かに外反し、端部を方
形状に収める。

面

面

外

内
摩滅のため調整不明。
ヨコハケ (8条 /cm)。

粗、石英 赤色斑疵 5nIを 含む。 明赤掲 焼成軟質。

墳

ン

］万
レ

拡張部 第 2層 円筒埴輸

器高(38)
回径(250)
厚さ 13

回縁部僅かにタト反 し、端部を方

形状に収める。

面
く

面

外

ケ
内

口縁部ヨヨナデ、タテハ

粂/cm)。 粗、石英 赤色斑粒 6 mmを 含む。 明赤掲 焼成軟賓。

1号墳
Kト レンテ

第 2層
下部

円筒埴輸
器高 (40)
日径 (278)
厚さ 10

日縁部は外反し、端部を方形状
に収める。端部上面は強いナデ
でやや凹む。

面
，
。
面

外

∞
内

ナデ、タテハケ (9条 /

ナデ、刻目文。

精、石英01～ 5 5ndを 含む。 期赤褐 焼成軟質。

墳
ン
号
レ

西拡張部
第2層
下部

円筒埴輪
器高 (34)
日径 (283)
厚さ 09

口縁郡は外反 し、端部を方形状
に収める。ナデにより端部はや

や上下に拡張する。

外

内
ナデ。
刻目文。

粘、石英 雲 母 赤色斑粒01
-5mmを 含む。

明赤褐 焼成軟質。

墳
ン

］▼

レ 西拡張部
第2層
中きБ 円筒埴輪

高

径

さ

器

口
厚

回縁部は外反し、端部を方形状
に収める。強いナデにより端面
が凹む。口縁端部貼り付け。

外面 :口縁端部ナデ、ナデのち
タテハケ (8粂 /cm)。
内面 :沈線、ナデ。

精、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 4硼 を合む。 褐

褐
赤
明

明

外

内

焼成やや硬質。
外面口縁部に
黒斑有り。

1号墳
Kト レンチ 東拡張部 鈎棚

円筒埴輪

縦
横
厚

外面 :タ テハケ (7条 /cm)。
内面 :ナ デ。

精 、石英 赤色班粒を含む。 赤褐 焼成軟質。

墳

ン

号

レ
西拡張部 第 2層 円筒埴輪

縦
横
厚

ヨ

ョ

ハ

面
面

ナ

外
内

ナ

ケヽ (6粂 /cm)。
'ヽ ケ (6条 /cm)、
(8条 /cm)。

粗、石英 結晶片岩 赤色班li
5 mmを 含む。

明赤褐 焼成軟質。

1号墳
Kト レンテ

西拡張部 第 2層 円筒埴輪
縦   88
横   70
厚 さ  18

面
面
ナ

外
内
ナ

タテハケ (6条 /cm)。
ヨコハ ケ (6条 /cm)、
ハケ (6条 /cm)。

粗、石英 赤色猟粒10mmを含む。 明赤褐 焼成軟質。

1号墳
Kト レンチ 脚副

円筒埴輸
器高 (49)
胴径 (200)
厚 さ 12

ll部。外上方に延びる。タガは

台形状。

デ

デ

面

面

外

内 肘、石英 長石 雲母を含む。 Hll赤褐 焼成軟質。

墳
ン
号
レ

第 2唇
下著[

円筒埴輪
器高 (37)
胴径 (234)
厚さ 10

胴部、直線的。タガは台形状。
外面 :ヨ コハケ
内面 :ナ デ。

粗、石英 赤色班粒 5 mmを 含む W赤褐 焼成軟質。
B種 ヨコハケ。

墳

ン

号
レ

第 2層
下部

円筒埴輪

器高 (88)
胴径 (ラ10)
厚さ 11

胴部、直線的。タガは台形状。
ヨ
ナ

面

面

外

内
(9条 /cm)。 れ、石英 結晶片岩 赤色斑粒

10「」lを含む。
橙 焼成軟質。

墳
ン

］万

レ 後円吉卜北介面
層

部
２
半
第

■ 円筒地輪

器高 (54)
胴径 (238)
厚さ 10

胴部、直線的。タガは台形状。
外面 :ヨ コハケ(7～ 8条 /cm)、
ナナメハケ (7～ 8粂/cm)。
内面 |ナ デ。

粗、石英 赤色斑l‐ 5 mmを 含む。 明赤褐 焼成軟質。

1号墳
Kト レンテ

第 2層
下部

円筒埴輪
器高 (91)
胴径 (218)
厚 さ 12

部
状
胴
形
外上方に開 く。タガは台 外面 !コ コハケ(7～ 8条 /cm)。

内面 :ナ デ。
粗、石英 赤色斑li5 mを 含む。 橙 焼成軟質。

1号墳
【トレンテ 靱榔

円筒埴輪
器高(70)
胴径(236)
厚さ 11

胴部、直線的。タガは台形状。
外面 |タ テハケ (7条 /cm)。
内面 :ナ デ。

粗、石英 赤色TI粒 7 4Jlを 含む。 明赤掲 焼成軟質。

チ

墳

ン

∞▼
レ

第 2唇
下音L

円筒埴輪

器高(115)
胴径(222)
厚さ 11

胴部、直線的。タガは台形状。
外面 :ヨ コハケ(7-8条 /cm)
のちナデ。
内面 :ナ デ。

精、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 4nfnを 含む。

橙

焼成やや硬質。
内面に黒斑有
り。

1号墳
Kト レンチ

第 2馬
下部

円筒埴輪

器高 (94)
胴径 (250)
厚さ  10

胴部、直線的。タガは台形状。

タト面 :ヨ コハケ、 タテハケ (8
条/cm)。
内面 :ナ デ。

粗、石英 赤色斑粒01～ 8011m
を含む。

明赤褐 焼成やや硬質。

―- 1124 -―



選 構 t・土地● 層位 器 種 法量 形態の特徴 成形 調整 胎  土 色 調 備 考

墳

ン

号

レ
第2層
下部

円筒埴輸
器高 (58)
胴径 (260)
厚 さ  12

胴部、直線的。タガは台形状。
外面 :ヨ コハケ、ナデ、ナナメ
ハケ (8条 /cm)。
内面 :ナ デ。

粗、石英 結晶片岩 赤色斑粒
01～ 6011を含む。

明赤褐 焼成やや硬質。

1号墳
Kト レンチ 拡張部 第 2層 円筒埴輪

器高 (55)
胴径 (272)
厚 さ 10

胴部、直線的。タガは M形状。
外面 :ヨ コハケ (6条/cm)の
ちナデ、タガ凹線 1条 、ナデ。
内面 :ナ ナメハケ (6条 /cnl)。

精、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 5v」 Iを含む。

明赤褐 焼成やや硬賃。

墳

ン

］▼
レ

西拡張部 第 1層 円筒埴輪

器高 (69)
胴径 984)
厚 さ 10

胴部、直線的。タガは台形状。
タガの先端は欠損。

外面 :ナ デ、ヨヨハケ (7条/
cal)。

内面 :ナ デ。

粗、石英 結晶片岩Oユ～54n」 を
含む。

明赤褐 焼成軟質。

チ

墳

ン

号

レ 後円部北斜面
第2層
上半部

円筒埴輪

器高(43)
胴径(268)
厚さ 10

胴部、直線的。タガは台形状。
外面 :ナ デ、ヨコハケ (6条/
0 7cm)。

FNl面 :ナ デ。

精、石英 結晶片岩01～ 3omを
含む。

赤褐 焼成軟質e

1号墳
Kト レンテ 西拡張都 第 1層 円筒埴輪

器高 (47)
胴径 (262)
厚 さ  1]

胴部、直線的。 タガは台形状。
外面 :ナ デ、ヨコハケ (8条/
cm)。

内面 :ナ チメハケ (8条 /cnl)。

活、石英 結晶片岩 赤色斑地
01～ 8 TIlを 合む。

赤褐 焼成やや硬質。

1号墳
Kト レンチ

第 2居
下部

円筒埴輪

器高 (55)
胴径 (321)
厚 さ 10

胴部、直線的。タガは台形状。
画
面

ｍ

外
内
／

ヨコハケ (8条 /cm)。
ナデ、ナナメハケ (7条

粗、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 2 5mmを 含む。

橙 焼成やや硬質。

1号墳
Kト レンチ 西拡張部

第2層
下許L

円筒埴輪
器高(30)
胴径(234)
厚さ 10

胴部、直線的。タガは剥落して
外面 :ヨ コハ ケ (8条 /cn)、
タテハケ (6条 /cm)。
内面 !タ テハケ (6条/帥 )。

粗、石英 赤色斑粒 5 mlを 含む。 明赤褐 焼成軟質e

チ

墳

ン

号

レ
第 2層
下部

円筒埴輪
器高 (50)
胴径 (3'7)
厚 さ 11

胴部、直線的。タガは台形状。
面

面

外

内
ヨコハケ(4条 /0 6cm)
ナデ。

粗、石英 雲母01～ 3mmを 含む。 明赤褐 焼成やや硬質。

1号墳 第 2馬
下吉ζ

円筒埴輪

高
径
さ

器
胴
厚

胴吉ヽ、やや外上方に延びる

面

伽
面

外
／
内

ナデ、ナナメハケ (7条

タテハケ (7条 /cm)。

楕

む
長石 雲母 赤色斑粒を合

明赤褐 焼成軟質c

墳

ン

号

レ
第 2層
下部

円筒埴輪

器高 (108)
胴径 (325)
厚さ ユ2

胴都、直線的。タガは台形状。

外面 :ヨ コハケ (8条 /cm)、
タテハケ (7条 /cm)。
内面 :ナ デ、ナナメハケ (7条
/cm)。

精、長石
む。

雲母 赤色斑粒を含 外 :責灰
内 :赤褐

焼成Hr質。

チ

墳

ン

号

レ
西拡張部 第 2層 円筒埴輪

器高 (41)
胴径 (250)
厚さ 1,

胴部、直線的。
外面 :ナ デ、タテハケ (7条/
cm)。

内面 :ナ ナメハケ(7条 /cm)。

粗、石英 結晶片 岩01～ 12剛
を含む。

赤褐
焼成軟質。
外面に媒刊着。

1号墳
【 トレンチ

第 2層
下部

円筒埴輪

器高 (100)
胴径 (210)
厚 さ  12

胴部、直線的。
画
面
，
。

外
内

ｃｍ

:タ テハケ (6粂 /cm)。
|ナデ、タテハケ (6条/ 粗、石英 赤色斑粒10odを 含む。 赤褐 焼成軟質。

チ

墳

ン

一万
レ

西拡張部 第 2層 円筒埴輪

商

径

さ

器

胴
厚

胴吉[、 外上方に開く
面
面
外
内
ナナメハケ(7条 /cm)。
ヨコハケ (7条 /cm)。

粗、石英 結晶片岩 赤色斑粒
01～ 55111を 含む。

明赤褐 焼成軟質。

1号墳
Kト レンテ 西拡張部 第 2層 円筒埴輪

器高(49)
Л同径(294)
厚さ 08

胴部、直線的。
外面 :ナ ナメハケ (8条/cm)
のちヨコハケ (7粂/m)。
内面 :ナ ナメハケ (7条/m)。

精、石英01～ 2ffmを 含む。 赤褐 焼成軟質.

墳
ン

［ｆ

レ

第 2居
下部

円筒埴輪

器高 (28)
底径 (180)
厚 さ 13

底面方形状。底部から外上方に
直線的に開く。

画
面
外
内
タテハケ (6条 /cm)。
ナデ。

粗、石英 赤色斑粒 7鰤を含む。 明赤褐 焼成軟質。

墳

ン

号

レ
中央部 第 2層 円筒埴輪

器高(61)
底径(156)
厚さ  13

底部から直線tlに開 く

タト面 :タ テハケ(7～ 8条 /cnl)。
内面 :ナ デのちタテハケ (7条
/cm。

粗、石英 赤色斑粒 7 nJ4を 含む。 明赤褐 焼成軟質。

1号墳
Kト レンチ 西拡張部

第 2層
下部

円筒埴輪

器高 (73)
底径 (234)
厚 さ  13

底面方形状。底部から外上方に
直線的に開く。

外面 :ヨ コハ ケ (7粂 /cm)、
タテハケ (7粂 /cm)。
内面 :ナ デ。

粗、石英 結晶片岩 赤色斑地
1211を含む。

明赤褐 焼成軟質。

チ

墳

ン

［▼
レ

後円部北斜面
第2層
上半部

円筒埴輸

器高(58)
底径(168)
厚き 18

底面方形状。底部から外上方に
直線的に開く。

面

面

外

内
ナデ。
ナデ。

石英 赤色斑粒を含む。 赤褐 焼成軟質。

Lド レンチ (埴輪 )

遺 構 出土地点 層位 器 種 法量 (cm) 形態の特徴 成形 訓整 胎  土 色  調 備 考

墳

ン

［▼
レ

拡張部 第 2層 円筒埴輸

縦

積
厚

タト面 :ナナメハケ (7条/cm)
のちタテハケ(7条 /cm)、沈線。
内面 |ナナメハケ (7条 /cm)。

粗、石英 赤色斑粒 6 maを 含む。 明赤褐 焼成軟質。

1号墳
Lト レンテ

西拡張部 第 2層
形象埴輪
叔形

縦

横
厚

外面 :ナ デ、沈線。
内面 :ナ デ。

粗、石英 雲母 黒色斑粒01
-ll lを 含む。

明赤褐 焼成軟質。

墳
ン
号
レ

南拡張部 第 2層
形象埴輪
家形

縦
積

厚

外面 |ナ デ。

内面 :板ナデ (幅2 0cm)。
粗、石英 結晶片岩 赤色斑地
01～ ■mmを 含む。

明赤褐 焼成軟質。

1号墳
Lト レンテ 1ヒ拡張部 第2層

形象埴輪
家形

縦

横
厚

面

ハ
面

外

テ
内

ヨコハケ (8粂 /cn)、 タ
(8粂 /em)。
ナデ。

粗、石英 赤色斑粒01～ 7硼 を
含む。

赤褐 焼成軟質。

1号墳
Lト レンテ 東拡張郡 円筒地輪

統

横

厚
タガは長方形】大。

外面 :ナ デ、ヨコハケ (4粂/
06m)。
内面 :ナ デ。

精、石英 赤色斑粒 黒色斑池
01～ 3nJlを 含む。

赤褐 焼成軟質。

1号墳
しトレンテ 東拡張都

形象埴輪

不明

器高(35)
胴径 (252)
厚 さ 15

直線的。台形状の突帯。
画
面

外

内
ナデ。
ナデ。

村、石英 雲母 赤色班粒01
～2mmを含む。

明赤褐 焼成軟質。

墳

ン

『万
レ

東拡張部 円筒埴輪
器高 (45)
胴径 (290)
厚 さ 15

胴部、直線的。タガは聴滅して
いる。

外面 :ナ デ、磨減のため調整不
明。
内面 :ナ デ、ヨヨハケ (剥離の

ため単位不明 )。

精、石英 雲,01-5mmを 含む。 焼成軟質。

墳

ン

号

レ
西拡張部

第2～ 3
層 脚蜘

器高(40)
底径(172)
厚さ 24

底面方形状。底部から外上方に
直線的に開く。

面
面
外
内
ナデ。
ナデ。

粗、石英 赤色斑粒01～ 3mmを
含む。

赤褐

焼成 軟 質。叡

形 または盾形
の台。

1号墳
しトレンテ 東拡張部 第 2層 円筒埴輪

器高(36)
底径(204)
厚さ 19

底面方形状。底部から外上方に

直線的に開 く。

外面 :タ テハケ (6条 /cm)、
ナデ。
内面 :ナ デ。

粗、石英 赤色斑粒01～ 4T Iを
含む。

明赤褐 焼成軟質。

206
1号墳
Lト レンテ

西拡張部 靱郵 脚蜘
器高(62)
底径(198)
厚さ 27

底面台形状。底部から直線的に
開く。

外面 :タ テハケ (6条 /cm)。
内面 :ナ デ。

粗、雲母 赤色斑粒01～ 3mを
含む。

赤褐 焼成軟質。台。

1号墳
とトレンチ 墳裾以下

第 2層
下部

朝顔形埴輪

器高 (31)
日径 (298)
厚さ 10

口縁部を外反し、端部を上下に
拡張する。

外面 :口 縁部ナデ、タテハケ (8
条/cm)。

内面 :ヨ コハケ (8条 /銅 )。

精、石英 赤色斑粒01～ 8nlnを
含む。

赤掲 焼成やや硬質。

―- 1125 -―



遺 構 出土地点 層位 器  種 法昆 (帥 ) 形態の特徴 成形 調整 胎  土 色 訓 怖  考

208
二号墳
Lト レンテ

拡張部 第 2層 朝顔形埴輪

器高 (53)
頭径 (161)
厚 さ  lJ

頸部上方に延びる。肩部に突帯
が巡り、断面は台形状を呈する。

面
，
。
面

外

ｃｍ
内

ナデ、タテハケ (7条/

ナデ。

粗、長石 赤色斑粒01～ 3mを
含む。

赤褐 焼成軟質。

209
墳
ン
号
レ

西拡張部 第 2層 朝顔形埴輪
器高(50)
頸径(180)
厚さ 12

顕部上方に延びる。肩部に突帯
が巡り、L「面は台形状を呈する。

面
，
。
面

外

ｃｍ
内

ナデ、タテハケ (6条/

ナデ。

精、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 4剛 を含む。

明赤褐 焼成軟質。

1号墳
Lト レンテ

西拡張部
第 2～ 3
層
朝顔形埴輪

器高 (40)
胴径 (馳 2)

厚さ 11

胴部と肩部の環に突帝が巡 り

断面は台形状を呈する。

デ

デ

面

面

外

内 精、石英 雲母01～ lmT4を 含む。 明赤褐 焼成軟質。

1号墳
しトレンテ 墳頂lll拡張部

第 2層
下部

朝顔形埴輪

器高 (55)
豪径 (166)
厚さ 10

顕部上方に延びる。肩部に突帯
が巡り、断面は台形】大を呈する。

外面 :ナ デ、タテハケ (8条/
cm)の ちヨコハケ (8条 /cm)。
内面 :ケ ズリ。

精、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 311」 Iを含む。

明赤褐 焼成軟質。

1号墳
Lト レンテ

西拡張部 第 2層 朝顔形埴輪

０
９

０

高
径

さ

器

顎
厚

―・A部上方に延びる。肩部に突帯
が巡り、断面は長方形状を呈す

面
面
外
内
摩減のため調整不明。
ナデ。

粗、石英 赤色斑粒 3m41を 含む。 明赤褐 焼成軟質。

墳

ン

号

レ
拡張部 第 2層 朝顔形埴輪

器高 (82)
顕径 (知 3)

厚さ 13

頭部上方に延びる。肩部に突帯
が巡 り、断面は台形状を呈する。

外面 :磨減のため調整不明。
内面 :ナ デ。

料、石英 結晶片岩01～ 4 5md
を含む。

赤褐 焼成軟質。

墳

ン

号

レ 拡張部
第 2層
上部

朝顔形埴輪

高

径

さ

器
顎

厚
」rR部上方に廷びる。

外面 :タ テハケ (7条/cm)の
ちナナメハケ (7条 /cm)。
内面 :ヨ コハケ (7条 /cm)。

粗、雲母 赤色斑粒01～ 2mmを
含む。

赤褐 焼成軟質。

1号墳
しトレンテ 墳頂

側拡張部
第 2層
下部
朝顔形埴輪

器高(46)
顕径(194)
厚さ 18

顕部上方に延びる。
面
面
外
内
ユビナデ。
ユビテデ。

粗、石英 結晶片岩 赤色斑粒
7剛を含む。

明赤褐 焼成軟質。

1号墳
Lト レンテ 墳裾以下

第ワ層
下部

円筒埴輪

縦

横

厚

日縁部を外反し、端部を方形状
に収める。

面
，
。
面

外

ｍ
内

ナデ、タテハケ (7条/

ナデ。

輛、石英 赤色斑粒01～ 2mを
含む。

赤褐 焼成やや硬質。

1号墳
Lト レンテ 束拡張部 第 ワ層 円筒埴輪

縦
横

厚

口緑部直立し、端部を短く外反
し、方形状に収める。

デ

デ

面

面

外

内
精、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 94Jlを 含む。

橙 焼成軟質。

1号墳
しトレンテ

東拡張部 紳棚
円筒埴輪

縦
横
厚

口縁部を外反し、端部を方形状
に収める。端部は者干尖る。

外面 :ナ ナメハケのちヨコハケ
(8条/cm)の ちナデ。
内面 :ヨ コハケ (8条/cm)の
ちナデ。

桁、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 4mmを含む。

赤褐 焼成やや硬質。

墳
ン

］〓

レ 拡張部 第 2層 円筒埴輪

高

径

さ

器

口
厚

口縁部僅かに外反し、端部を九
く収める。

外面 :ナ デ、ナナメハケ(10条/
cm)の ちタテハケ (10条/cm)。
内面 :ナ デ、ナナメハケ(10条/
cm)。

粘、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 711mを 含む。

明褐 焼成やや硬質。

ユ号墳
Lト レンテ

西拡張部 第 2層 円筒埴輪

器高 (45)
口径 (236)
厚さ  10

口縁部を外反し、端部を方形状
に収める。瑞部は若干下方に拡
張する。

テ

デ

面

面

外
内

(7条/cm) 粗、石英 赤色斑粒01～ 24mを
含む。

赤褐 焼成軟質。

墳
ン
号
レ

拡張部 期郵
円筒埴輪

器高(46)
回径(268)
厚さ 10

目縁部はクト反し、端部を尖り気
味に収める。

外面 1日縁部ナデ、タテハケ(7
条/cm)。
内面 :口縁部ナデ、ナナメハケ
(磨減のため単位不明)。

精、石英 雲母 黒色斑粒01
～35側を含む。 明赤褐 焼成硬質。

1号墳
Lト レンテ

拡張部
第2層
上著L 円筒埴輪

４

２８

高
径
さ

器
回
厚

口縁部は外反し、端部を丸く収
める。

外面 :日 縁部ナデ、ナナメハケ
(7条 /cm)、 タテハケ(7条 /cm)。
内面 :回縁部ナデ、ナナメハケ
(7条 /cm)。

粘、石英 雲母 黒色斑粒01
～1511mを 含む。

外 :にぶい黄褐
内 :赤褐

焼成硬質。

1号墳
Lト レンチ

西拡張部
第 2～ 3
層

円筒埴輪

器高 (45)
日径 (280)
厚さ 08

日縁部はタト反し、端部を方形状
に収める。

外面 :日 縁部ナデ、ナナメハケ

(7条/cr)、 ヨコハケ(7条 /cm)。
内面 :ナ デ。

粗、石英 雲母01～ 21mを 含む。 赤褐 焼成軟質。

1号墳
Lト レンチ 拡張部 線郵

円筒地輪

器高(48)
口径(280)
厚さ 11

口縁部は外反し、端部を丸く収
める。

外面 :日 縁部ナナメハケのちナ
デ、ナナメハ ケ (7粂 /cm)、
ヨコハケ (7条/m)。
内面 :日 縁部ナデ、ヨコハケ (7
条/cm)。

精、石英 赤色斑粒01～ 6 mm
を含む。

赤褐 焼成やや軟質。

1号墳
Lト レンチ

拡張部 線郵
円筒埴輪

器高 (38)
日径 (ワ83)
厚さ 11

口縁部は外反し、端部を尖り気
味に収める。

外面 :口縁部ナデ、ヨコハケ (7
条/cm)。

内面 1口縁部ナデ、ナナメハケ

(7条 /cm)。

精、石英 雲母 黒色斑粒O]
～2 5mmを 含む。

明赤掲 焼成軟質。

1号墳
Lト レンテ 墳頂

側拡張部
第 2層
下部

円筒埴輪

器高 (33)
日径 (284)
厚さ 09

口縁部は外反し、端部を方形状
に収める。端部は若干下方に拡
張する。

外面 :日縁部ナデ、タテハケ (7
条/cm)。
内面 :ヨ コハケ (7条 /cm)の
ちナデ。

精、石英 結晶片岩 湘割9m]
4 ooを 含む。

赤褐 焼成軟質。

1号墳
Lト レンチ

増頂倒拡張部
第 2層
下部

円筒埴輪

器高(42)
回径(288)
厚さ 09

日縁部は夕1反 し、端部を方形状
に収める。

外面 :口縁部ナデ、ナナメハケ

(7条 /cm)。
内面 :ナ デ。

粗、石英01～ 51」 llを含む。 明赤褐 焼成軟質。

チ

墳

ン

一▼
レ

拡張部
第2層
上部

円筒埴輪

器高 (33)
口径 (289)
厚さ 10

口縁部は外反し、端部を方形状
に収める。

外面 :日縁部ナデ。
内面 :ヨ ヨハケ (7粂 /cm)摩
減気味。

府、石英 雲母Ol～ 35剛 を含
む。

明赤褐 焼成軟質

1号墳
Lト レンテ

西拡張部 第 2層 円筒埴輪

器高 (56)
口径 (270)
厚さ 10

口縁部は外反 し、端部を方形状
に収める。上端面 は面取 り気
味。

タト面 :日縁部凹線1条、ナナメ
ハケのちヨコハケ (6条/cm)
のちナデ。
内面 :ナナメハケ (6条/cm)
のちナデ。

精、石英 雲母 結晶片者 赤
色班粒01～ 25硼を含む。 赤褐 焼成やや硬質。

チ

墳

ン

号

レ 墳頂側拡張部
第 2層
下部

円筒埴輪
器高 (60)
日径 (290)
厚さ 10

日縁部はタト反 し、端部を方形状
に収める。

外面 :口縁部ナデ、凹線 1条、
ナナメハケ (8条 /cm)。
内面 :口縁部ナデ、ヨヨハケ(8
粂/cm)、 ナナメハケ (8条/
cmの ちナデ)。

精、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 17側を含む。

明赤掲
焼成やや硬質。
外面回縁部に
黒斑有り。

1号墳
Lト レンチ 拡張部

第 2層
上部

円街埴輪

高

径

さ

器

口
厚

口縁部ほぼ直立し、端部を尖り
気味に収める。

外面 :摩減のため調整不明。
内面 :ナ デ。

粗、石英 結晶片岩 赤色斑粒
6剛を含む。

明赤褐 規成軟質。

ナ

墳

ン

号

レ
拡張音[

第 2層
上部

円筒埴輪

０

０

０

高

径

さ

器

口
厚

国緑部僅かに外反し、端部を丸
く収める。

外面 :口縁部ナデ、ヨコハケ (8
条/cm)。

内面 :口縁部ナデ、ナナメノ沢 7

条/cm)。

粗、石英 結晶片岩 赤色斑粒
5 mmを 含む。

明赤褐 焼成軟質。

チ

墳

ン

号

レ 墳頂側拡張部
第 2層
下部

円筒埴輪

高

径

さ

器

回
厚

口縁部はタト反 し、端都を方形状
に収め、やや下方に拡張する。

外面 :回縁部ナデ、タテハケ

(7条/m)。
内面 :日縁部ヨコハケ (7条/
cm)、 ナナメハケ (7条 /cm)。

粗、石英 赤色斑粒01～ 5mmを
含む。

外 :褐
内 :赤褐

焼成軟質。

234
1号墳
Lト レンテ

拡張部
第2層
上きb 円筒埴輪

器高(51)
胴径(222)
厚さ 12

胴部、ほtF直級的。タガは台形
状。タガの下に透かし孔 (円孔 )
有 り。

外面 :ナ デ、タテハケ (8条/
cm)の ちヨコハケ (8条/m)。
内面 :ナ ナメハケ (8条/cm)
のちナデ。

粗、石英 赤色斑粒 6 mmを 含む。 明赤褐 焼成軟質。
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遺  構 出土地点 層位 器  種 法量 (cm) 形態の特徴 成形 調整 胎 土 色  調 備  考

ユ号墳
Lト レンテ

西拡張部
第1層
(表土)

円筒埴輪

器高 (70)
胴径 (2ワ 0)

厚さ  10

胴部、直線的。タガは台形状。
タガの上に透かし孔 (円孔)右
り。

耐
耐
デ。

外
内

ナ

ナ六 タテハケ(7条 /cnll。
ココハケ (7条 /cm)、

桁、石英 結晶片岩 赤色斑粒
01～ 841を 含む。 赤褐 焼成軟質。

チ

墳

ン

号

レ
東拡張部 下部 円筒埴輪

高

径

さ

器

口
厚

胴部、直線的。透かけし(町 0有り。
タガは台形】大。

外面 :ナ デ、ヨコハケ (7条/
cm)鷹滅のため単位不明隣。
内面 :ナ デ。

粗、石英 赤色斑粒 3 mmを 含む。 明赤掲 焼成軟質。

1号墳
Lト レンチ

第 1段
テラス付近

第 2層
中部

円筒埴輪
器高(120)
胴径(250)
厚さ  12

胴部、直線的に上方に開く。タ
ガは台形状。タガの下に透かし
孔 (円孔)有 り。

外面 :タ ガ上部 ヨコハケ (8
条/cm)の ちヨヨナデ、タガ下
部タテハケ (8条 /cm)。
内面 :ヨ ヨハケのちナデ。

精、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 5硼 を含む。

赤褐
焼成やや硬賃。
A種 ヨコハケ。

墳

ン

一●

レ 拡張部 線郵
円筒埴輪

器高 (38)
胴径 (272)
厚 さ 11

胴部、直線的。

面
，
。
面

外

ｍ
内

ナデ、タテハケ (8条 /

ナナメハケ (8条 /cm)。

精、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01-3 mIを 含む。

赤掲 焼成やや硬質。

1号墳
Lト レンチ

西拡張部 第 2層 円筒埴輪

器高 (63)
胴径 (2t14)
厚 さ 09

胴部、直線的。透かし了し(円孔)
有り。円孔下のタガは剥落して

外面 :ヨ コハケ (8条 /cm)。
内面 :タ テハケ (8条 /cm)。

粗、石英 赤色斑粒 3硼を含む。 明赤掲 焼成軟質。

240
チ

墳

ン

号

レ 墳頂側拡張音[ 線椰
円筒埴輪

器高(69)
胴径(224)
厚さ 12

胴部、直線的。透かし孔 (円孔 )
有り。タガは剥諮している。

面
面
外
内
ヨコハケ (8条 /帥 )。
ナデのちユピオサエ。

精、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒Oユ ～ 2 RIInを 含む。

明赤褐 焼成硬質。

"1
チ

墳

ン

『●
レ

西拡張部 鶴郵
円筒埴輪

器高 (59)
胴径 (250)
厚 さ 10

胴部、直線的。透かし孔 (円孔)
有り。

面
ヨ
面

外
ち
内

タテハケ (8条 /cm)の
ハケ (8条 /cm)。
ナデ。

粗、石英 結晶片岩 赤色斑地
01～ 354J4を 含む。

赤褐 焼成軟質。

1号墳
Lト レンチ 南東拡張都

第3層
■部

円筒埴輪
器高(62)
胴径(269)
厚さ 11

胴部、直線的。透かし孔 (φ ‐15
dnの円孔)有 り。

外面 :ヨ コハ ケ (7条 /cm)、
ナナメハケ (7条 /cm)。
内面 :ヨ コハケ(7～ 8条 /cm)。

粗、石英01～ 9nuを 含む。 赤褐 焼成軟質。

必 3
チ

墳

ン

∞，
レ

西拡張部 霧郵
円筒埴輪

器高 (82)
胴径 (Й 4)

厚さ 12

胴部、外上方に開く。透か し孔

(円孔 )有 り。

外面 :タ テハ ケ (8条 /crn)の
ちヨヨハケ (8粂/帥 )。
内面 :ナ ナメハケ (8条/m)。

粗、石英 結晶片岩 赤色斑粒
01～ 54mを 含む。

赤褐 焼成軟質。

1号墳
Lト レンテ 墳頂

側拡張部
第 9層
下部

円筒埴輪

器高 (76)
胴径 (258)
厚さ 14

胴部、外上方に延びる。タガは

剥落 している。透か し孔 (円孔 )
有 り。

タト面 :タ テハケ (7条/m)。
内面 !ナ デ。

粗、石英 雲母 赤色斑粒 黒
色斑粒01～ 25側を含む。

外 :にぶい責褐
内 :明赤褐

焼成硬質。

チ

墳

ン

号

レ 拡張部 線郵
円筒埴輪

Ｄ

０

０

高

径

さ

器

胴
厚

胴部、ほぼ直線的。タガは台形
】大。

外面 :ナ デ、タテハケ (7条/
cm)の ちヨコハケ (7条 /cm)。
内面 :ナ デ。

粗、石英 赤色斑粒 341を 含む。 明赤褐 焼成軟質。

1号墳
とトレンチ 北拡張部 第 2層 円筒埴輪

縦

横
厚

胴部、直線的。タガは台形状。
外面 :ヨ コハケ (7条 /cnl)。
内面 :ナ デ。

粗、石英 雲母01～ 5mmを含む。 赤褐 焼成硬質。

テ

墳

ン

号

レ
拡張都

第 つ層
上部

円筒埴輪

器高(71)
胴径(205)
厚さ 19

胴部、外上方に延びる。タガは
台形状。

面
ヨ
面

外
ち
内

タテハ ケ (7条/cm)の
バケ (7条 /cnl)。
ナデ。

英石

ｏ
ヽ
む

粗

含
赤色斑粒01～ 3側を

赤褐 焼成軟質。

チ

墳

ン

号

レ 東拡張部 第2層 円筒埴輪

高

径

さ

器

胴
厚

胴部、外上方に延びる。タガは

台形状。

面
面

外

内 ナデ。
粗、石英 雲母01～ 2n」 oを含む。 赤掲 焼成軟質。

ユ号墳
Lト レンテ

拡張部 第2層 円筒埴輪

器高 (87)
胴径 (194)
厚 さ 16

胴部、外上方に廷びる。タガは
台形状。

外面 :タ テハケ
(歴減のため単位不明)、 ナデ。
内面 :ナ デ。

精、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 3mmを含む。

赤褐 焼成やや硬質。

チ

墳

ン

号

レ 南東拡張部 鰤螂
円筒埴輪

器高(76)
胴径(207)
厚さ  12

胴部、外上方に延びる。タガは

台形状。

面

面

外

内
ヨコハケ (7粂 /cm)。
ナデ。

精、雲母 赤色粒を含む。
外
内
明赤褐

赤掲
焼成軟質e

1号墳
Lト レンチ 拡張部 第 2層 円筒埴輪

器高 (66)
胴径 (221)
厚 さ 11

胴部、外上方に開く。タガは台
形状。

面
ヨ
面

外
ち
内

タテハ ケ (7条/cm)の
ハケ (7粂 /em)、 ナデ。
ナデ。

粗、石莫 赤色斑粒 5 mmを 含む。 明赤褐 焼成軟質。

2ψ
チ

墳

ン

号

レ
拡張部

第 2層
上部

円筒埴輪

器高(70)
胴径(220)
厚さ 10

直線的。タガは台形状。

外面 :タ テハケ (7粂 /cm)の
ちヨコハケ(7条 /cm)、 ナデ。
摩滅が顕著。
内面 :ナ デ。

社、石英 赤色斑粒 5硼 を含む。 明赤褐 焼成軟質。

253
チ

墳

ン

号

レ 西拡張部 第2層 円筒埴輪
器高(64)
胴径 (姿 6)
厚さ 09

胴部、直線的。タガは台形状。
外面 :タ テハケ (7条 /cm)、
ナデ。
内面 :ハ ケのちナデ。

粗、石英 赤色斑粒 54nを 含む。 外 :橙
内 :赤褐

焼成軟質。

1号墳
Lト レンテ

拡張部 第9層 円筒埴輪

９
０

２

高
径

さ

器

胴
厚

胴部、直線的。タガは台形状。

面
面
デ。

外
内
ナ

ナデ、ヨヨハケ(6条 /cm)。
ナナメハケ (6条/cm)

精、石英 赤色斑粒01～ 3鰤 を
含む。

明赤褐 焼成やや硬質。

チ

墳

ン

号

レ 東拡張都 第 2層 円筒埴輪
器高(57)
胴径(228)
厚さ 12

胴部、外上方に延びる。タガは

台形状。
外面 :ナ デ。
内面 :ナ デ。

粗、石英 雲母01～ 2dmを 含む。 赤褐 焼成軟質。

256
チ

墳

ン

］▼
レ 墳頂額!拡張部

第 2層
下部

円筒埴聡

器高 (81)
胴径 (252)
厚さ 14

胴部、外上方に延びる。タガけ
台形状。

画
面
外
内
ナデ、クテハケ(8条/ω。
ナデ。

粗、石英 雲母01～ ln」Iを含む。 明赤掲 焼成軟質。

1号墳
しトレンチ

増裾
第2層
下部

円筒埴輪
器高(30)
胴径(224)
厚さ 12

阿部、直線的。タガは台形状。
面
面
外
内
ナデ、ヨコハケ(9条 /cnl。
ナデ。

粗、石英 赤色斑粒01～ 5阻を
含む。

赤褐 焼成やや硬質。

チ

墳

ン

号

レ 南東拡張部
第3層
下部

円筒埴輪
器高 (35)
胴径 (240)
厚 さ iO

胴部、ややタト上方に開く。タガ
は台形状。

面
面
外
内
ハケ(単位不明)、 ナデ。
ナデ。

精、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 1 3roを 含む。

明赤褐 焼成やや硬質。

1号墳
Lト レンテ

拡張部 第 2層 円筒埴輪

６

И

高
径

さ

器

胴
厚

胴部、直線的。タガは台形】大。
外面 :ナデ、タテハケ(6条 /cm)。
内面 :ナ デ。

英

ｏ

石
む
ヽ
合

粗

を
赤色斑粒01～ 25皿

掲 焼成軟質。

2∞
1号墳
Lト レンテ 東拡張部 第 2層 円筒埴輪

器高 (73)
胴径 (解 6)

厚 さ  13
胴部、直線的。タガは台形状。

外面 :ナデ、タテハケ(6条/c耐。
内面 :ナ デ。

粗、石英 赤色斑粒01～ 8maを
含む。

赤褐 焼成軟質。

1号墳
墳頂側拡張部

第 2層
下部

円筒埴輪
器高(59)
胴径(258)
厚さ 12

胴部、ほぼ直線的。タガは台形
】大。

面

面

外

内
ナデ、ヨヨハケ(7条 /cm)。
ヨコハケ (7条/m)。

粗、石英 赤色斑粒01～ 6tlmを
含む。

赤褐 焼成やや硬質。

墳

ン

号

レ 墳裾北拡張部
第2層
上部

円筒埴輪
器高 (67)
胴径 (230)
厚さ 12

胴部、直線的。タガは台形状。

外面 :ナ デ、タガは摩減気味、
ヨヨハケ (8条 /cm)。
内面 :ナ デ。

粗、石英 赤色斑粒 4 nJlを 含む。 明赤掲 焼成軟質。

I号墳
Lト レンテ

西拡張部 第 2層 円筒埴輪

器高 (71)
胴径 (244)
厚さ 10

胴部、直線的。タガほ台形状。
外面 :ナデ、ヨコハケ(7条 /cn)。
内面 :ナ ナメハケ (7条/cm)
のちナデ。

粗、石夷 赤色斑粒 3 mmを 含む。 明赤褐 焼成歌質。

1号墳
しトレンテ

西拡張部
第 2層
下部

円筒埴輪

器高 (68)
胴径 (240)
厚さ 13

胴部、直線酌。タガは台形状。
面
面
外
内
ヨコハケ (8条/cm)
ナデ。

村、石英 雲母 赤色斑粒01
～46硼 を含む。 明赤褐 焼成やや軟質。

265
1号墳
Lト レンテ 東拡張部 下部 円筒埴輪

器高 (64)
胴径 (238)
厚さ  13

胴部、外上方に延びる。タガは
台形状。

テ
デ

面

面

外
内

(6条/cm)
粗、石英 雲母01～ 3硼を含む。 赤褐 焼成軟質。
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遺  構 出土地点 層位 器 種 法量 (cm) 形態の特徴 成形 調整 胎  土 色 調 備  考

1号墳
Lト レンチ 西拡張部 期郵

円筒地輪
器高(72)
胴径(238)
厚さ 10

直線的。タガはM形状。
面

面

外
内
ヨヨハケ (7条 /cm)。
ナデ、一部にチナメハケ

粗、石英 結晶片岩 赤色朗ねト
3剛を合む。

赤褐 焼成やや硬質。

1号墳
Lト レンチ 東拡張部 円筒埴輪

器高(63)
胴径(226)
厚さ  14

胴部、直線的。タガは長方形状。

外 面 !ヨ コハ ケ (8条 /cm)、
ナデ、タガに凹線 1粂、ヨコハ

ケ(8条/m)、 タテハケ(8条/
en)の ちヨコハケ (8条 /ra)。
内面 :ナ デ.

精、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 4 nJlを 含む。

明赤褐 焼成硬質。

1号墳
Lト レンチ

墳裾北拡張部 鶴螂
円筒埴輪

器高 (55)
胴径 (26)
厚 さ 12

胴部、ほぼ直線的。タガは台形

'伏
。

ス
デ
。

画

面

外
内

タテハケ(7条/帥 )。
粗、石英 赤色斑粒 5硼 を含む。 明赤褐 焼成軟質。

墳

ン

号

レ
西拡張部

第 2～ 3
層

円筒埴輪

器高(60,
胴径 (2/16)
厚さ 10

胴部、直線的。タガは台形状。
デ

デ

ナ

ナ

面
面
外
内

粗、石英 結晶片岩01～ 4 5mr
を含む。

赤褐 焼成軟質。

270
1号墳
Lト レンテ 拡張部 線郵

円筒埴輪
器高 (67)
胴径 (248)
厚さ 15

胴部、外上方に延びる。タガは
台形状。

外面 :ナデ、タテハケ(8条 /cm)。
内面 :ナ デ。

精、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 7 mmを 含む。

明赤褐 焼成硬質。

ユ号墳
Lト レンテ

拡張部 翔郵
円筒埴輪

器高 (72)
胴径 (246)
厚さ 12

胴部、外上方に延びる。タガは

台形状。

外面 :ナ デ、タテハケ (3条 /
cm)の ちヨヨハケ (8条 /cm)。
内面 :ナ ナメハケ (8条/cm)
のちナデ。

粗、石英 雲母 結 晶片岩01
～ 640を 含む。

焼成やや軟質。

1号墳
Lト レンテ

拡張部 靱郵
円筒埴輪

器高 (60)
胴径 ('50)
厚さ 10

胴部、直線的。タガは台形状。

外面 :タ テハケのちヨヨハケ、
ナデ、ヨコハケ (ハケ部分が少
ないため単位不明)。
内面 :ナ デ。

糧、石英 赤色斑粒ユOn」 Iを含む。 明赤褐 焼成軟質。

1号墳
Lト レンテ

北拡張部 第 2層 円筒埴輪

高
径
さ

器
胴
厚

部
状
胴
形
外上方に開く。タガは台 外面 :ヨ コハケ (7条 /cm)。

内面 :ナ デ。

粗

む
石英 雲母01～ 3 mmを 合

赤褐 焼成軟質。

1号墳
Lト レンチ

西拡張部 第2層 円筒埴輸
器高(77)
胴径(260)
厚さ 12

胴部、外上方に開く。タガは台
形状。

外面 :ナ デ、タテハケ (蔭減の

ため単位不明 )。
内面 :ナ デ。

粗、石英 赤色斑粒01～ 2 od
を含む。

赤褐 焼成軟質。

墳

ン

号

レ
東拡張部 第 2層 円筒埴輪

器高(96)
胴径(231)
厚さ 10

胴部、外上方に延びる。タガは

台形状。

外面 :ヨ コハケ (7条 /cm)。
内面 :ナ ナメハケ (5条/07
m)の ちナデ。

糧、石英 赤色斑粒 7 4Jaを 含む。 明赤褐 焼成軟質。

墳

ン

号

レ
西拡張音[

第 2～ 3
届

円筒埴輪

器高 (103)
胴径 (232)
厚 さ 15

胴

状
ほほ直線的。タガは台形

外面 :ヨ コハケ (7条/cm)の
ちタテハケ (7条 /cr)。
内面 :ナ デ。

粗、石英 赤色斑粒■mmを 含む。 明赤褐 院成軟質。

1号墳
Lト レンテ 拡張部

第2層
上部

円筒埴輪

器高 (94)
胴径 (242)
厚 さ 09

胴部、直線的。タガは台形状。

外面 :ナ デ、タテハケのちヨヨ
ハケ (6条 /cm)。
内面 :ナ チメハケ (6条/cm)
のち,デ、テナメハケ(6突/cm)。

精、石英 赤色斑粒Ol～ 6側
を含む。

赤褐 焼成やや硬質。

墳
ン
号
レ

墳裾以下
第 2層
下部

円筒埴輪

高

径

さ

器

胴
厚

胴部、直線的。タガは台形状。
面
面
外
内
ナデ、タテハケ(7条 /cll。
ナナメハケ (7条 /cm)。

精、石芙 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 61mを 含む。

明赤褐 焼成硬質。

1号墳
Lト レンテ

西拡張部
第 2層
上菩[

円筒埴輪

器高 (86)
胴径 (254)
厚さ 14

胴部、直線的。タガは台形状。
面

面

外

内
ナデ、ヨコハケ(8条 /‐ ll。
ナナメハケ(3条/m)。

粗、石英 結晶片岩 赤色斑池
9側を含む。

明赤褐 焼成歌質。

280
チ

墳

ン

号

レ
拡張部

第2層
上部

円筒埴輪

つ

Ｏ

Ｏ

高

径

さ

器

胴
厚

胴部、ほぼ直線的。タガは台形
】夫。

面
ヨ
面

外
ち
内

タテハケ (7粂/cm)の
′ヽケ (7条 /cm)。
ナデ。

精、石英 黒色斑粒01～ 481o
を含む。

赤褐 焼成硬質。

チ

墳

ン

］万
レ

拡張部 第 2層 円筒 In_輪
器高 (120)
胴径 (230)
厚さ 13

直線的。タガは台形状。
面
面
外
内
ヨヨハケ (7粂 /cm)。
ユビオサエのちナデ。

粗、石英 亦色斑粒 8剛 を含む。 明赤掲 焼成軟質。

282
1号墳
Lト レンテ

束拡張部
墳丘面
直上

円筒埴輪

器高(105)
胴径 (跡 8)
厚さ 13

胴部、外上方に廷びる。タガは
台形状。

外面 :ナ デ、ヨコハケ (7条/
cm)の ちタテハケ (7条 /cm)。
内面 :ナ デ。

れ、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 6mmを 含む。

明赤褐

焼成硬質。
外面に黒斑有
り。

チ

墳

ン

号

レ 墳頂側拡張部
第ワ層
下部

円衛埴輪

器高 (69)
胴径 (274)
厚さ 14

胴部、直線的。タガは長方形】大。

外面

内面
のち

ナデ、タガに凹線 1条 、
ケヽ (8条 /cm)。
ナナメハケ (8条/cm)

精、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～8 dmを 含む。

明赤褐 焼成硬質。

1号墳
Lト レンテ

拡張部
第 2層
上部

円筒旭輪

器高 (64)
胴径 (270)
厚 さ  10

胴部、直線的。タガは長方形状。
外面 :ナス タテハケ(8条/cml。
内面 :ナ ナメハケ (8条/m)
のちナデ。

精、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 2mを 含む。

外
内
黄褐
明赤褐

焼成やや軟質。
外面に黒斑有
り。

チ

墳

ン

号

レ 東拡張部 円筒埴輪
器高(56)
胴径(275)
厚さ 10

胴部、直線的。タガは台形状。
面

面

外

内
ナデ。
ナデ。

精、石英 雲母01～ 4 5mmを 含
む。

明赤褐 焼成軟質。

1号墳
東拡張部

第 2～ 3
層
上部

円筒埴輪

器高 (60)
胴径 (280)
厚 さ 10

胴部、直線的。タガは台形状。

面

ｏ
面

外

明

内

ハケ、摩減のため単位不

ナデ。
粗、石英 赤色班粒 8111を 含む。 赤褐 焼成軟賓。

287
テ

墳

ン

］〓
レ

括れ部
東拡張部

第 2層 円筒埴輪
器高 (94)
胴径 (254)
厚 さ  13

胴部、ほぼ直線的。タガは台形
状。

外面 :ヨ コハケ (7条 /cm)。
内面 :ナ デとヨコハケ (剥離の
ため単位不明)。

粗、石英 雲母01～ 1 21Jlを含
む。

外

内
にぶい責協

明赤褐
焼成軟質。

チ

墳

ン

号

レ
西拡張部

第 2～ 3
層

円筒埴輪

器高 (73)
胴径 (286)
厚さ 13

胴部、外上方に開く。タガは台
形状。

面

面

外
内
ナデ、タテハケ(6条/れ。
ナデ。

精、石英 雲母01-lIIrを 含む。 赤褐 焼成軟質。

1号墳
Lト レンチ

東拡張部 第 2屠 円筒埴輪

器高 (77)
胴径 (272)
厚 さ  1つ

胴部、直線的。タガは長方形状。

外面 :ヨ コハケ (8条 /cm)、
ナデ、タテハケ(8条/cm)の ち
ヨヨハケ (8条 /cm)。
内面 :ナデ ヨコハケ(8粂/c耐。

結、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 5mを 含む。

明赤褐
焼成やや軟質。
外面に黒斑有
り。

290
チ

墳

ン

号

レ 墳頂側拡張都 線瑯
円筒埴輪

器高(94)
胴径(265)
厚さ 12

胴部、直線的。タガは台形状。
外面 :ヨ コハケ (7条 /cm)。
内面 :ナ デ。

精、石英 雲母 赤色斑粒01
～2 5ntmを 含む。

明褐 焼成軟質。

1号墳
Lト レンチ

北拡張部 第 2層 円筒埴輪

の

０

２

高

径

さ

器

胴
厚

直線的。タガは台形状。
デ

デ

爾
面
外
内

狙、石英 結晶片岩 赤倒期ml
3 5olを 含む。

橙 焼成やや軟質。

チ

墳

ン

号

レ
西拡張都 第 2層 円筒埴輪

器高(75)
胴径(300)
厚さ 12

胴部、外上方に延びる。タガは
台形状。

外面 :ナ デ、ヨコハケ (7条/
em)。

内面 !ナ ナメハケ (7条 /cm)。

緒、石英 雲母 .結晶片岩 赤
色斑粒01～ 5mmを含む。

赤褐 焼成硬質。

293
チ

墳

ン

号

レ 拡張部
第 2層
上部

円筒垣輪

器高(89)
胴径(%2)
厚さ 15

胴部、やや外上方に開く。タガ
は台形状。

面
，
。
面

外
明
内

ハケ (摩滅のため単位不

ユビナデ。
ll、石英 赤色班粒 7 onを 含む。 明赤褐

焼成軟質。
全体的に摩減
している。

1号墳
Lト レンテ

西拡張部
第 2層
下部

円筒埴輪

器高 (105)
胴径 (300)
厚 さ  12

胴部、直線的。タガは台形状。
外面 :タ テハケ (8条 /cn)。
内面 :ナ テ。

精、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 11「」Iを 含む。

明赤褐 焼成やや硬質。

1号墳
Lト レンチ 墳頂

側拡張郡
第2層
下部

円筒埴輪

縦
横

厚

タト面 :ヨ コハケ (7条 /cm)。
内面 :ナ デ。

粗、石英 雲母01～ 1硼 を含む。 赤褐 焼成駄質。
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1号墳
Lト レンテ 墳頂側拡張部

第 2層
下部

円筒埴輪

縦
横

厚

タ

ハ
ナ

面

ヨ
面

外

ち
内

ヘケ (6条/cm)の
(6条 /cm)。
|ハ ケ (8条 /cm)。

粗、石英
む。

雲母01～ lmを 含
赤褐 焼成軟質。

チ

墳

ン

号

レ 拡張部 第 2層 円筒埴輪
器高 (61)
胴径 (172)
厚さ 10

胴部、直線的。
テ

デ

面

面

外

内
(8条/cm) 粗、石英 結晶片岩 赤色斑粒

3硼を含む。 明赤褐 焼成軟質。

1号墳
墳頂 a」 拡張部

第 2層
下部

円筒埴輪
器高 (84)
胴径 (201)
厚さ 15

胴都、直線的。
外面 :タ テハ ケ (8条/cm)の
ちヨコハケ (8条 /cm)。
内面 !ナ デ。

精、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 5 tmを 含む。

明赤褐 焼成硬質。

テ

墳

ン

号

レ 葺石付近
第 2層
下部

円筒埴輪

高

径

さ

器

胴
厚

胴部、外上方に延びる。
クト面 :タ テハケ (7条/cn)の
ちヨコハケ (7条/帥 )。
内面 :ナ デ。

粗、石英 赤色斑粒01～ 4側
を合む。

赤褐 焼成軟質。

ナ

墳

ン

号

レ 墳頂,1拡 張部
第2層
下音[

円筒埴輪
器高 (55)
胴径 (215)
厚さ 12

胴部、やや外上方に延びる。
外 面 :タ テハ ケ (7条/cm)の
ちヨコハケ (7条 /cm)。
内面 :ナ デ。

粗、石英 赤色斑粒01～ 311
を含む。

赤褐 焼成軟質。

二号墳
Lト レンチ

西拡張都 第 2層 円筒埴輪

器高 (58)
胴径 (215)
厚 さ 10

胴部、直線的。
外面 :タ テハケ (6条/cm)の
ちヨヨハケ (6条 /cm)。
内面 :ナ ナメハケ(6条 /cm)。

粗、石英 赤色斑粒01～ 3T」 I
を含む。

赤褐 焼成軟質。

墳

ン

号

レ 西拡張部 第 2屈 円筒埴輪
器高 (87)
胴径 (224)
厚さ 12

胴部、外上方に延びる。

外面 :タ テハケ (7条/cm)の
ちヨコハケ (7条/m)。
内面 :ヨ ヨハケ (4条 /0 5cal)
のちナデ。

雲
む
ヽ
含
粗
を

赤色 斑粒01～ 2 om 褐
褐
灰
赤

外

内 焼成軟質。

303
ユ号墳
Lト レンテ

西拡張部 第 2層 円筒埴輪
器高(79)
胴径(223)
厚さ IO

胴部、直線的。
面
ヨ
面

外
ち
内

タテハケ (7条 /帥 )の
'ヽケ (7条 /cm)。
ヘケのちナデ。

稿、石芙 結晶片岩 赤色斑粒
01～ 2mを 含む。 明赤褐 焼成軟賢。

墳

ン

号
レ

拡張部
第2層
上部

円筒埴輪
鰤
０４
０

高
径
さ

器
胴
厚

胴部、ほぼ直線的。
外面 :タ テハケ (7条 /cm)。
内面 :ナ ナメハケ (7条 /cm)、
ヨコハケ (7条/m)。

粗、雲母 赤色斑粒01～ 2m
を含む。

赤褐 焼成軟質。

1号墳
Lト レンチ 西拡張部 第 2層 円筒埴輪

器高(55)
胴径(234)
厚さ 10

胴部、ほぼ直線的。
テ
デ

面

面

外

内
(8粂 /m) 粗、石英 結晶片岩 赤色斑粒

01～ 3 omを 含む。 赤褐 焼成やや硬質。

306
1号墳
Lト レンテ 墳頂lal拡張都

第 2層
下部

円筒埴輪
器高 (58)
胴径 (207)
厚 さ 14

胴都、外上方に延びる。タガは
剥落している。

面

面

外

内
ヨコハケ (7条 /cm)。
ナナメハケ (6条/m)。

粗、雲母 赤色斑泣01～ 21d
を含む。

赤褐 焼成軟質。

チ

墳

ン

号

レ 墳頂側拡張部
第 2層
下部

円筒埴輪
器高(50)
痕径(252)
厚き  14

胴部、ほぼ直線的。
面

面

外
内
ナ八 タテハケ(8条/�。
ナデ。 粗、石英 赤色斑粒 4nlを 含む。 明赤褐 焼成軟質。

接合痕有り。

ユ号墳
Lト レンテ 墳頂

側拡張部
第2層
下部

円筒埴輪

器高(43)
胴径(220)
厚き 13

胴吉卜、外上方に開く。タガは剥
落している。

外面 :ナ ナメハケ (8条 /cm)。
内面 :ナ ナメハケ (6条 /cm)。

粗、雲ぼ 赤色斑粒01～ 2 mm
を含む。 赤掲 焼成軟質。

テ

墳

ン

号

レ 墳裾北拡張部
第2層
上部

円筒埴輪
器高 (42)
胴径 (男 2)

厚さ 14
胴部、直線的。

外面 :ヨ コハケ (8条 /cm)。
内面 :ナ ナメハケ (剥離が著し
いので単位不明)。

粗、石英 結晶片岩 赤色斑泣
7 mmを 含む。

明赤褐 焼成軟質。

ユ号墳
Lト レンチ 拡張部

第 2層
上部

円筒埴輪
器高(59)
胴径(238)
ナ厚さ 11

胴部、ほぼ直線白|。
面

ヨ
面

外

ち

内

タテハケ (7条 /cm)の
ハケ (7条 /cm)。
ナデ。

粗、雲母 赤色斑粒01～ 2側
を含む。

赤褐 焼成軟質。

墳
ン

ロ万

レ 拡張部 第2層 円筒埴輸
５
解
高
径
さ

器
朋
厚

脚部、直線的。
面

面

外

内
タテハケ (3条 /cm)。
ナデ。

粗、石英 赤色斑粒 3 mmを 含む。 明赤褐 焼成軟質。

1号墳
しトレンチ 墳頂例拡張部

第 2層
下部

円筒埴輪
器高 (70)
胴径 (255)
厚さ 15

胴部、ほぼ直線的。
外面 :タ テハ ケ (7条/cm)
ヨコハケ、ナデ。摩滅気味。
内面 :ナ デ。

粗、石英 結晶片岩 赤色班粒
8 mmを 含む。

明赤掲 焼成軟質。

ユ号墳
Lト レンテ

拡張部 紳郵
円筒埴輪

Ｄ

Ｄ

Ｏ

高

径

さ

器

胴
厚

胴部、ほぼ直線的。

外面 :タ テハケ (8条/m)の
ちヨコハケ (8条 /cm)。
内面 :ナ ナメハケ (3条/cm)
のちナデ。

精、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01-2 muを 含む。

赤褐 焼成やや硬質。

1号墳
Lト レンチ 西拡張部 第 2層 円筒埴輪

５
Ю
０

４
解
高
径
さ

器
胴
厚

胴部、直線的。
外面 :タ テハケ (8条/cm)の
ちヨコハケ (8条 /cm)。
内面 :ナ デ。

粗、石英 赤色斑粒 4 nmを 含む。 明赤tgj 焼成軟質。

1号墳
Lト レンチ

西拡張部 第 2層 円筒埴輪
器高 (51)
胴径 (220)
厚さ 12

胴都、外上方に延びる。透かし
孔 (円孔)有 り。

デ

デ

面

面

外

内
精、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 3mを 合む。 明赤褐

焼成やや軟質。
316と 同ヨ団体。

チ

墳

ン

号

レ
西拡張部 第 2層 円筒埴輪

器高 (53)
胴径 (175)
厚さ 14

胴部、外上方に延びる。
面

面

外

内
摩滅のため調整不明際。
ナデ。

精、石英 雲母 結品片岩 赤
色班粒01～ 3 mmを 含む。

明赤褐
焼成やや軟質。
315と 同一掴代

チ

墳

ン

号

レ
括れ部
東拡張部

第2層 円筒埴輪
器高 (39)
胴径 (232)
厚さ 10

胴部、ほぼ直線的。
面
ヨ
面

外
ち
内

タテハ ケ (8条/cm)の
ハケ (8条 /cm)。
ナデ。

粗、石英 赤色斑粒 6 mmを 含む。 明赤褐 焼成軟質。

ユ号墳
Lト レンテ 葺石付近

第 2層
下部

円筒埴輪

醐

瑚

０９

高

径

さ

器

胴
厚

胴部、外上方に延びる。
面
面
外
内
タテハケ (6条 /cm)。
ナナメハケ(6条 /cm)。

粗、石英 赤色斑粒01～ 3m
を含む。

赤褐 焼成軟質。

テ

墳

ン

］▼
レ

画拡張部 第 9層 円筒埴輪
高
径
さ

器
胴
厚

胴部、外上方に開く
外面 :タ テハケ (7条 /cm)。
内面 :ヨ コハケ (7条 /cm)。

粗、石英 赤色斑粒 7 ffmを 含む。 明赤褐 焼成軟質。

1号墳
Lト レンテ 墳頂側拡張部

第 2層
下部

円筒埴輪
器高 (108)
胴径 (250)
厚 さ  12

胴部、外上方に延びる。タガは
剥落している。

外面 :ナ ナメハケ (7条 /cm)。
内面 :ナ デ。

粗、石英 赤色斑粒01～ 5 5an
を含む。

明赤褐 焼成駄質e

1号墳
Lト レンテ 西拡張部 第2層 円筒埴輸

高
径
さ

器
胴
厚

胴部、直線的。
外面 :タ テハケ (7条/cm)の
ちヨコハケ (7条 /cm)。
内面 :ナ デ。

粗、石英 結晶片岩 赤色斑粒
01～ 35硼を含む。 明赤褐 焼成軟質。

墳
ン

］▼

レ 東葺石部 流土 円筒埴輪
器高 (142)
胴径 (240)
厚さ  11

底都から直線的に開く。タガは
剥落している。

外面 :ヨ コハケ (7～ 8条/cm)
のちナナメハケ (7条 /cm)。
内面 :ナ デ。

租、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒Oユ～6剛を合む。

赤褐 焼成やや軟質。

1号墳
Lト レンチ 墳頂側拡張部

第2層
下部

円筒埴輪
器高(69)
胴径 (塾 4)
厚さ 10

胴部、ほぼ直線的。
外面 :タ テハケ (8粂/帥 )。
内面 :ヨ コハケ (8粂 /ca)の
ちナデ。

粗、石英 赤色斑粒 5nIを 含む。 明赤褐 焼成軟質。

324
1号墳
Lト レンテ 噴頂例拡張部 紳椰

円筒埴輪
器高 (58)
胴径 (244)
厚さ 11

胴部、ほぼ直線的。タガは剥落
している。

外面 :タ テハケ (8条 /cm)。
内面 :ヨ コハケ (8条 /cm)の
ちナデ。

粗、石英 赤色斑粒 4 mmを 含む。 明赤褐 焼成軟質。

1号墳
Lト レンチ 墳頂側拡張部

第2層
下部

円筒埴輪

器高(68)
胴径(259)
厚さ 13

胴部、外上方に延びる。タガは
剥落している。

外面 :ヨ コハケ (7条/cm)
内面 :ナ デ。

狙、石英 雲母 赤色斑粒 黒
色班粒01～ 3嗣を含む。

外 :にぶい貢褐
内 :明赤掲

焼成硬質。

チ

墳

ン

］▼
レ 西拡張部

第 2層
下部

円筒埴輪
器高 (81)
胴径 (260)
厚 さ 12

胴部、直線的。
コ
デ

画
面
外
内

(8条 /cm)。 粗、石英 結晶片岩 赤色斑粒
01～ 311mを 含む。

明赤褐
焼成やや●

~H質
。

B種ヨヨハケ。
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遺 構 出土地点 層位 器  種 法登 (cm) 形態の特徴 成形 調整 胎  土 色 調 備 考

1号墳
Lト レンテ

西拡張部 第 2層 円筒埴輪

器高 (70)
胴径 (264)
厚さ 11

胴部、直線的。
外面 :タ テハケ (8条/cm)の
ちヨコハケ (8条 /cm)。
内面 :ナ デ。

粗、石英 赤色斑粒01～ 311
を含む。

赤褐 焼成軟質。

1号墳
しトレンテ 葺石付近 鶴剤

円筒埴輸
器高 (100)
胴径 (315)
厚さ 15

胴部、外上方に廷びる。
外面 :ヨ コハケ (板ナデ幅97
cm)。

内面 :ヨ コハ ケ (8条 /cm)。

精、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 4 4Jrを 含む。

明赤褐 焼成硬質。

1号墳
西葺石部 流 土 円筒埴輪

器高(106)
底径(162)
厚さ 20

底面方形状。底部から外上方に
直線的に開く。

外面 :タ テハ ケ (7条/cn)の
ちヨヨハケ (7条/釦 )。
内面 :ナ デ。

精、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ l mmを合む。

明赤褐 焼成やや硬質。

ユ号墳
Lト レンテ

西葺石部 流土 円筒埴輪

高

径

さ

器

底

厚
底面方形状。外上方に開く

外面 !ヨ コハ ケ (7粂/cm)
タテハケ (7条 /cm)。
内面 :ヨ コハ ケ (7条/釦 )
のちナナメハケ。

精

む
石英 雲 ,01～ 3 TTaを 含

明赤褐 焼成硬質。

墳
ン
号
レ

西拡張部
第 2～ 3
層

円筒埴輪

器高 (69)
底径 (198)
厚さ 15

底面端都、外側に拡張する。底

部から外上方に延びる。

外面 :タ テハケ (7粂 /cm)。
内面 :ナ デ。

粗、石英 赤色斑粒 5硼 を含む。 明赤褐 焼成軟質。

1号墳
Lト レンチ

西拡張部
第2～ 3
層

円筒埴輪
器高(58)
底径(203)
厚さ 17

底面方形状。底部から外上方に
直線的に開く。基底部肥厚。

面

面

外

内 ナデ。
石
む
ヽ
含
粗

を
赤色斑粒01～ 4 mm

赤褐 焼成軟質。

1号墳
Lト レンテ 墳

裾北拡張部
第 2層
上部

円筒埴輪

高
径
さ

器
底
厚

底面方形状。底部から外上方に
直線的に開く。基底部屈出。

面

面

外

内
ナデ。
ナデ。

桁、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 611を 含む。

明赤褐 焼成やや硬質。

1号墳
しトレンテ

1ヒ拡張部 第 2層 円筒埴輪

器高 (90)
底径 (202)
厚 さ 17

底面方形状。底部から外上方に
直線的に開く。基底部肥厚。

外面 :タ テハケ (7条/m)の
ちヨコハケ (7粂 /cm)。
内面 :ナ デ。

粗、長石 赤色斑粒01～ 3r」 I
を含む。

赤褐 焼成軟質。

チ

墳

ン

［▼
レ

北拡張部 第 2層 円筒埴輪

９

０

８

高

径

さ

器
底

厚

底面方形状。底部肥厚し、外上
方に直線的に開く。

面
デ
。
面

外
ナ
内

タテハケ (6条/em)

ナデ。
粗、石英Ol～ 9硼を含む。 赤褐 焼成軟質。

チ

墳

ン

］〓
レ

括れ部
東拡張部

第 2層 円筒埴臨

器高(45)
底径(918)
厚さ 12

底面方形状。底部から外上方に

直線的に開く。

外面 :タ テハケ (摩滅のため単
位不明 )。

内面 :ナ デ。

粗、石英 赤色斑粒 41」 Iを 含と。 明赤褐 燒成軟質。

1号墳
Lト レンチ 拡張部

第2層
上部

円筒埴輪

器高 (38)
底径 (233)
厚さ 17

底面方形状、やや丸 くなってい

る。底部から外上方に直線的に

開く。

外面 :ナ デ。
内面 :ナ デ。

粗、石英 赤色斑粒 3mを 合む。 明赤掲 焼成軟質。

チ

墳

ン

］▼
レ 東拡張部 第 2層 円筒埴輪

高
径
さ

器
底
厚

底面方形状。底部から外上方に
直線的に開く。

外面 :タ テハケ (7条 /cm)。
内面 :ナ デ。

粗、雲母 赤色斑粒01～ 3皿
を含む。

赤掲 焼成軟質。

1号墳
Lト レンチ

西拡張部
第 2層
上部

円筒jEL輪
器高 (61)
底径 (210)
厚 さ  13

底面方形状。底部から外上方に
直線的に開く。

外面 :タ テハケ (6条 /cm)。
内面 :ナ デ。

粗、長石 雲母 赤色斑粒01
～ 3 mmを 含む。

赤褐 焼成軟質。

340
1号墳
Lト レンチ 拡張部 第2層 円筒埴輪

器高(68)
底径(236)
厚さ 15

底面方形状。底部から外上方に
直線的に開く。

外面 :タ テハケ (5粂 /cm)。
内面 :ナ デ。

粗、石英 結晶片岩 赤色斑粒
01～ 6 mmを 含む。

明赤褐 焼成軟質。

テ

墳

ン

］●
レ 東拡張部 第 2層 円筒埴輪

器高(65)
底径(294)
厚き 12

底面方形状。底部から外上方に
直線的に開く。

外面 :タ テハケ ヨコハケ (摩
減のため単位不明 )、 ナデ。

内面 :タ テハケ (摩減のため単
位不明)、 ナデ。

粗、雲 , 赤色斑粒01～ 311m
を含む。

赤褐 焼成軟質。

墳

ン

号
レ

第 1段
テラス付近

第 2層 円筒埴輪

器高 (65)
底径 (220)
厚 さ 11

底面方形状。底部から外上方に

直線的に開く。

外面 :タ テハケ (8条 /cm)。
内面 :ナ デ。

粗、石英 赤色斑粒 5 mmを 含 j。 明赤褐 焼成軟質。

343
チ

墳

ン

号

レ
括れ部
東拡張部

第 2層 円筒埴輪
器高(82)
底径(192)
厚さ 08

底面方形状。底部から外上方に
直線的に開く。

外面 :摩減のため調整不明。
内面 :ナ デ。

粗、石英 赤色斑粒 4剛を含む。 明赤褐 焼成軟質。

1号墳
Lト レンチ

北拡張部
第 2層
上部

円筒埴輪

器高 (82)
底径 (190)
厚さ  11

底面方形状。底部から外上方 I

直線的に開く。

面

テ
面

外

夕
内

ヨコハ ケ (7条 /cm)、
ケ (7条 /cm)。
ナデ。

粗、石英 結晶片岩 赤色斑粒
01～ 3 5mmを 含む。

明赤褐 焼成軟質。

チ

墳

ン

号

レ
拡張部 第2層 円筒埴輪

高
径
さ

器
底
厚

底面方形状。底部から外上方に
直線的に開く。

外面 :ナ デ。
内面 :ナ デ。

粗、石英 雲母 赤色斑粒01
～5 5mmを 含む。

明赤褐 焼成歌質。

1号墳
墳裾

第 2層
下音[

円筒埴輪
器高(62)
底径(222)
厚さ 12

底面方形状。底部から外上方に
直線的に開く。

面
面
外
内

(8粂 /cm)。 粗、石英 赤色斑粒01～ 6 mm
を含む。

明赤掲 焼成軟質。

Mト レンチ (埴輪 )

遺  構 出土地点 層位 器 種 法量 (cm) 形態の特徴 成形 調整 胎 上 色  調 備  考

1号墳
Mト レンテ 拡張部 第 2馬

形象埴輸
図形

縦
横

厚

面

面

外

内
突帝 2条 有 り

石英 赤色斑粒を含む。 明赤褐 焼成軟質。

チ

墳

ン

号

レ 後円部掘割潜 第 5層 朝顔形埴輪
器高 (41)
日径 (266)
厚 さ 10

口縁部をタト反し、端部を方形状
に収める。端部はやや上下に拡
張する。口縁内部に刻目文有
り。

外面

内面

国縁部ナデ、タテハケ(6
/ヽcm)。
日縁部ハケ (7条 /cm)、
ケヽ (6～ 8条 /ral)。

精、石英 _―母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 4 5mmを 含む。

橙 焼成軟質。

1号墳
Mト レンチ 拡張部 第2層 朝顔形埴輪

器高(28)
顎径(206)
厚さ 11

顕部上方に延びる。
面

面

外

内
ナデ、タテハケ(6条 /cm)。
ナナメハケ (6条 /cm)。

精、石英 雲母 赤色斑粒01
～ 4T」 Iを 含む。

明赤褐

焼成やや硬質。
外面に黒班有
り。

1号墳
Mト レンチ

第 2層
下部

円筒埴輪

縦
横
厚

外面 :ヨ コハケ (7条/m)
内面 :コ コハケ (6条/m)

粗、雲母 赤色斑粒01～ 2 rD
を含む。

赤褐 焼成軟質。

1号墳
Mト レンチ 拡張部 第 2層 円筒埴輪

高
径

さ

器

日
厚

回縁部ほぼ直立 し、端部を丸 く

収める。

外面 :タ テハケ (7条/cm)の
ちヨコハケ (7条 /cm)。
内面 :ナ デ。

粗、長石 赤色斑粒01～ 21」 I
を含む。

外 :明 褐

内 :明 赤褐
焼成軟質。

1号墳
Mト レンチ 拡張部 第 2層 円筒埴輪

器高 (59)
胴径 ('40)
厚さ 11

部

ｏ

胴

状
ほI=直線的。タガは台形 デ

デ

面

面

外
内

英

。

石
む
ヽ
含
粗
を

赤色斑粒01～ 4 mm
赤褐 焼成軟質。

チ

墳

ン

号

レ 後円部掘割溝 第5層 円筒埴輪
ワ

０

０

高

径

さ

器

胴
厚

胴部、外上方に延びる。
外面 :タ テハ ケのちヨコハケ

(6～ 7条 /cm)。
内面 :ヨ ヨハケ (6粂 /cm)。

粗、雲母 赤色斑粒01～ 3 dm
を含む。

外 :黒、褐
内 :赤褐

焼成軟質。
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Nト レンチ (埴輪 )

琶 構 出土地点 層位 器  種 法登 (cn) 形態の特徴 成形 調整 胎  土 色 調 備 考

1号墳
Nト レンテ

第 2～ 3
層

形象埴輪

不明

縦

横

厚

ナ

ナ

面

面

外

内
精、石英 雲母 黒色斑粒01
～45111を 含む。

外 :橙
内 1明 赤褐

焼成軟質。

1号墳
Nト レンテ

第 2-9
層

形象埴輪
不明

縦

横

厚

外面 :タ テハケ(6条/cm)の ち
ヨコハケ。
内面 :ナ デ。

精、石英 雲母 赤色斑粒01
～4 5mmを 含む。

明赤褐 焼成軟質。

I号墳 第 2～ 3
層

形象埴輪
基底部

器高(52)
底径(217)
厚さ 13

底面方形状。底部から外上方に
延びる。

面
面

デ

外
内

ナ

ナデ。
タテハケ(5条/cm)の ち 結、石英 雲母 黒色斑粒01～4 5mmを 含む。

明赤褐 焼成軟質。台。

1号墳
Nト レンテ 第 2層 円筒埴輪

高
径
さ

器
目
厚

日縁部を使かに外反し、端部を
方形状に収める。端部は上下に
拡張する。

外面 :ナ デ。
内面 :ナ ナメハケ (単位不明)
のちナデ。

粗、石英 赤色斑粒01～ 8 om
を含む。

明赤褐 焼成軟質。

墳
ン
号
レ 円筒埴輪

器高 (43)
日径 (255)
厚さ 08

口縁部を外反し、端部を方形状
に収める。

外面 :ナスナナメハケ(8霜冷耐。
内面 :ナ デ、ナナメハケ (7粂
/cm)、 ヨコハケ。

れ、石英 赤色班粒 3 alllを 含む。 明赤褐 焼成軟質。

ユ号墳
Nト レンチ 第 2層 円筒埴輪

器高 (70)
阿径 (228)
厚 さ 13

胴部、ほぼ直線的。タガは台形
】夫。

外面 iナ 六 ヨコハケ(8条 /cll。
内面 :ナ デ。

粗、石英 結晶片岩 赤色斑粒
01～ 1011を含む。 明赤褐 焼成軟質。

チ

墳

ン

号

レ 第 2居 円筒埴輪
器高 (53)
胴径 (228)
厚さ 09

胴部、外上方に FTlく 。タガは
M形状。

面
面
外
内
|ナデ、ヨコハケ(7条 /cm)。
|ナナメハケ(7粂 /cm)。

粗、石英 赤色斑粒01～ 34m
を含む。

明赤褐 焼成やや硬賓。

Pト レンチ (埴輪 )

遺 構 出土地点 層位 辟 種 法登 (帥 ) 形態の特徴 成形 調整 胎  土 色  調 怖  考

1号墳
Pト レンチ 拡張部 第 2層

形象埴輪
叡形

縦

横
厚

デ

デ

ナ

ナ

面

面

外
内

粗、石英 雲母 結晶片岩01
～12mを 含む。 橙 焼成軟質。

1号墳
Pト レンテ 東拡張部

第2層
上著ヽ

形象埴輪

不明

統
横

厚

デ

デ

面

面

外

内 粗、石芙 赤色斑粒 7 1tlを 含む。 明赤褐 焼成軟質。

墳
ン
号
レ 東拡張部 甥郵

形象埴輪
不明

縦

横
厚

デ

デ

面

面

外

内 粗、石英 赤色斑粒10mを 含む。 明赤掲 焼成軟質。

I号墳
Pト レンチ 拡張部 鶴郵

形象埴輪

不明

器高 (55)
底径 (243)
厚 さ 20

底面方形状。底部肥厚し、外上
方に直線H旬 に開く。

ナ

ナ

面

面

外

内
粗、石英 雲母 赤色斑粒0]
～4 5maを 含む。

明赤褐 焼成軟質。台。

墳

ン

号
レ

括れ部 墳丘面 朝顔形埴輪
器高(37)
回径(290)
厚さ  11

日縁部をタト反し、端部を方形状
に収める。下方に使かに拡張す

外面 :口縁部ナデ、ナナメハケ
(7条/cm)歴 滅気味。
内面 :摩減のため不明。

粗、石英 赤色斑粒 4 mtを 含む。 褐
掲
赤
明

明

外
内

焼成軟質。
外面黒斑右り

1号墳
Pト レンチ 括れ部 第 二層 朝顔形埴輪

器高 (46)
顕径 (156)
厚さ 11

肩部。頸部に向かって内曽しな
がら立ち上がる。透カラI目醇就

デ

デ

ナ

ナ

面

面

外
内 粗、石英 赤色斑粒 3剛を含む。 明赤褐 焼成軟質。

チ

墳

ン

号

レ
括れ部

墳丘面

(第 1段
テラス周辺)

円筒埴輪

高
径

き

器

日
厚

口縁部ほぼ直立し、端部を方形
状に収める。僅かに外方に拡張
する。

外面 :日縁部ナデ、タテハケ (8
条/cm)の ちヨヨハケ(8条 /cm)。
内面 :ナ デ。

桁、石英 雲母 結晶片岩 赤
色J/1粒 01～ 9mmを含む。

明赤褐 焼成やや硬質。

チ

墳

ン

号

レ 拡張部
第 2層
上部

円筒埴輪
器高 (55)
口径 (必 8)

厚 さ 11

口縁部僅かに外方に開き、端郡
を方形状に収める。

外面 :タ テハケのちヨヨハケ

(6～ 7条 /帥 )。
内面 :ナ デ。

粗、石英 赤色斑粒 3 mmを 含 d」。 明赤褐 院成軟質。

1号墳
Pト レンチ 第 2層 円筒埴輪

器高 (37)
1同径 (272)
厚さ 09

口縁部を外反し、端部を九く収
める。

外面 :ナス ナナメハケ(7待 lml。
内面 :ナス ナナメハケ(7繕宅ll。 粗、石英 赤色斑粒41mを 含む。 明赤褐 焼成軟質。

チ

墳

ン

号

レ
第2～ 4
層

円筒埴輪

高

径

さ

器

口
厚

口縁部を外反し、端部を方形状
に収める。

外面 !口 縁部ナデ、タテハケ(7
条/cm)。

内面 :ヨ コハケ (7条 /cm)。

粗、石英 赤色斑粒01～ 311r
を含む。

赤褐 焼成軟質。

1号墳
Pト レンチ 括れ部 墳丘面 円筒埴輪

器高 (41)
口径 (264)
厚 さ 09

口縁部を外反し、端部を方形状
に収める。

外面 :摩減のため調整不明。
内面 :日 縁部ナデ、ナナメハケ

(8粂 /cm)。
l■、石英 赤色斑粒 7硼 を含む。 明赤褐 焼成軟質。

墳

ン

旦
，
レ 第2層 円筒埴輪

器高 (46)
口径 (286)
厚さ 10

口縁部を外反し、端部を丸く収
める。

外面 :日 縁著トナデ、ナナメハ ケ

(7条 /cm)。
内面 :ナ デ、ナナメハケ (7条/
em。 )

精、石英 雲母 黒色斑壮01
～2剛を含む。

明赤褐 焼成軟質。

373
墳
ン
号
レ

第2～ 4
層

円筒埴輪
器高 (55)
口径 (238)
厚さ  11

口縁部をタト反し、端部を丸く収
める。

外面 :タ テハケ (7条 /cm)の
ちヨコハケ (7条 /cm)。
内面 :ヨ コハケ。

粗、雲母 赤色斑粒01～ 3 mm
を含む。

赤褐 焼成軟質。

374
ユ号墳
Pト レンテ 第 4層 円筒埴輪

縦

横

厚

口縁部を外反 し、端部を方形状
に収める。端部は僅かにつまみ
出す。

外面 :ヨ コハケのちナナメハケ

(7条 /cm)の ちナデ。
内面 :ナ ナメハケのちヨコハケ

(7条/cm)の ちナデ。

精、石英 雲母 結晶片岩01
～ 71」 Iを含む。

赤褐 焼成やや硬質。

1号墳
Pト レンチ 第 2層 円筒埴輪

器高(82)
胴径(220)
厚さ 10

胴部、直線的。透か し孔 (円孔 )
有 り。タガは台形状。

外面 :ナ デ。
内面 :ナ チメハケ(7条 /cm)。

粗、石英 赤色班Im卜価 を含帆 明赤褐 焼成駄質。

1号墳
Pト レンテ 拡張部 妨郵

円筒埴輪
器高 (61)
胴径 (214)
厚 さ 11

胴部、外上方に廷びる。タガは
先端が欠損している。

面

ｏ
面

外
デ
内

タテハケ(7粂 /cm)、 ナ

ナデ。

粗、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 3 maを 含む。

外

内
明褐
赤褐

焼成やや硬質。
外面に黒斑有
り。

テ

墳

ン

一，
レ

東拡張部
第2層
上き[ 円筒埴輪

高

径

さ

器

胴
厚

胴部、ほぼ直線的。タガは台形
状。

面

ヶ

面

外

ハ
内

ナデ、タテハケのちヨコ
(7条/帥 )。
ナデ。

粗、石英 緒晶片岩 赤色斑池
01～ 5 5mtを 含む。

賜赤褐 焼成軟質。

378
チ

墳

ン

号

レ 第 2層 円筒埴輪
器高 (70)
胴径 (240)
厚 さ  11

部
状
胴
形
タト上方に開く。タガは台 六

茂

画

面

外

内
ヨハケ(6条/c耐。 粗、石英 赤色斑粒01～ 3剛

を含む。
明赤褐 焼成軟質。

1号墳
Pト レンチ 第 2層 円筒埴輪

一日
径

さ

器

胴
厚

胴部、ほぼ直線的。タガは台形
】大。

外面 :ナ デ、タテハケ (歴減の
ため単位不明 )。
内面 :ナ デ。

結、石英 雲母01～ 2o14を 含
む。

明赤褐 焼成軟質。

チ

墳

ン

］，
レ

第2～ 4
層

円筒埴輪
器高 (61)
胴径 (239)
厚 さ  13

部

ｏ

胴
状
ほぼ直線的。タガは台形

面
瞭

面

外

明
内

ナデ、摩減のため調整不

タテハケ (7条 /cm)。

粗、石英 赤色斑粒01～ 611m
を含む。

明赤褐 焼成軟質。

1号墳
Pト レンテ 拡張部

第2層
_LttL

円筒埴輪

器高 (61)
胴径 (250)
厚さ 1】

部

ｏ

胴
状
ほぼ直線的。タガは台形 面

面

外
内
歴減のため調整不明。
ナデ。

精、石英 雲母 赤色班粒01
～4 TLIを 含む。

褐

褐

明

赤

外

内 焼成硬質。

墳

ン

号

レ
括れ部

第 2層
下部

円筒埴輪
器高 (64)
胴径 (ワ27)
厚さ 14

胴部、直線的。
外面 :摩減のため調整不明。
内面 :ケ ズリ (幅 7H」 l)。

44L、 石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 45剛を含む。 明赤褐 焼成やや硬質。
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遺  構 出土地■ 層位 器 種 法量 (帥 ) 形態の特徴 成形 調整 胎  土 色  W・l 備  考

1号墳
Pト レンテ

東拡張部 第 2層 円筒埴輪

器高 (78)
胴径 (242)
厚 さ 16

胴部、外上方に延びる。

外面 :ヨ コハケ (7条/m)。
内面 :ヨ コハケのちナナメハケ

(単位不明 )。

粗、雲母 赤色班粒01-3w4
を含む。

赤掲 焼成軟質。

384
チ

墳

ン

号

レ 拡張部
第 2層
上部

円筒埴輪

高
径

さ

器

胴
厚

胴者卜、外上方に延びる。
外面 :摩減のため調整不明。
内面 :ナ デ、タテハケ (摩滅の

ため単位不明)。

粗、雲母 赤色斑粒01～ 3剛
を含む。

赤褐 焼成軟質。

1号墳
Pト レンテ

第 2層 円筒埴輪
器高 (5')
底径 (196)
厚さ 12

底面方形状。やや九みをもつ。
底部から外上方に直線的に開
く。

外面 :タ テハケ (6条 /cm)。
内面 :ナ デ。

粗、石英 赤色斑粒01～ 41m
を含む。

赤褐 焼成軟質。

チ

墳

ン

号

レ 東拡張部
第 2層
上部

円筒垣輪

高
径
さ

器
底
厚

底面方形状。底部から外上方に

延びる。

面

面

外

内
歴減気味。

粗、石英 赤色斑粒 4 nJlを 含む。 明赤褐 焼成軟質。

1号墳
Pト レンチ 東拡張部

第2層
上苦h

円筒埴輪
器高 (70)
底径 (192)
厚 さ  15

底面方形状。底部から外上方に
延びる。

外面 :ナ デ (歴減のため調整不
明瞭)。

内面 :ナ デ に 減のため調整不

明瞭)。

粗、石英 赤色斑粒 9 mrを 含む。 明赤褐 焼成軟質。

1号墳
Pト レンチ 第2届 円筒埴輪

器高(44)
底径(214)
厚さ  17

底両方形状。底部から外上方に
延びる。基底部内面に段をも

面

面

外

内
ナデ。
ナデ。

粗、石英 赤色斑粒 6 omを 含む。 明赤褐 焼成軟質。
接合痕有り

1号墳
拡張部 靱剤

円筒埴輪

器高 (57)
底径 (213)
,三 さ  14

底面方形状。底部から外上方 1

延びる。

タト面 :ヨ コハケ (7条 /cnl)、
タテハケ (7条 /cm)。
内面 :ナ デ。

粗、石英 雲母 黒色斑粒01
～9 5oIを 含む。

明赤掲 焼成軟質。

1;墳
Pト レンテ

拡張部 第 2層 円筒埴輪

器高 (89)
底径 (230)
厚 さ 13

底面方形状。やや丸みをもつ。

底部か ら外上方に直線的 に開

く。

面
面

外

内
療減のため調整不明。
ナデ。

粗、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 13omを含む。

明赤褐 焼成やや軟質。

墳

ン
拡張部 期郵

円筒埴輪

高
径
さ

器
底
厚

底面方形状。底部から外上方に

延びる。

デ

デ

面

面

外
内

粗、石英 赤色斑粒01～ 3 nJl
を含む。

赤掲 焼成軟質。

墳

ン

］▼
レ

第 2層 円筒埴輪
器高(80)
底径(216)
厚さ 18

底面方形状。底部から外上方に
延びる。

外面 :歴減のため調整不明瞭。
タテハケのちヨコハケ(8繕宅お。
内面 :ナ デ。

粗、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01-7 mmを 含む。

明赤褐 焼成やや硬質。

Rト レンチ (埴輪 )

避 構 出土地点 層位 器 種 法量 (cm) 形態の特徴 成形 調整 胎  土 色 調 備 考

393
1号墳
Rト レンテ 第2層 円筒埴輪

器高(70)
底径(200)
厚さ  10

底面方形】大。底部やや内傾し
体部直線的に夕1上方に開く。

デ

デ

面

面

外

内
粗、石英 赤色斑粒Ol～ 02側
を含む。

明赤褐 焼成軟質。

墳
ン

∞，

レ

第 2層
下部

円筒埴輪

器高 (119)
底径 (214)
厚 さ 14

底面方形状。底部から外上方に

開 く。

外面 :タ テハ ケ (7条/cm)の
ちヨコハケ (7粂 /cm)。
内面 :ナ デ。

希、石笑 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 61mを 含 F」。

赤褐

焼成やや硬質。
内面に炭化物
付着。

Qト レンチ (埴輪 )

選 構 出土地点 層位 器 IH 法登 (rnl) 形態の特徴 成形 調整 胎  土 色  調 備  考

チ

墳

ン

］万
レ

墳裾外段築部
第 2層
下部

形象埴輪
盾形

IE21 9

横 114
厚さ 20
(突出部
合も57)

面
面
外
内
ヘラ状工具による沈線。
ナデ。

僑、石英 雲母 結晶片岩01
～6曲を含む。

明赤褐 および

にぶい赤褐
焼成硬質。

チ

墳

ン

］▼
レ

拡張部 第 2層
形象埴輪
家形

縦   74
横   37
厚 さ 18

外面 :沈線、ナデ。

内面 :ナ デ。

粗、雲母 赤色斑粒01
を含む。

3 nn
赤褐 焼成軟質。

墳

ン

号

レ
拡張部 第 2層

形象埴輪
家形

縦
横
厚

外面 :沈線、ナデ。
内面 :ナ デ。

糧、雲母 赤色斑粒01～ 03剛
を含む。

明赤褐 焼成軟質。

墳

ン

号

レ
第 2層
上部

形象埴輪
不明

縦

横
厚

外面 :ナ デ。
内面 :ナ デ。

粗、石英 赤色斑粒 7硼を含む。 明赤褐 焼成軟質。

墳
ン
号
レ

拡張部 第 2層
形象埴輪
家形

縦
横

厚

外面 :沈線、ナデ。

内面 :ナ デ。

粗、雲母 赤色斑粒01～ 311J4
を含む。

赤褐 焼成軟質。

チ

墳

ン

号

レ
拡張部 第 2層 朝顔形埴輪

器高 (47)
胴径 (254)
厚さ 12

肩部と胴部の境に突帝が巡り
断面は台形状を呈する。

外面 :肩 部タテハケのちヨコ

ケ (8条/cm)摩減気味。
内面 :ナ デ。

粗、石英 赤色斑粒 5 mmを 含む。 明赤褐 焼成軟質e

チ

墳

ン

号

レ
拡張部 第 2層 円筒埴輪

高

径

さ

器
胴

厚

胴部、直線的。透かし孔 (円孔 )
あり。

外面 :ヨ コハケ (7条 /cm)。
内面 :ナ デ。

粗、石英 赤色斑粒 8111を 含む。 甥赤掲 焼成軟質。

403
チ

墳

ン

号

レ 第2層 円筒埴輪
縦   49
横   39
厚さ 11

タガは尿J/Aし ている
画

面

外

内
ヨコハケ (7条/m)。
タテハケ (3条 /cm)。

結、石英 雲母 黒色斑粒01
～1 54JIを含む。

明赤褐 焼成軟質。

チ

墳

ン

号

レ
拡張部 第 2層 円筒埴輪

Ｄ
Ｄ

Ｏ

高

径

さ

器

胴
厚

胴部、直線的。夕翔よ妊員している。
外面 :ナ デ、ヨヨハケ(3条 /cm)。
内面 :ナ デ。

粗、石英 結晶片者 赤色斑地
9 mmを 含む。

明赤褐 焼成軟質。

テ

墳

ン

号

レ
拡張音ト 第 2層 円筒埴輪

器高 (48)
胴径 (224)
厚 さ 15

胴音Ⅲ、直線的。タガは台形状。
タガは鷹滅気味。

面

面

外
内
ナデ。
ナデ。

粗、石英 赤色斑粒 9 mmを 含む。 明赤褐 焼成軟質。

チ

墳

ン

号

レ
第 2層 円筒埴輪

器高 (45)
胴径 (269)
厚さ 10

胴部、直線的。タガは台形】夫。
タガは剥落している。

外面 :ヨ ヨハケ (7条 /cm)。
内面 :ナ ナメハケ (摩減のため

単位不明 )。

府、石英 雲母 黒色斑粒01
～3 5mmを 含む。

明赤褐 焼成軟質。

チ

墳

ン

］▼
レ

拡張部 第 2層 円筒埴輪

器高 (35)
胴径Q46)
厚 さ 15

胴部、直線的。タガは長方形状。

デ
、
デ
、

面

面

。

外

内

る

タガに凹線 1粂。
一部剥離 してい

粘、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 71」 Iを含む。

赤褐 焼成硬質。

1号墳
Qト レンチ

円筒埴輪
器高 (90)
胴径 (234)
厚 さ 11

胴部、直線的。タガは台形状。
タガは摩減している。

外面
ハケ
内面
ちユ

ナテ、タテハケのちヨコ
8条 /m)。
タテハケ (7条/cm)の
ナデ.

狙、石英 赤色斑粒 10flmを 含む。 明赤褐 焼成軟賓。

1号墳
Qト レンテ

第2層
上部

円筒埴輪
器高(90)
底径(204)
厚さ 14

底面方形状。底部から外上方に
開く。

外面 :ナ ナメハケのちタテハケ
(8条 /cm)、 底部板ナデ。
内面 :ナ ナメハケ (8条 /cm)。

粗、石芙 結晶片岩 赤色斑地
01～ 341を 含む。

赤褐 焼成やや硬質。

チ

墳

ン

号

レ
拡張部 第 2層 円筒埴輪

高
径

さ

器
底

厚

底面方形状。底部から直線的に

開く。

外面 :タ テハケの ちヨコハ ケ

(7条 /c船 )。
内面 :ナ デ。

粗、石英 赤色斑粒 3 11nlを 含む。 明赤褐 焼成軟質。
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遺 構 出土地点 層位 器 種 法豊 形態の特徴 成形 詞埜 胎  土 色  調 備  考

チ

墳

ン

］万
レ

拡張都 第 2層 円筒埴輪

高

径

さ

器

底
厚

底面方形状。底部から直線奇|に
開く。

外面 :タ テハケ (摩滅のため単
位不明)。
内面 :ナ デ。

粗、石英 赤色斑粒 5mを 含む。 明赤掲 焼成軟質。

Sト レンチ (埴輪 )

遺 構 出土地点 層位 器 種 法足 形態の特徴 成形 調整 胎  土 色  調 備  考

チ

墳

ン

号

レ
西商拡張部
後円部 第2層 円筒埴輪

器高 (46)
胴径 (243)
厚さ 12

】同きh 直線的。タガは台形状。
面
面
外
内

精、石莫 雲 母 結晶片岩O〕
～35硼 を含む。 明赤褐 焼成秋質。

チ

墳

ン

号

レ
西荷拡張部
後円部

第2層 円筒埴輪

劾

９

２

高

径

さ

器

胴
厚

胴部、直線的。タガは欠損して 外面 :ナ デ。
内面 :ナ デ。

粗、石英 赤色斑粒 4 mmを 含む。 明赤掲 焼成軟賓。

チ

墳

ン

号

レ 円筒埴輪

９
の

ぉ

高
径

さ

器
底
厚

底面方形状。底部から外上方に
直線的に開く。

面

ヨ
面

外
ち

内

タテハケ (7条 /cm)の
ハケ (単位不明)。
ナデ。

メ&、 石英 赤色斑粒01～ 2血
を含む。

赤褐 焼成軟質。

Wト レンチ (埴輪 )
遺  構 出土地点 層位 器 種 法豊 (enl) 形態の特徴 成形 調整 胎 上 色 訓 備  考

1号墳
Wト レンチ 拡張部 第 2層

形象埴輪
収形

縦
横

厚

面
面

外

内
沈IR。
ナデ。

粗、石英 赤色斑粒01～ 3 ml
を含む。

赤褐 焼成軟質。

1号墳
拡張部 第ワ層

形象埴輪
叔形

縦

横
厚

画

面

外

内
ナデのち沈線。
ナデ。

粗、石英 赤色斑粒01～ 31m
を含む。

明赤褐 焼成軟質。

1号墳
Wト レンテ 拡張部 第 2層

形象埴輪
叡形

統
横
厚

面
面
外
内
ナデのち沈線。
ナデ。

粗、石莫01～ 2硼 を合む。 赤褐 焼成軟質。

ユ号墳
東拡張部

形象埴埼
叡形

縦
横

厚

面

面

外

内
ナデのち沈線。
ナデ。

粗、石英01～ 4 umを 含む。 明赤褐 焼成軟質。

1号墳
Wト レンチ 東拡張部

形象埴輪
叡形

縦
横
厚

面

面

外
内
沈線。
ナデ。

粗、石英 赤色斑粒 7mを 含む。 明赤褐 焼成軟質。

1号墳
Wト レンチ 拡張部 第 2層

形象埴輪
蓋形

縦

横
厚

面

面

外

内
ナデのち沈線。
ナデ。

粗、石英 赤色斑粒01～ 4mmを
含む。

明赤褐 焼成軟質。

1号墳
拡張部 第 2層

形象埴輪
家形

縦
横
厚

面
面

外

内
ナデ。
ナデ。

粗、石英 赤色斑粒01～ 14mm
を含む。

明赤褐 焼成軟質。

1号墳
Wト レンチ

第2～ 3帰

中部
円筒埴輪

器高 (41)
口径 (272)
厚 さ 09

口縁部を外反し、端部を方形状
に1又める。端部は若干つまみ上
イデる。

外面 :回緑瑞部凹線 2条、ナナ
メハケ (7条/cm)の ちヨコハ
ケ (12条/cm)の ち,デ。
内面 :ナ ナメハケ (7条/cm)
のちナデ。

精、石英 婁母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 2 6omを 含む。

明赤褐 焼成やや硬質。

1号墳
拡張部

第 2層
上部

円筒埴輪

器高 (43)
口径 (274)
厚 さ 10

日縁部を外反し、端部を方形状
に収める。端面はナデで凹む。

外面 :口 縁部ナデ、ナナメハ ケ

(7条/rm)の ち ヨ コ アヽ ケ (7
条/cm)。

内面 :日 縁部ナデ、ナテ メハケ

(7条 /cm)。

t4、 石英 赤色斑粒01～ 6 mm
を含む。

明赤褐 焼成軟質。

1号墳
Wト レンチ 拡張部 第2届 円筒埴輪

器高(63)
口径(280)
厚さ  12

日縁部を外反し、端部を方形状
に収める。

面
，
、
面

外

ω
内

口緑部ヨコハケ (7条ノ
タテハケ (7条 /cm)。
ヨコハケ (7条/帥 )。

粗、石英 赤色斑 粒01～ 4114
を含む。

赤褐 焼成軟質。

4_95
1号墳
Wト レンチ 拡張部 第2層 円筒埴輪

器高 (65)
胴径 (204)
厚 さ 11

胴部、外上方に開く。タガは台
形状。タガは摩減気味である。

外面 :ナ八 ヨコハケ(6条 /cm)。
内面 :ナ ナメハケ (6条/cm)
のちナデ。

粗、石英 赤色斑粒 4硼を合も。 明赤褐 焼成軟質。

チ

墳

ン

つ，
レＷ

拡張部 第 2層 円筒埴輪

器高 (65)
胴径 (224)
厚さ 09

胴部、直線酌。タガは台形状。

面
瞭

面

外

明
内

ナデ (摩滅のため調整不
ヨコハケ (6条 /cm)。
ナナメハケ (6条 /cm)。

lH、石英 赤色斑粒 4剛を合む。 明赤褐 焼成軟質。

1号墳
Wト レンチ 東拡張部 円筒埴輪

器高(75)
胴径(242)
厚さ 10

胴吉[、 ほぼ直線的。タガは台形
状。タガは摩減、剥落部分有り。

面

デ
。
面

外

ナ
内

タテハ ケ (8条 /cm)、

ナナメハケ (8条 /cm)。
粗、石英 赤色斑粒 9 mmを 含む。 明赤褐 焼成軟質。

1号墳
拡張部 第 2月 円筒埴輪

器高 (58)
胴径 (236)
厚 さ 10

胴部、直線的。タガは台形状。
外面 :ナデ、ヨコハケ(8条 /cm)。
内面 :ナ デ。

粗、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑れ チャー ト01～ 4 mmを
含む。

明赤褐
焼成やや軟質。
外面に早斑右
り。

1号墳
Wト レンチ 東拡張部 円筒埴輪

器高(63)
胴径(264)
厚さ  10

胴部、外上方に延びる。
外面 :タ テハケ (8条 /cm)。
内面 :ヨ コハ ケ (8条/cm)の
ちナナメハケ (8条/m)。

精、石英 雲ぼ 結品片岩 赤
色斑粒Oユ～ 54mを含む。

明赤褐

焼成やや軟質。
外面に早斑有
り。

1号墳
東拡張部 円筒埴輪

高
径
さ

器
底
厚

底面方形】大。底部からタト上方に
開く。

外面 :タ テハケの ちヨコハケ

(摩減のため単位不明)。
内面 :ナ デ。

英

。

石
む
ヽ
含
粗
を

赤色斑粒01～ 4硼
明赤褐 焼成軟質。

1号墳
Wト レンチ

地輪基底部

周辺
第 2層 円筒埴輪

器高 (58)
底径 (250)
厚 さ 15

底面方形状。底部から外上方 I

開く。

外面 :タ テハケ (歴減のため単
位不明 )。
内面 :ナ デ。

粗、石英 赤色斑粒01～ 2 mm
を含む。

赤 IPJ 焼成軟質。

1号墳
Wト レンテ 束拡張部 第 2層 円筒埴輪

器高(57)
底径(200)
厚き 11

底面方形状。底部から外上方に
開く。

外面 :タ テハケ (7条/cm)
内面 :ナ デ。

粗、雲母 赤色斑粒01～ 2 rm
を含む。

赤褐 焼成軟質。

1号墳
東拡張部 第 2層 円街埴輪

器高 (70)
底径 (208)
厚 さ 18

底面方形】大、左右に拡張 してヤ

る。底部からタト上方に開 く。

・ア
デ

面

面

外

内
(7条/cm) 粗、雲母 赤色班粒01～ 3硼

を含む。
赤褐 焼成軟質。

1号墳
Wト レンチ 東拡張部 第2層 円筒埴輪

器高(51)
底径(210)
厚さ  14

底面方形状。底部から直線的I

「司く。

面

デ
面

外

ナ
内

ナナメハケ(6粂 /cm)、

ナデ。

粗、石英 赤色斑 l‐ 01～ 41m
を含む。

赤褐 娩成駄質。

1号墳
東拡張部 円筒埴輪

器高(54)
底径(208)
厚さ  17

底面方形状。底部から外上方に

開く。

デ

デ

面

面

外

内

英

。

石
む
ヽ
含
粗
を

赤色班粒01-2 ff」 I
赤褐色 焼成軟質。

1号墳
Wト レンチ 拡張部 第 2層 円筒埴輪

器高(39,
底径(202)
厚さ 13

底両方形 1大。底部から外上方 1

直線色うに開く。

面

デ
面

外

ナ
内

タテハケ (7条/m)、

ナデ。

粗、石英 赤色斑粒01～ 6omを
含む。

明赤掲色 焼成軟質。

1号墳
Wト レンチ 拡張部 第 2層 円筒埴輪

器高 (52)
底径 (206)
厚さ 2つ

底面方形状、内側に拡張 して▼

る。底部から外上方に開 く。

デ

デ

面

面

外

内 粗、石英 赤色斑粒 6 mmを 含む。 明赤褐色 焼成軟質。
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報告 彗
遺 構 出土地点 層位 器 種 法量 (cd) 形態の特徴 成形 調整 胎  土 色 調 爾  考

1号墳
Wト レンチ 東拡張部 第 2層 円筒埴輪

０

０

，

高

径

さ

器
底

厚

底面方形状。底部から外上方に
開く。

外面 :タ テハケ (7条 /14)。
内面 :ナ デ。

粗、雲母 赤色斑粒Ol～ 3硼
を含む。

赤褐色 焼成軟質。

」‐Wト レンチ (埴輪 )
遺 構 出土地点 層位 器 種 法畳 (ra) 形態の特徴 成形 調整 胎  土 色  調 備 考

識
・Ｗな

拡張部
前方部前面

第29層 円筒埴輪
縦
横
厚

口縁部外反し、端部は九く収め
る。

外面 :口縁部ナデ、ヨコハケ(8
gemlの ちナナメハケ(7条/m。
内面 :ナ ナメハケ (摩滅激しく
調整不明)。

精、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～3mを含む。 明赤褐 焼成硬質。

440 義
・Ｗカ

円筒埴輪
器高(65)
胴径(222)
厚さ 15

胴部、外上方に開く
外面 :タ テハケ (5粂/cm)の
ちヨコハケ (7条 /cal)。
内面 :タ テハケ (6条 /cII)。

粗、石英 赤色斑粒01～ 3 mm
を含む。

赤褐 焼成硬質。

441
間

繊
・Ｗカ

拡張都
前方部前面

第 2 円筒埴輪
器高(50)
胴径(235)
厚さ ユO

胴部、直線的。タガは台形状。
タガ端部一部剥落。

外面 :ナ六 ヨコハケ(8条 /Qal。
内面 :ナ八 ナナメハケ(8条/�。 粗、石英 赤色斑粒 5mを 含む。 明赤褐 焼成硬質。

1号墳
J IV
トレンテ間

円筒埴輪

器高 (72)
胴径 (252)
厚さ 12

胴部、やや外上方に延びる。
耐
″
耐

外
夕
内

ヨコハケ (7条 /ca)、
ケヽ (7条/m)。
ナデ。

牲、石英 赤色斑粒01～ 4m
を含む。

褐赤
褐
明
赤

外
内 焼成軟質。

443
間

警
・Ｗカ

拡張部
前方部前面

円筒埴輪
器高(58)
胴径(236)
厚さ 11

胴部、直線的。タガは台形状。
タガは磨減気味。

外面 :ナス ヨコハケ(9条 //cO。
内面 :摩滅のため調整不明。

粗、石英 赤色斑粒 7111を 含む。 明赤褐 焼成軟質。

議
・Ｗカ

円筒埴輸
器高(63)
胴径(246)
厚さ 10

胴部、直線的。タガは台形状。
外面 :ナス ヨコハケ(8粂 /cml。
内面 :ナ デ。

粗、石英 赤色斑粒 4側を含む。 明赤褐 焼成軟質。

間

翡
・Ｗか

円筒埴輪
器高(111)
胴径(264)
厚さ 12

胴部、直線的。
外面 :ヨ コハケ (磨滅のため単
位不明)。
内面 :ナ デ。

粗、石英 赤色斑粒 5山を含む。 明赤褐 焼成軟質。

甕 6

ユ号墳
J―W
トレンテ間

拡張都 第2層 円筒埴輪

器高(64)
底径(214)
厚さ 14

底面方形状。底部から外上方に
開く。

外面 :タ テハケのちヨコハケ
(8条/m)、 底部ナデ。
内面 :ナデ。

粗、石英 結晶片岩 赤色斑粒
01～ 45mを 含む。 明赤褐 焼成軟質。

ユ号墳
JW
トレンチ間

拡張部
前方部前面

円筒埴輸

つ
９

４

高
径

さ

器
底

厚

底面方形状。底部から外上方に
開く。

外面 :タ テハケ (8条 /ca)の
ちヨコハケ (8条/m)。 摩滅
のため調整不明環。
内面 :ナ デ。

精、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 8 mmを 合む。

橙 焼成やや軟質。

Zト レンチ (埴輪 )

遺 構 出土地点 層位 器 種 法量 (cH) 形態の特徴 成形 ‐調整 胎 土 色 調 備 考

448
1号墳
Zト レンテ 第2層

形象埴輪
不明

縦
横
厚

外面 :ナデ、摩滅気味
内面 :ナデ。

粗、石英 赤色斑粒10EIIを 含む。 橙色 焼成軟質。
外面黒斑有り

坐 9
1号墳
Zト レンチ 第2層 円筒壇輪

器高(47)
胴径(232)
厚さ 11

胴部、直線的。タガは台形状。
画
面

。

外
内
デ

ナデ。
ハケ (7粂/cm)の ちナ

粗、石英 赤色斑粒01～ 6m
を含む。

明赤褐 焼成軟質。

450
ユ号墳
Zト レンチ 第2層 円筒埴輪

器高(65)
胴径(238)
厚さ 12

胴部、直線的。タガはM形状。 面面
外
内
ナデ、ヨコハケ(8条/�。
ナテ。

粗、石英 赤色斑粒01～ 4Ш
を含む。

明赤褐 焼成軟質。

包含層 (埴輪)

遺 構 出土地点 層位 器 種 法畳 (cm) 形態の特徴 茂形 調整 胎  土 色  調 備  考

騨抑
第2層

形象埴輪
盾形

縦
横
厚

面
面
外
内
ナデ。
ナデ。

租、石英 赤色斑粒01～ 3 dm
を含む。

明赤褐 焼成軟質。

452

1号墳
後円主体部
盗掘坑

石室内 盗槻坑埋土
形象埴輪
盾形

縦
横
厚

外面 :ナ ナメハケ (6条 /cII)
のちナデのち沈線。
内面 :ナ デ。

粗、石英 結晶片岩 赤色斑粒
01～ 41111を 合む。 明赤褐 焼成軟質。

453 1号墳 S-14 第 2層
形象埴輪
盾形

縦
横
厚

面
面
外
内
ナデ。
ナデ。

英

ｏ

石
む
ヽ
合

粗

を
赤色斑粒01～ 04T」 4

赤褐 焼茂軟質。

4Й

ユ号墳主体部
セクションベルト
盗掘坑

盗掘坑埋■
形象埴輪
家形

縦
横
厚

デ線

デ

沈

ナ

面

面

外
内

租、石英 赤色斑粒01～ 3 mm
を含む。

褐

褐
明
赤

外

内 焼成軟質。

1号墳
東尾根部

R-13 第 2層
形象埴輪
家形

縦
横
厚

外面 :線刻。
内面 :ナ デ。

粗、石英 赤色斑粒01～ 2皿
を含む。 明赤褐 焼成軟質。

456 醸帥
調査区拡張部

形象埴輸
家形

縦
横
厚さ

外面 :ナ デのち沈線。
内面 :ナ デ。

粗、石英 結晶片岩 赤色斑粒
01～ 34oを 含む。 赤褐 焼成軟質。

1号墳
東尾根部

R-13 第2層
形象旭輪
家形

縦
横
厚

線
デ
沈
ナ

面
面
外
内

ナデ。 粗、石英 赤色Ir粒01～ 3111
を含む。 褐

褐
赤
明
明

外
内 焼成獣質。

458 部

墳

体

坑

号

主

掘

ユ
円

盗

後 石室内 盗掘坑埋土
形象埴輸
家形

縦
横

厚

デ

デ

面

面

外

内
精、石英 雲母 結晶片岩01
～5mを 含む。 明赤褐 焼成やや硬質。

1号墳 Q■ 5 第 2層
形象埴輪
家形

縦
横
厚

輌
雨
明。

沈線。
剥離力著 しいため調整不

粗、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 2皿を含む。 明赤褐

焼成軟質。
内面に黒斑有
り。

1号墳
後円部東斜面

表土
(包含層)

形象埴輪
家形

縦
横
厚

デ

　

デ

ナ
　

ナ

面
，
。
面

外

帥
内

ヨコハケ (9条/
程、石英01～ 7 HIを 合 tr。 明褐

焼成軟質。
外面に煤付着。

1号墳 Q-12 第2層
形象適輪
家形

縦
横
厚

画
面
外
内
ナデ。
ナデ。

粗、石英01～ 6 mmを 含む。 明赤褐
焼成硬質。
外面に媒付着。

462
1号墳
後円主体部
盗掘坑

石室内 軸址螂
形象埴輸
家形

縦
横
厚

面
面
外
内
ナデ。
ナデ。

粗、石英 赤色班粒01～ 4団
を含む。

明赤褐 焼成軟質。
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遺 構 出土地点 層位 器  種 法量 (cn) 形態の特徴 成形 調整 胎  土 色 調 備 考

463 1号墳 Q-15 第2層
形象埴輪
家形

縦
横

厚

外面 :ナ デ。
内面 :ナ デ。

粗、石英 雲母 赤色斑粒01
～3側を含む。

明赤褐 焼成やや硬質。

464

ユ号墳
後円主体部
盗掘坑

石室内
形象埴輪
家形

縦

横

厚

外面 :網代文様、ハク
内面 :ナ デ。

精、石英 長石 雲母01～ l oo
を含む。

外 :に ぶい褐
内 :明 赤褐

焼成軟質。

1号墳主体部
セクション勾レト
盗掘坑

盗掘坑
埋土

形象埴輪

不明

縦
横

厚

デ

デ

面

面

外
内

石
む
ヽ
含
糧
を

赤色斑粒01～ 4m
赤褐 焼成軟質。

騨獅
S-13 第 2層

形象埴輪
不明

縦

横

厚さ

外面 !ナ デ、沈線。
内面 :ナ デ。

粗、石英 雲母 黒色斑粒01～
45硼を含む。 明赤褐 焼成軟質。

1号墳主体部
セクションペルト

盗掘坑

形象埴輪

不明

縦

横

厚

面
面
外
内 粗、石英 赤色斑粒 6硼 を含む。 明赤褐 焼成軟質。

468
1号墳東尾根
部

第 2層
形象埴輪
台

器高 (45)
胴径 (229)
厚さ 18

胴部、外上方に開く
面
面
外
内
ナデ、タテハケ(6条 /cm)。
ナナメハケ (6条 /cm)。

粗、石英 雲母 黒色斑粒01
～13剛 を含む。

赤褐 焼成硬質。

469
1号墳
東尾根部

S‐ 13 第2層
形象埴輪
不明

維

横
厚

デ

デ

ナ

ナ

面
面

外

内
粗、石英 赤色斑粒01～ 1 14Jn
を含む。

明赤褐 焼成軟質。

1号墳
東尾根部

第2層
形象埴輪

不明

縦
横

厚

外面 :コ コハケ (7条 /cF)。
内面 :ナ デ。

粗、石英 赤色斑粒01～ 10mm
を含む。

赤褐 焼成軟質。

醐紳
P-18 第 2層 円筒埴輪

器高 (70)
口径 (250)
厚 さ 10

口縁部を外反し、端部を方形状
に収める。端部はやや上下に拡
張する。

外面 1口縁部ナデ、タテハケの
ちヨコハケ (7～ 8条/cm)。
内面 :口縁部ナデ、ナナメハケ
(7～ 8条 /cm)。

粗、石英 赤色斑粒 5 mmを 含む。 タト
:暗赤褐
内 :にぶい赤協

焼成軟質。

拡張部
第 2層 朝顔形埴輪

器高(43)
頚径(178)
厚さ 12

肩部内弯 しながら立ち上がる。
デ

デ

面

面

外

内 粗、石英 赤色斑粒10nJnを 含む。 明赤褐 焼成軟質。

473 1号損 Q■ 2 第 2層 円筒埴輪
器高 (83)
口径 (262)
厚さ  1ユ

外面 :口 縁部ナデ、タテハケの
ちヨヨハケ (7条/帥 )。
内面 :ヨ ヨハケ (7条 /cm)。

精、石英 雲母 結晶片岩 赤
色斑粒01～ 4nlを 含む。

明赤褐
焼成硬質。
外面に黒斑有
り。

1号墳
東尾根都

第 2層 円筒埴輪

Ｄ
う
０８

高
径
さ

器
口
厚

口縁部を外反し、端部を方形状
に収める。端部はやや上下に拡
張する。

外面 :口 縁部ナデ、タテハケの
ちヨコハケ (6～ 7条 /cm)。
内面 :日 縁部ナデ、ハケ剥離の
ため調整不明。

粗、石英 赤色斑粒 5 mmを 含む。 明赤褐 焼成軟質。

Qト レンチ (上器 )

結
朧

選 構 出土地点 層  位 器 種 残存率
口 径
(cm)

体  部
最大径

(cm)

径
，
底
で

瑯
雌
径
ｍ

器高
残存高
(cm)

その他

の法置

(cm)

部位 形   態 調   整
物

成

有含

組 色  調 備  考

チ

墳

ン

号

レ
墳裾 第 2層

土師器

駆
体部、螂
И

体部～

底部
体部内彎しながら立
ち上がる。

面

面

外

内
板ナデ。
ナデ。

粗、石英

赤色斑粒 にぶい澄 焼成軟質。

SM1001(青銅器 )

(外 区 )

(内 区 )

SX1001 省寺金同尋⊃

"冨

(cm)

SX1001(勾玉・管玉 )
報告書
掲誠番号

遺構 出土地点 地区 層位 材質 器種 長径 (mm) 短径 (mm) 厚さ (n」 I) 重量 (g) 孔径 (mr) 穿孔方向 色調 残存率 備考

Q78 床面直上 碧王

370 片面 くらい緑 ツ 1

SX1001 Qヤ 8 床面直上
緑色
凝灰岩

大管王 両 面

SX1001 Q-78 床面直上
緑色
凝灰岩

大管玉 376 両面
グレイみの

1/1

Q78 里土
緑色

管
=

46 130 片 面
緑

SX100] Q-78 14土
凝灰岩

曽エ 06 片面
グレイみの

1/1

SX100J Q-78 里土 髄弾
管玉 片面

グレイみの
緑

1/1

SX100] Q78 埋土 滑石 省王 170 片面
リーン

SXilXl] Q78
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掲載番号
逮捕 出土地点 地区 層位 材質 器種 長径 短径 (mI) 厚 さ (m) 重量 (g) 孔径 (nJa) 穿孔方向 色調 残存率 備考

Q‐78 埋 土
緑 色

管玉 29 0 21 片面
黄緑

500 SX1001 Q78 埋士
緑色

管エ 30 0 片 面
あかるいグ
レイみ の編

1/1

Q‐78 埋土
縁色
凝灰岩

管玉 11 20 片面
グレイみの

1/1

SM1001(管玉 )

掲載番号
遺稽 出土地点 地区 層位 材賀 器種 晨径 (ln) 短径 (alII) 厚 さ (m) 重長 (g) ▼し径 (m) 穿孔方向 色調 残存率 備考

SM1001 石構内
盗掘坑埋土 緑色

管玉 解 O 片面
オリーブグ
レイ

Sふ江1001
主体部
セクションベルト

盗掘坑埋土
凝灰岩

管王 20 片面
グレイみの

1/1

502 SM1001 石構内 2区
盗掘坑理土
(棺内)

緑色
凝灰岩

管I 44 10 片面 リープみの
グレイ

SM1001 石構内 9区
盗掘坑理土
7～ 15層 絶鵬

管玉 片面

あかるVヽオ
リーブみの
グレイ

SM1001(臼 玉)
報告書

遺構 出土地点 地区 層位 材質 器種 長径 (mm) 短径 (闘 ) 厚さ (血 ) 重選 孔径 (硼 ) 穿孔方向 色調 残存率 備考

後口主体部

爆
轡

i回

暗 オ リープ仄

朱付 着。

朱イ」猪.

朱付着 .

掘
，
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報告書
遺糟 出土地点 地区 層位 材質 器種 艮径 (Iln) 短径 (mr) 厚さ (tH) 重畳 (g) 子し径 (硼 ) 穿孔方向 色調 残存率 備考

0041

0051

O041

O031

401 t el

31

O031 151

381

871 161

8

401 O 161

861

391

161
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鰐孵
選構 出土地点 地区 層位 材質 器種 長径 (皿 ) 短径 (om) 厚さ (om) 重量 (g) 孔径 (Ш ) 穿孔方向 色調 残存率 備考
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報告書
傷裁番号 遺構 出土地点 地区 層位 財質 器種 長径 (nd) 短径 (am) 厚さ (血 ) 重長 (g) 子し径 (m) 穿7L方 向 色調 残存率 備考

271

241

241

261

301

201
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鱒孵
遺構 出土地点 地区 層位 材質 器種 長径 (血 ) 短径 (nd) 厚さ (血 ) 重量 (g) 孔径 (側 ) 穿孔方向 色調 残を率 備考
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報告書
遺樹 出土地点 地区 層位 材賓 器程 晨径 (llm) 短径 (噸 ) 厚さ (血 ) 重逗 子し径 (Ild) 穿孔方向 色調 残4f率 備考

石情 内2区
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報告書
遺構 出土地点 地区 材質 器種 長径 (4Jll) 短径 (mm) 厚さ (mm) 重量 (g) 孔径 (md) 穿孔方向 色調 残存率 備考
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諏告書
掲載番号

遺構 出土地点 地区 層位 材質 器種 長径 (mm) 短径 (ma) 厚さ (m4) 重量 (g) 孔径 (ma) 穿孔方向 色調 残存率 備考

SM1001(鉄器 。鉄製品 )

長 さ (cm)
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“

冨 (cm) 厚 さ(cm) 重量 (g)
の如瀧⑪

そ
残存率

押付板地椋。

駐̈

帯金。

地募 。

短 耳

盗掘琥

翻駐

鱒駐

短 甲
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長 さ (m) 重■ (g'

効」

鏃 身

中町

」̈

」̈

」̈

ω珪
獄
ば

本質逆存。

上
下

上

下
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出土地点 層  ' 室 量 (g)

鉄 鉾
直径 1

内面 本 質 逸

本 質量存 。

木質遺存。

木質遺存。

木質逮存 。

木質遺存 。

鋲 斧

鉄 斧

渫床上面

上
下 本 質遺存。

木質遺存。

木質遺存。

上
下

上
下

本質遺存 。

木 質遺存。

鱒駐
木質遺存 。

木質遺存。

木質遺存。

ST1001(鉄器 )
報告書

1渡 (cm) 厚さ(cm〉
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蠅 要 望 臣 暉





例   言

1 本章は四国横断自動車道建設に伴う辺露遺跡の発掘調査報告書である。

2 所在地 鳴門市大津町大代字辺露832他
調査対象面積  10,940♂

試掘調査面積   550♂

本調査面積    800♂

3 発掘調査期間及び報告書作成の実施期間は次の通りである。
試掘調査期間  平成12年 1月 1日 ～平成12年 1月 31日
発掘調査期間  平成12年 4月 1日 ～平成12年 5月 31日
報告書作成期間 平成15年 4月 1日 ～平成16年 3月 31日

4 遺物番号・挿図番号 。図版香号は通し番号とした。遺物番号は本文・挿図・表・図版と一致する。

5 本遺跡の地理的・歴史的環境については、「Ⅱ 調査地点の立地と環境」を参照されたい。
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調査の経過

(1)調査の経過 (I―第 1図およびⅡ―第 1・ 6。 24図 )
辺露遺跡は阿讃山脈南麓、鳴門市大津町大代字辺露832他の日開谷川によって形成された標高3。 1～3.8

mの扇状地上に位置する。徳島県鳴門市の南西部、吉野川河口の北岸、鳴門市大麻町～大津町の阿讃山

脈南麓の低丘陵には多くの古墳が形成され、宮谷古墳 (前方後円墳)の所在する徳島市国府町の気廷山

周辺と並び、周辺一帯には多数の古墳群が密集する地域として周知されている。平成■年度に四国横断

自動車道建設に伴い、分布調査で推定された遺跡の範囲の内10,940♂を調査対象面積として試掘調査を

実施し、遺構・遺物の有無およびその範囲の確認に努めた。試掘調査は平成12年 1月 1日 ～ 1月 31日 に

かけて試掘トレンチを550ぜ掘削した。調査区の大部分では遺構・遺物を確認することができなかった

が、調査区南中央部において古墳時代を中心とする土師器・製塩土器などが集中して出土した。遺物の

集中がみられた調査区南中央部を中心にその拡がりの把握に努めた。その結果を受け、平成12年度に当

初700♂を対象に本調査を実施した。調査の進行に伴い、調査区北西部において縄文土器片が集中して

出土したため、北西部を100ぜ拡張して対応し、最終的に800ぜの面積を調査した。本調査は平成12年 4

月 1日 ～12年 5月 31日 の期間実施された。

(2)発掘調査の方法 (第 1図 )
調査を始めるにあたり、グリッドの配置に際して

は、発掘統一基準にならい、第Ⅳ系国土座標を基準

とし、 5mメ ッシュを1グリッドとして調査対象地

を包み込む形で設定した。南西隅を基準として北に

A・ B・ C…、東に 1・ 2・ 3…の順に記号 。番号

をふり、その組み合わせで各グリッド名を表すこと

とした。遺構記号・番号は検出時に順次決定した。

(3)調査日誌抄
辺露遺跡調査日誌抄

2000とF

l月 4日  試掘調査準備。機材移動。
1月 6日 試掘開始。
1月 12日  トレンチ掘削。土層断面写真。

撮影・図面作成。

1月 27日 図面整理等。
1月 31日 現場撤収。

4月 3日 調査準備。

4月 6日  測量作業開始。
4月 13日  表土重機掘削開始。

D

X=130200C

B

A

1

X=1302001

H

G

F

E

D

C

B

A

/ ＼

/
/ ＼

＼ ＼

＼
＼

＼ ヽ
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4月 17日  包含層入力掘削開始。

4月 19日  SR等検出。掘下げ開始。

5月 18日 調査区北西部において縄文土器出土。

5月 19日  調査区外に縄文土器の出土範囲が拡がるため、調査区北西部拡張。

5月 23日 調査区北西拡張部 (2区 )掘削開始。

5月 30日 調査終了。現場撤収。

2 調査成果

遺跡の概要

辺露遺跡は四国横断自動車道建設に伴い発掘調査が実施された。調査地点は鳴門市大津町大代の標高

3.1～ 3.8mの扇状地上に位置する。調査の結果、遺構では弥生時代の自然流路や古墳時代の溝状遺構な

どが検出されたが、中世および縄文時代の遺構を確認することはできなかった。遺物は縄文時代後期の

深鉢や弥生時代各期にわたる土器、古墳時代の須恵器・土師器・製塩土器、中世の上師質土器など各時

代にわたり出土した。

(1)基本層序 (第 2。 3図 )
土層堆積状況の基本層序は以下の通りである。

1.灰黄褐色 10YR4/2砂質シルト (表土。)

2.明褐色 7.5YR5/8砂

3.暗灰責色 2.5YR5/2粘性砂質土 (中世包含層。)

4.灰色 5Y6/1砂 (第 1遺構面。古墳時代。)

5。 灰色 5Y5/1粘性砂質土

6。 責褐色 2.5Y4/1粘性砂質土 (マンガン粒含む。

第 2遺構面。弥生時代後期。)

7.灰色 5Y5/1粘性砂質土

8。 責灰色 2.5Y4/1粘土 (第 3遺構面。弥生後期。)

9。 灰色 10Y5/1砂 (第 4遺構面。弥生前期末～中期。)

10,オ リーブ灰色 10Y4/2砂礫

11.灰色 5Y6/1砂 (縄文土器包含層。第 5包含層。)

12.灰色 10Y5/1砂 (上位に縄文土器を含む。)

13.オ リーブ灰色 10Y4/2砂礫

一挙
与穣

一∵
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峙４一“′（一　フオ
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L=300m____

L=2.00m_

L=300m___

L=200m―

―一――L=3000m

―― L=2000m

――――L=300m

(北壁)
1.灰黄褐色   10YR4/2
2.明褐色    7.5YR5/8
3.暗灰黄色   2.5Y5/2
4. 灰責t     2.5Y6/2
5.灰色     5Y6/1
6.灰色     5Y5/1
7.黄灰色    2.5Y4/1
8.灰色     5Y6/1
9.灰色     10Y5/1
10.オ リーブ灰色 10Y4/2
11. 灰黄色     2.5Y6/2
12. 黄掲色     10YR5/6
13.灰オリーブ色 5Y5/2
含む。)
14.灰オリーブ色 5Y5/1

砂質ンルト (粘性あり。しまりややあり。表上。)
砂 (粘性弱い。しまりあり。)
砂買粘上 (粘性あり。しまりあり。)
砂質粘土 (粘性あり。しまりあり。)
砂 (粘性弱い。しまりあり。古墳時代。SR1001。 )
砂質粘土 (粘性。しまりあり。φ=l mmの マンガン粒子を20%含む。)
粘土 (粘性強い。しまり強い。弥生後期。)
砂 (粘性あり。しまりあり。縄支土器包合層。)
砂 (粘性あり。しまりあり。上部は縄支土器を含む。)
礫混砂 (砂岩の亜角礫を20%含 む。)
砂 (粘性弱い。しまりあり。古墳時代。)
砂まじり礫 (粘性あり。しまりあり。古墳時代。土器包含層。)
砂質粘土 (粘性あり。しまりあり。鉄分50%、 マンガン粒子を10%

砂質粘土 (微細なマンガン粒子を30%含む。SK4001。 )

(南壁)
1.灰黄褐色   loYR4/2 砂質シル ト (粘性あり。しまりあり。表土。)
2.黄掲色    2.5Y5/3 砂質シル ト (粘性あり。しまりあり。)
3.灰オリーブ色 5Y6/2  砂質粘土 (粘性あり。しまりあり。)
4.にぶい責色  2.5Y6/3 砂質粘土 (粘性あり。しまりあり。)
5.灰 オリーブ色 5Y6/2  砂質粕土 (粘性あり。しまりあり。鉄分20%含 む。)
6,にぶい黄色  2.5Y6/3 砂質粘土 (粘性あり。しまりあり。鉄分を10%含む。)
7.灰 オリーブ色 5Y5/2  砂質粘土 (粘性あり。しまりあり。鉄分50%、 マンガン粒子を10%
含む。)
8.灰色     5Y6/1  砂 (粘性弱い。しまりあり。)
9.灰色     5Y6/1  砂 (粘性弱い。しまりあり。)
10.灰色     5Y6/1  礫混砂 (責褐10Y5/5の ψ=2～ 3 cmの 砂岩の鎖礫を30%含 む。古墳
時代。)
11.灰責色    2.5Y6/2 砂 (粘性弱い。しまりあり。古墳時代。)
12.黄掲色    10YR5/6 砂まじり礫 (粘性あり。しまりあり。古墳時代。土器包含層。)
13.灰オリーブ色 5Y5/2  砂質粘上 (粘性あり。しまりあり。鉄分50%、 マンガン粒子を10%
含む。)
14.灰オリーブ色 5Y5/1  砂質粘土 (微細なマンガン粒子を30%含 む。)
15.費灰色    2.6Y4/1 砂質粘土 (粘性あり。しまりあり。φ-1～ 2 mmの マンガン粒子を含
む弥生後期。土器包含層。)
16.暗灰黄色   2.5Y5/2 砂 (粘性あり。しまりあり。)

南壁土層

第 2図 土層断面図 1

――――L=200m
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L=300m―――

L=200m――__

L=300m― ――――L=300m

―
L=200m

L=3.00m_

L=200m_

(西壁)
1.灰黄褐色   10YR4/2 砂質シルト (粘性あり。しまりややあり。表土。)
2.明掲色    7.5YR5/8 砂 (粘性強い。しまりあり。)
3.暗灰黄色   2.5YR5/2 砂質粘土 (粘性あり。しまりあり。)
4.灰色     5Y6/1  砂 (粘性弱い。しまりあり。古墳時代。)
5.黄灰色    2.5Y4/1 砂質粘土 (粘性あり。しまり強い。
φ=2 mm程度のマンガン粒子を20%含む。弥生後期。土器包合層。)
6.灰オリーブ色 5Y5/2  砂質シルト (粘性あり。しまりあり。鉄分50%含む。)
7.灰色     5Y5/1  砂質粘土 (粘性あり。しまりあり。φ=l mmの マンガン粒子を20%含む。)
8.黄灰色    2.5Y4/1  粘土 (粘性強い。しまり強い。弥生後期。)
9.灰色     5Y6/1  砂 (粘性あり。しまりあり。縄支土器包含層。)
10,オ リーブ灰色 10YR4/2 礫混砂 (砂岩の亜角礫を20%含む。)

砂質シル ト (粘性あり。しまりあり。表土。)
砂 (粘性弱い。しまりあり。)
砂質粘土 (粘性あり。しまりあり。)
砂質粘土 (粘性あり。しまりあり。)
砂 (粘性弱い。しまりあり。古潰時代。)
砂質粘土 (粘性あり。しまりあり。φ=l mmの マンガン粒子を20%含む。)
粘土 (粘性強い。しまり強い。弥生後期。)
砂 (粘性あり。しまりあり。)
礫混砂 (砂岩の亜角礫を20%含 む。)
砂質粘土 (粘性あり。しまりあり。)
粘土 (粘性あり。しまりあり。)
砂質粘土 (粘性あり。しまりあり。鉄分を20%含む。)
砂質粘土 (粘性あり。しまりあり。鉄分50%、 マンガン粒子を10%含む。)

L=2.00m_

L=300m____

L=200m―

L=300m―

東壁土層

―― Lョ300m

――――L=200m

――――L=300m

――――L=300m L=3.00m―

――――L=200m L=200m――――

4

７

　

一
８

(東壁)
1.灰黄褐色   10YR4/2
2.明褐色    7.5YR5/8
3.暗灰責色   2.5Y5/2
4.灰責色    2.5Y6/2
5.灰色     5Y6/1
6. 灰色       5Y5/1
7.黄灰色    2.5Y4/1
8.灰色     10Y5/1
9.オ リーブ灰色 10Y4/2
10,灰色     5Y5/1
11.責灰色    2.5Y4/1
12.にぶい責色  2.5Y6/3
13.灰オリーブ色 5Y5/2

―――一L=300m

――――L=200m

――――L=300m

――――L=200m

1

・ 2

6

７

一
８

9

西壁土層

L=200m_ ――――L=200m

第 3図 土層断面図 2

―- 1155。 1156 -―



沐
エ

ゝ

エ

ぎ
ゴ
汽
範 /96・

ぎ
k範
旬
ギ

*

沐

ざ
ゴ
汽
範 /G6・

エ

10m

第 4図 第 1遺構面 遺構配置図

―- 1157-―



(2)遺構 と遺物
遺構では弥生時代の自然流路や古墳時代の溝状遺構などが検出されたが、中世および縄文時代の遺構

を確認することはできなかった。遺物は縄文時代後期の深鉢や弥生時代の土器、古墳時代の須恵器・土

師器・製塩土器、中世の上師質土器など各時代にわたり出土した。

遺構は検出レベルごとに第 1遺構面～第4遺構面に分け調査を実施したが、出土遺構が自然流路等で

あり、切り合いも多く明瞭な平面プラン・遺構基底をおさえることは困難であつた。よって遺構内出土

遺物について時期が重複しているものもあり、厳密に所属遺構 。遺構面を特定しきれていないのが現状

である。

>
潤3田80+

第 5図 SR1001平面図
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古墳時代 (第 1遺構面)(第 4図 )

SR1001(自 然流路)(第 5図 )

調査区を北から南へ延びる不整形な古墳時代後期の自然流路である。調査区の北壁で土層堆積が確認

され、弥生・縄文土器を含む層を切り込んでいる。特に南側部分で製塩土器や上師器壺などが多く出土

した。

出土遺物 (第 6図 )

遺物出土点数は一定量みられたものの、復元・実測可能なものは少なかった。土師器類が出土してい

る。 1～ 3は甕、 4・ 5は高杯、 6～ 8は鉢である。小片のため詳細な時期決定は困難であるが、概ね

古墳時代後期頃と思われる。

6

|ヽキぐ↓＼
や   

｀
ミ 5 20cm

第 6図 SR1001出土遺物

―- 1159 -―



SX1001(不明遺構)(第 7図 )

調査区北西部で検出された土坑状の遺構である。一部調査区外に延びており、全体の形状は不明であ

る。現存規模は長軸65cm、 短軸63cmである。

出土遺物 (第 8図 )

土師器片等の出土がみられたが、復元・実測可能なものは 1点のみである。9は甕の底部と思われる。

小片のため詳細な時期決定は困難であるが、概ね古墳時代後期頃と思われる。

ヽヽ

杵       OPm

第 7図 S� 001平面図 第 8図 SX1001出 土遺物

弥生時代 (第 2遺構面)(第 9図 )

SR2001(自 然流路)(第 10。 11図 )

調査区北西部で検出された自然流路である。調査区を東西方向に流れていたものとみられるが、

一部調査区外に延びているため、金容は不明である。遺構内埋土からは、量的な主体として弥生時代

後期頃の上器片が出土し、SR2001の時期はこの時期に求められると考えられるが、古墳時代後期の

須恵器片も混入して出上している。

―- 1160-―
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0           2m

第10図 SR2001平面図

9      4P

第11図 SR2001遺物出土状況平面図

出土遺物 (第 12図 )

土師器・須恵器片等の出土がみられたが、復元 。実測可能なものはなかった。量的な主体となるのは

弥生時代後期頃の上器である。10～14は壺、15～ 18は甕である。19～24は高杯、25～27は鉢である。28

は製塩土器と思われる。SR2001の 時期については、小片のため詳細な時期決定は困難であるが、出土

遺物から概ね弥生時代後期頃と思われる。

―- 1162 -―
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SR2002(自 然流路)(第 13図 )

調査区北西部、SR2001の南側で検出された自然流路である。調査区を東西方向に流れていたものと

みられるが、一部調査区外に延びているため、全容は不明である。弥生時代後期頃の土器片が出土して

いるが、量的には少ない。

出土遺物 (第 14図 )

弥生土器片が出上したが、復元 。実測可能なものは 1点のみである。29は壺の体部と思われる。小片

のため詳細な時期決定は困難であるが、概ね弥生時代後期頃と思われる。

0                10Cm
l―

一

第13図 SR2002遺物出土状況平面図

SR2003(自 然流路)(第 15図 )

調査区北西部、SR2002の南側で検出された自然流路で

ある。調査区を東西方向に流れていたものとみられるが、

一部調査区外に延びているため、全容は不明である。弥生

時代後期頃の土器片が出上しているが、量的には少ない。

出土遺物

弥生土器片等が出上したが、小片のため復元 。実測可能

なものはなかった。

第14図 SR2002出土遺物

弥生時代 (第 3遺構面)(第 16図 )

SR3001(自 然流路)(第 17・ 18図 )

第 2遺構面から20cm程度の間層をはさみ、検出した面を第 3遺構面とした。SR3001は調査区北部で

検出された自然流路である。調査区を東西方向に流れていたものとみられるが、一部調査区外に延びて

いるため、全容は不明である。遺構内埋土からは、量的な主体として弥生時代後期頃の上器片が出土し

た。SR3001の時期もこの時期に求められると考えられる。
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第15図 SR2003遺物出上状況平面図
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SR3002

第16図
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ミ、
第18図 SR3001遺物出土状況平面図

出土遺物 (第 19。 20図 )

他の遺構に比べて、多くの弥生土器が出土した。小片のため詳細な時期決定は困難であるが、時期的

には概ね弥生時代後期頃と思われる。30～45は重である。32～45は壷の底部とした。46。 47は甕口縁部

である。48～ 53は鉢である。Mは高杯の口縁部としたが、壼口縁の可能性もある。

55,56は土師器で古墳時代後期頃のものと思われる。55は甕と思われる。56は底部に穿孔がみられ、

甑と思われる。57～61は土師質の杯で、60・ 61は 中世期のものと思われる。

SR3002(自 然流路)(第21図 )

調査区中央部で検出された自然流路である。調査区を東西方向に流れていたものとみられるが、一部

調査区外に延びているため、全容は不明である。遺構内埋土からは、弥生時代後期頃の土器片が出土し

た。SR3002の時期もこの時期に求められると考えられる。

出土遺物

弥生土器片等が出上したが、小片のため復元・実測可能なものはなかった。

―- 1167-―
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第20図  SR3001出土遺物 2

「

L=300m

1.灰色 5Y5/1 砂質粘土 (粘性あり。しまりあり。φ=l mmの マンガン職子を20%含む。)
2.黄灰色 2.5Y4/1 粘土 (粘性強い。しまり強い。弥生後期。)

0

第21図  SR3002平・断面図
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SR3003(自 然流路)(第22.図 )

調査区南部で検出された自然流路である。調査区を東西方向に流れていたものとみられるがヽ大部分

が調査区外に延びているため、全容は不明で―ある。遺構内埋土からは、弥生時代後期頃の上器片が出土

した。SR3003の時期もこの時期に求められると考えられる。

A

1.灰臼 5Y5/1 砂資粘土 (微細なマンガレ粒子を30%含む。)

1第22図 SR3003平・断面図

出土遺物 (第23図 )

弥生土器片等が出上したが、オヽ片のため復元・実測可能なも

のは1点のみである.。 62は弥生土器秦である。小片のため詳細

な時期決定は困難であるが、時期
―
的には概ね弥生時代後期頃と

思われる。

―- 1170-―
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弥生時代 (第 4遺構面)(第24図 )

SR4001(自 然流路)(第24図 )

調査区全域にわたる自然流路である。調査区内においては、流路の立ち上がりを確認することができ

なかったため、全体の規模は不明である。出土遺物は弥生時代中期～後期にかけての時期が主体となっ

ている。一部、弥生時代前期にはいるものもみられる。

出土遺物 (第25図 )

弥生時代前期末～中期～後期の上器が出上したが、

である。63・ 641よ壷、651ま 高杯、66。 67は鉢である。

器杯である。

第25図 SR4001出土遺物

1区包含層出土遺物

第 1包含層 (第26図 )

75は弥生土器奏である。小片のため詳細は不明

であるが、時期的には概ね弥生時代後期頃と思わ

才ιる。

小片が多く実測し得たのは弥生後期のものが主体

68～ 73は甕である。74は 12世紀後半頃の上師質土

翼 翌 夕

/72

ゝ
� I:ツ七

75

0                                  20cm

第26図  1区 第 1包含層出土遺物
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第 2包含層 (第27・ 28図 )

弥生時代後期頃の上器が主体的に出土している。76～81は壷、82～ 90は奏である。91～ 97は高杯、98～

100は鉢である。101は甑、102は甕の体部と思われる。時期的にはいずれも弥生時代後期頃と思われる。

103は瓦器の椀と思われる。1髄は土師器椀の高台部である。小片のため詳細な時期は不明であるが、7～

9世紀、古墳～古代頃の時期と思われる。105は土師質土器の杯である。106は土錘である。12世紀後半

頃と思われる。

'憮

92
ノト《、饂

〉恙＼∞
ｍ
削
帥
―――ｌ
ｕ

一

96                            97

0                                  20cm

第28図  1区

1∝

第 2包含層出土遺物 2

0 106
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第 3包含層 (第29図 )

出土遺物は弥生時代後期頃の土器が主体的に

出上しているが、弥生中期の上器も散見してい

た。107は壷、108,109イま甕である。1101よ高杯、

111は鉢である。時期的にはいずれも弥生時代

後期頃と思われる。■21よ 中世の土師質土器の

釜脚部である。

第 4包含層 (第30図 )

第 3包含層と同様、出土遺物は弥生時代後期

頃の上器が主体的に出土しているが、弥生中期

の上器も散見していた。■3～ 115は壺、116～

119は甕である。120は高杯、121は鉢である。

時期的にはいずれも弥生時代後期頃と思われ

る。122は土師質土器の杯である。12世紀後半

頃と思われる。

122

第30図  1区

Q

第29図  1区

0                10cm

第 3包含層出土遺物

也=童===――――一―-4_____―――――一二坐Fm

第4包含層出土遺物

‐ヽ
坊

”
′

一ミ本一
／

√

ヽ
ヽ

留
δ
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2区の遺構と遺物

当初、設定した調査区の北西部において弥生土

器片等がまとまって出上し、その拡がりがさらに

北西部に延びることが予測されたため、調査区北

西部を拡張し、その拡張部分を2区 として調査を

行った。

SK4001(上坑 4)(第31・ 32図 )

調査区北東部、SR3001基底面で検出された楕

円形の平面プランを呈する土坑である。遺構内に

はえ化物が多く堆積していた。遺構内からは弥生

時代前期末～中期頃の壺等が出土している。

出土遺物 (第33図 )

123～ 125は董、126は甕である。出土土器は弥

生時代前期末～中期にかけての頃と思われる。125

は壷の口縁部である。口縁端部外面に刻目文が施

される。口縁部内面にかえしが貼り付けられる。

頸部と体部の境には凹線文が施される。時期的に

は弥生時代前期末頃と思われる。

甘::‖li:4
1.灰オリーブ色 5Y5/1 砂質粘土
(微細なマンガン粒子を30%含む。)

第31図  SK4001遺物出土状況平面図

声
~

9 仲
第32図  SK4001遺物出土状況平面図および断面図

L=300m

―- 1176 -
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SK4002(第34図 )

2区で検出された、やや不整な楕円形状の平面プランを呈する土坑である。遺構内からは弥生土器小

片等が出土した。

出土遺物

弥生土器片等が出土したが、小片のため復元・実測可能なものはなかった。

SK4003(第35図 )

2区で検出された、円形状の平面プランを呈する土坑である。遺構内からは弥生土器小片等が出上し

た。

出土遺物

弥生土器片等が出土したが、小片のため復元 。実測可能なものはなかった。

0         1m

第34図  SK4002平面図

SK4004(第36図 )

2区で検出された、長楕円形状の平面プランを呈する

土坑である。遺構内からは弥生土器小片等が出上した。

出土遺物

弥生土器片等が出上したが、小片のため復元・実測可

能なものはなかった。

0      50cm
学

SK4003平面図

―- 1177-―
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SP4001(第37図 )

2区で検出された、円形状の平面プランを呈する小穴である。遺構内からは弥生土器 rlヽ片等が出上し

た。

出土遺物

弥生土器片等が出上したが、小片のため復元 。実測可能なものはなかった。

2区包含層

遺物出土状況平面図 (第38図 )

遺構として確認されたものはないが、弥生時代～古墳時代～中世の各期にわたり、遺物が出土している。

9      50,m

第37図 SP4001平面図

第38図  2区 包含層遺物出土状況平面図

出土遺物 (第39～ 42図 )

127～ 1301よ壼、131～ 141は奏である。時期的には弥生時代前期末～中期にかけての頃と思われる。142～

159は壺である。142・ 143は土師器壺で古墳時代後期頃と思われる。144～ 159は弥生土器で小片のため、

全容は不明であるが、時期的には後期頃と思われる。160～ 196は甕、197～ 201は高杯、202～206は鉢で

ある。207・ 208は製塩土器で、時期的には古墳時代後期頃と思われる。

209は瓦器椀、210は土師質土器椀、211は土師質土器杯、212・ 213は土師質土器小皿である。214は龍

泉窯系の青磁碗である。215は 白磁の碗と思われるが、小片のため詳細は不明である。時期的には12世

紀後半～13世紀前半頃と思われる。216は肥前系の碗、217は陶器の鉢と思われる。218～ 220は須恵器で

ある。218は重、219は椀、220は杯蓋である。小片のため詳細は不明である。221は弥生時代の石鏃で石

材はサヌカイトである。

-1178-
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縄支時代

調査区北西部、拡張部分 2区において縄文土器片がまとまって出上した。

縄文土器出土状況分布平面図 (第43図 )

縄文時代の遺構として確認されたものはない。縄文時代の遺物は調査区拡張部、SR3001の下層から

の出上であり、若干の弥生土器片も混入していた。

出土遺物 (第44図 )

縄文土器の出土点数は細片も含めると約500点を数えるが、復元 。実測可能なものは少ない。縄文土

器は SR3001基底、 1区の第 5包含層に対応する層位からの出上である。222は波状口縁をもつ深鉢であ
る。口縁外面にはLR縄文・巻貝条痕が施され、沈線で区画される。225。 226は外面にLR縄文・巻貝

条痕が施され、沈線で区画された間に波状の沈線を施す。224・ 227も外面にLR縄文で、沈線で区画さ

れた間に波状の沈線を施す。223・ 228～ 235も ほぼ同様である。 2区出土の縄文土器は時期的には後期

頃のものと思われる。

|

X=130200

第43図 縄文土器出土状況分布平面図
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(3)ま とめ

辺露遺跡では調査の結果、室町・鎌倉～古墳後期～弥生後期・前期末～中期・縄文後期と各期にわた

る土器などの遺物が出上し、一部遺構面も確認された。しかしながら、遺構自体は人為的なものは少な

く、ほとんどが浅い谷状地形の落ち込み、あるいは自然流路である。出土遺物は、これらの埋没した堆

積層 (包含層)か らの出土が大半を占めるが、層位的な安定に欠けており、複数時期にわたる遺物の出

上がみられるため、厳密に出土遺物の帰属層位を特定することは困難である。

遺物出上の拡がりは、ほぼ調査区内に収まるものと考えられる。試掘の結果からは、調査地点以外の

対象範囲から明確な遺構あるいは遺物の出土は確認することはできなかったが、遺物の出土状況や地形

的条件を考慮すれば、調査地点の北西側に遺跡の存在する可能性があると思われる。

―- 1185 -―



辺露遺跡

第 1表 出土遺構一覧表
1区

遺構 名 グリッド 平 面形 態 断 面 形 態 長 軸 (lm) 短 軸 (Im) 深 度 (cm) 備  考

SR1001 B～H ～ 6 不 整 形 17.5 幅 2m。

SX1001 GH-1 不 整 形

SR2001 G・ H 2 不 整 形 東 西 居了】ヒ 4 0

SR2002 F・ G-2 溝 状 東西 3.6 君gIIヒ 0 6

SR2003 F-2 溝 状 東 西 1.3 肩丁ヨヒ 0.4

SR3001 G・ Hl～ 5 不 整 形 浅 い D字 状 175 5,0 17

SR3002 D～ F-3～ 6 不 整 形 浅 い D字 状 東西 90 君三ゴヒ 8.0

SR3003 B-4 不 整 形 浅 い D字 状 東西 20 居ユ封ヒ 0.7

SR4001 調 査 区全 域

2区

遺構 名 グリッド 平 面 形 態 断 面 形 態 長 軸 (m) 短 軸 (m) 深 度 (cln) 備  考

S馳001 C-5 楕 円形 状 逆台形 0_95

SK4002 C-2 や や 不 整 な

楕 円形 状
1.93

SK4003 B-2 円 形 0.65

SK4004 B-2 長楕 円形 状 06

SP4001 A-2 円 形 0.32 0 28

第 2表 出土遺物観察表
SR1001(土器)

告
縮

選 構 出土地点 層 位 器 種 残存率
口 径
(伽 )

部
径
ｊ
大

帥

体
最
て

径
Ｊｍ

底
で
鶏
醒
径
くｃｍナ

高
，

高
存

卿

器
残
で

他
量
ケ

の
法

ｍ

そ

の
く

形  態 調   整
物
成
有含
組 色  調 備 考

1区 覆土
土師器
蔓 醐蜘灯

129 ヽ
上醸
榔

口縁部やや外反しなが
ら開く。

７
　
／
　
２

ノ、ヶく
陳
矧
脚軸勢　コ

面
／
部
，
ｏ
面
，
。

外
条
体

帥
内

ｍ

雲
色赤

英
　
粒

石
母
班

外面 :黄掲
内面 :灰自

SR1001 l区 覆土
土師器
甕
底部
1/6

体部下 体部内彎。
外面 :調整不明。
内面 :ケ ズリのちユビ
オサエ。

雲母 赤
色斑粒
黒色斑粒

外面 :淡責
内面 :灰白

SR1001 1区 覆土
土師器
箋

部
Ю
下

底
ツ
以

底部
体部外上方へ内彎しな
がら立ち上がる。底部
丸●A。

外面 :調整不明。
内面 :ヘラケズリ (幅
1 3cm以 上)。

石英 長
石 雲母
赤色班粒

外面 :灰白
内面 :灰白

SR100ユ 1区 覆土
土師器
高杯
脚柱部
1/5

脚柱部
脚注部直立。杯部は外
方に延びる。

外面 :柱状部ナデ。
内面 :杯 との接合郡ユ
ビオサエ。
その他不明。
荘状部摩滅のため調整

結
　
粒
岩
斑

英
片
色

石
品
赤

橙
橙

画
面
外
内

焼成やや不
良。

SR1001 1区 覆土
土師器
高杯

底部
1/9

脚部

脚部下方へ拡がる。端
部は短 く外方に屈曲
し、丸く収める。

外面 :ナ デ。
内面 :ナ デ。

石英 長
石 雲母

外面 :浅橙
内面 :黒褐

6 訳 1001 1区 覆土
土師器
鎌
口縁部
1/10

ヽ
上
縁
部
回
体

体部緩やかに内彎しな
がら立ち上がり、日縁
端部をやや尖り気味に
収める。

面
，
ｏ
面

外

ｍ
内

タタキ(3条/

ハケ(7条 /cm)。

石英 赤
色斑粒

外面 :橙
内面 :に ぶ
い黄橙

SRiOOJ 1区 覆土
土師器
鉢

部
Ю
底
γ 底部

体部外上方へ緩やかに
開く。

外面 :体 下部 タタキ
(4条 /ca)。
底部剥離のため調整不
明。
内面 :ハ ケ(6条/15
cm)。

石英 長
石 雲母
結晶片岩
赤色斑
粒

外面 :灰白
内面 :灰白

焼成不良。

8 覆土
土師器
鉢
口縁部
1/10
280 25 2

日縁ヽ

体部

口縁部外反。口縁端部
やや肥厚し、四角く収
める。

外面 :ナ デ。
内面 :口縁部ナデ。
体部板ナデ (幅 1 4cn)。

石英 長
石 赤色
斑粒

面
　
面

外
橙
内

演責

褐灰

外面に黒斑
有り。

SX1001(土器 )

告
縮

遺 構 出土地点 層 位 器 種 残存奉
口 径
(側 )

部
径
ｊ
大

∞

体
最
で

底 径
(m)

瑯
朧
径
鰤

高
，

高
存

伽

器
残
て

その他
の法量
(ca)

部位 形  態 調  整 合有物
紅 成 色 調 備 考

9 SXllllll
ユ区
C-1 覆土

土師器
襲
底部
1/2

底部
体部は斜め上方に延び
る。

外面 :体下部 タタキ
(3条/m)。
底部板ナデ。
内面 :ケ ズ リ(幅20

石英 長
石 結晶
片岩 赤
色斑粒

外面 :浅資
橙
内面 :灰白

焼成不良

SR2001(土器 )

報告書
掲貌華号

遺  瀦 出土地点 層 位 器 種 残存率 口 径
(col)

部
径
，
大

ｍ

体
最
く

径
，
底
く
瑯雌
径
でｃｍ，

高
＞

高
存

⑩

器
残
く

他
量
，

の
法

ｃｍ

そ

の
く

部位 形  態 調  整 含有物
組 成 色 調 備 考

S112091 1区 覆土
弥生土器
壷
口縁部
5/6

口縁～

顕部 直立する。叫枷』

隠
臨
帆
雪

部
部
く
や

頸
顕
き
は

外面 :口縁部ヨヨナデ。
顎部タテナデ。
内面 :摩滅のため調整
不明。

石英 長
石 赤色
斑粒

外面 :灰自
内面 :淡赤
橙
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lk告 書
掲載着
=
選 構 出土地点 層 位 器 種 残存率 口 径

(⑪ )

部
径
，
大

ｍ

体
最
ぐ

径
，
底
て
螂
雌
径
ｍ

高
ナ

綿
痛
価

その他
の法畳
(el)

部位 形  態 調  整
物
成
有含
組 色  調 備 考

SR2001 1区 震土
弥生土器
董

口縁～

顕部
9/10

11 7 回縁～

顎部

顕部外上方に立ち上が
る。口縁部緩やかに外
Fx。 端部を僅かに上方
につまみ上げる。

外面 :口縁部ヨヨナア。
顕部タタ■(4条 /cn)。
ユピオサエ。
内面 :口縁部ヨコナデ。
顕部板ナテおよびナ
デ。ユビオサエ。

長
晶
赤
結
　
粒

英
　
岩
斑

石
石
片
色

外面 :灰自
内面 :灰自

焼成やや不
良。

SR21101
区

・１
覆土

弥生土器
壺

体
Ю
下

全
ツ
以

底 部
体部は斜め上方に延び

外面 :体下部ハケ (6
条/cm)。
タタキ (4条 /cm)。
底部ナデ。
内面 :ケズリ(幅 12m)。

長
色赤
英
　
粒

石
石
斑

面
橙
面

外
い
内

にぶ

灰白

13 SR2001
区

・１
覆土

弥生土器
壷
底部
Vl 底 部

体部は斜め上方に延び
る。

外 面 :板 ナデ (幅14
cm)。

内面 :体 下部 板 ナ デ
(幅 1 4cm)。

底都ユ ビオサエ。

石英 長
石 赤色
斑粒

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :にぶ
ヤヽ橙

第2遺構面
北側側溝西
から5mと
接合。

1区
G■ ■ 2 覆土

弥生土器
壷

部
Ю
体
７

郡
部籠底ヽ

僅かに丸底に近い平
底。体部は内彎しなが
ら外上方に立ち上が

外面 :体下部調整不
明。一部にハケ (10条
/勧 )。底部調整不明。
内面 :ヘラケズリ (幅
1 lcu)の ちユどオサ
エ。底部ヘラケズリの
ちユビオサエのちハケ
(10条/cm)。
内外面とも剥離摩減著
しい。

石英 雲
母 赤色
斑粒

外面
内面
灰
灰
外面に黒斑
有り。

SR2001
区

■ 覆土
弥生土器
発
口縁部
1/6

口緑～
頸部

口縁部短く外反。口縁
端部四角く収め、下端
を僅かにつまみ出す。

外面 :口縁部ユビオサ

頸都ナデ。
内面 :ハケ (8条/7

長石 雲
母 赤色
斑粒

面
橙
面

外
い
内
灰

にぶ

明褐

SR2001 覆土
弥生土器
甕
口縁部
1/5

■ 5 36 口縁～
体部上

口縁部短く外反。口縁
端部やや上下に拡張す

外面 :日縁部ナデ。
体都調整不明。
内面 :ナ デ。

石英 長
石 雲母
結晶片
岩 赤色
盛粒

外面 :にぶ
い黄橙
内面 :に ぶ
い黄橙

SR211111 覆土
弥生上器
箋

体
Ю
下

全
Ｖ
以

12 22 底部
やや尖り気味の底部。
体部は斜め上方に延び
る。

外面 :ナ デ。
タタ■ (3条 /cal)。
底部ナデ。
内面 :ハ ケ。

石英 長
石 雲母
赤色斑
粒

外面 :黄灰
内面 :灰黄

SR2001 覆土
弥生土器
整

部

１０
下

体
Ｖ
以

体下部
体部は上方に立ち上が
る。

外面 :磨滅しているが
全体にハケ(7条/cm)
があつたと思われる。
内面 :ケ ズリのちユビ
オサエ。

石英 長
石 赤色
斑粒

灰自、進
廂
輛
暉
繭

SR2001
区

■ 覆土
弥生土器
高杯

口縁部
1/19
220 杯都

屈出して外反。口縁端
部丸みをもって収め

外面 :回縁部ヨコナデ
のちヘラミガキ (幅 4
tld/本 )。
杯都ナデ。
内面 :口縁部ハケ (5
条/cm)の ちヘラミガ
キ (幅3 5mm/本 )。

雲母 赤
色斑粒
黒色斑粒

画
面
外
内
灰
灰

郷 SR2001
ユ区
G-1■ 2 覆土

弥生土器
高杯

杯部
1/8 杯部

杯部屈曲してやや外方
に延びる。日縁端部方
形状に収め、僅かに外
下方につまみ出す。

外面 :剥 離のため調整
不明。
内面 :剥 離のため調整
不明。
体部ハケ (9条/cm).

石英 結
晶片岩
赤色斑粒

外面 :淡黄
橙
内面 :灰白

SR2∞ 1 1区 覆土
弥生土器
高杯
脚柱部
1/4 脚柱部

杯部外上方へ立ち上が
る。脚部外下方に拡が
る。透かし孔 6ケ所有
り。

外面 i歴減のため調整
不明。
内面 :杯部調整不明。
脚部ケズリ (幅 ユcm以
上 )。

結
　
粒
岩
斑

石
片
色

長
晶
赤

画
面
外
内
橙
橙 焼成不良。

SR2001 1区 覆土
弥生土器
高杯
脚裾部
1/6 脚部

緩やかに外下方に拡が
る。脚端部四角 く収
め、僅かに上方につま
み出す。

外面 :脚部ハケ (■条
/餌)の ちタタイのち
ナデ。
内面 :ハケ(7条 /cm)。

長石 赤
色斑粒

外面 :灰自
内面 :灰白

SR2tOユ 1区 覆土
弥生土器
高杯
脚柱部
1/1

脚部
屈曲して外下方に拡が
る。脚柱に穿孔を施す。

タト面 :脚部上ナデのち
ユピオサエのちハケ
(■条/cI)。 脚部下タ
タキ(5条 /cm)。 穿孔
有り。
内面 :杯部ユビナデお
よびユピォサエ。
底部ハケ単位不明。

雲母 赤
色斑粒
黒色斑粒

外面 :浅責
橙
内面 :浅黄
橙

閉 SR2001 1区 覆土
弥生土器
高杯
口縁部
2/9

口縁部屈曲して外反
し、回縁端部を丸く収
める。

外面 i摩滅のため調整
不明。
内面 :磨減のため調整
不明。

長石 赤
色斑粒

黄
橙
浅

面
面
外
内
橙

SR2001 I区 覆士
弥生土器
鉢
鉢
4/5

日縁～
体部上

体部、内彎気味に立ち
上がり、日縁端部は方
形状に収める。

外面 :日縁部剥離のた
め調整不明。
体部タタキ(3条 /cml
のちヘラケズリ (幅 3
na)。

内面 :摩滅の為調整不
明。

雲母 赤
色斑粒
黒色斑粒

外面 :褐灰
内面 :橙

同一個体を

合わせた残
存率。

26 SR2t Ol 1区 覆土
誅生土器
鉢
口縁部
1/16 43 ヽ

上
縁
部
口
体

体部、内鸞気味に立ち
上がり、口縁部は僅か
に外反しながら外上方
に開き、口縁端部を九
く収める。

外面 :ナ デのちユビオ
サエ。
内面 :ナ デのちユビオ
サエ。

石英 長
石 赤色
斑粒

外面 :にぶ
い橙
内面 :浅黄
橙

SR2001 ユ区 覆土
弥生上器
鉢
底部
〃3 底部

体部は斜め上方に延び
る。底部丸底。

外面 :体下部 タタキ
(4条/m)。
内面 :ナ デ。

長石 赤
色斑粒

外面 :に が
い橙
内面 :灰黄

SR2001 覆土 製塩土器 鉢
2/5 底部

僅かに突き出した小さ
な平底。体部は斜め上
方に延びる。

外面 :板ナデ。
底部板ナデ。
内面 :ハ ケ(5条/07
ed)の ちユピオサエ.

石英 長
石 雲母
砂岩

橙
離

画
面
外
向

外面に黒班
有り。

SR2002(」二:器 )

報告書
掲載筆
=
遺 構 出土地点 層  位 器 種 残存率

径
，伽

日
ぐ

部
径
，
大

ｍ

体
最
ぐ

底 密
(Qn)

螂
醜
径
ｍ

高
，

高
存

ｍ

器
残
く

その他
の法量
(ed)

部位 形  態 調   整 含有物
組 成 色 調 備 考

SR2002 第 2遺構面
弥生上器
霊
体部
1/5 体 部 体部内彎。

外面 :調整不明。
一部ハケ(8粂/m)。
内面 :調整不明。
一部ハケ(8条 /cm)。

石英 雲
母 結晶
片岩 赤
色斑粒

外面 :浅黄
橙
内面 :浅黄
橙

内外面とも
剥離 著 し
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SR3001(土器 )

報告書
掲載番号

遺 構 出土地点 層  位 器  種 残存卒
径
，

部
径
，
大

ｍ

体
最
＜

径
，
底
く
瑯
配
径
鰤

高
，

高
存

ｃｍ

器
残
く

他
量
，

の
法

ｃｍ

そ

の
く

部位 形  態 調  整
物
成
有含
紅 色  調 備 考

SR3001 t区 覆土
弥生土器
壷
瑯
И

95 頸きヽ 頸部直立。
外面 :ナ デ。
凹線文 4条。
内面 :ナ デ。

雲
色赤

英
　
粒

石
母
斑

外面 :灰 白
内面 :に ぶ
い責袴

S延モ3001 t区 覆土
弥生土器 瑯
酪
灯

135 頸部
頸部緩やかにタト反して
いる。

面
面
外
内
調整不明。
調整不明。

石英 長
石 雲母
赤色斑粒

外面 :澄
内面 :澄

SR3001 1区 覆土
弥生土器 底部

1/2
72 30 底 部

平底。体部は外上方に
延びる。

外面 :ナ デ。
底部ナデ。
内面 :ナ デ。

石英 緒
晶片者

外面 :橙
内面 :灰白

SR3001 t区 覆土
弥生土器
壺
螂
勇

底部
平底。体部は外上方に
延びる。

外面 :体部ユビオサエ。
底部調整不明。
内面 :調 整不明。

雲
色赤

英
　
粒

石
母
斑

外面 :に ぶ
い橙
内面 :灰白

SR3001 1区 覆土
弥生土器 部

Ю

底
ν 底 部

平底。体部は外上方に
廷びる。

外面 :ナ デ。
底部調整不明。
内面 :ユ ビオサエのち
ケズリ (幅 1 0cm)。

石英 長
石

面
　
面

外
掲
内
娼

灰 責

灰責

SR3001 覆土
弥生土器
壺
螂
И

体下部
～底部

僅かに上げ底。体郡は

斜め上方に延びる。

外面 :調整不明。
ナデ。
内面 :調整不明。
ケズリ (幅 1 3cm)。

韓ａ鵡駒

石
石
結
　
紅

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 1にぶ
い黄橙

SR3001 覆土
弥生土器 底部

1/7 底部
僅かに上げ底。体部は
斜め上方に延びる。

外面 :板ナデ。
底部板ナデ。
内面 :ケ ズリのちナ
デ。ユビオサエ。

韓Ｊ鵬麺

石
石
結
　
粒

ぶ
橙
に

面
面
橙

外
内

い

SR3001 覆土
弥生上器 体

１０
全
フ 86 体下部

～底部
平底。体都は外上方 I
延びる。

外面 1体下部ハケ
条/cm)。
底部ナデ。
内面 :ヘ ラケズリ
1 3cm)。

韓封鵬麺

石
石
結
　
粒

外面 :にぶ
い黄橙
内面 :にぶ
い黄橙

SRS001 覆土
弥生土器 底部

1/5 底 部
平底。体部は外上方 I
延びる。

外面 :ナ デのちユどオ
サエ。
底部ナデ。
内面 :ユ ビオサエのち
ケズリ。

石英 長
石 赤色
斑粒

外面 :橙
内面 :灰白

古墳 古代。

SR3091 覆土
弥生土器 廓
勇

底 部
僅かに上げ底。体部は
上方に延びる。

外面 :体部調整不明。
底部ナデおよびユビオ
サエ。
内面 :ヘラケズリ (幅
1 2cm)の ちユ どオサ

石英 雲
母 結晶
片岩 赤
色斑粒

外面 :淡赤
橙
内面 :に ぶ
い橙

獣 3001 1区 覆土
弥生土器

部

１０
下

底
ツ
以

底 部
平底。体部は直線的に
立ち上がる。

面
部
面

外
底
内 欠損している

緒
　
粒
岩
斑

英
片
色

石
晶
赤

白
明
灰
不

面
面
外
内

焼成やや不
長。

覆土
弥生土器 部

Ю
底
ν 底部

平底。体部は外上方に
延びる。

面
部
面
サ

外
底
内
オ

体部ユピオサエ。

ケズリのちユビ

石英 結
晶片岩
赤色斑粒

外面 :灰自
由面 :橙

院成やや不
良。

SR3001 覆土
弥生土器
壷

部

Ю
下

底
ソ
以

体下部
～底部
やや丸底。体都は斜め
上方に延びる。

外面 :体部タタキ (3
条/cm)。
底部調整不明。
内面 :体部ケズリ (幅
i Ocm)。

底部ユビオサエ。
摩減のため不明部分多

長
晶
赤
結
　
粒

英
　
岩
斑

石
石
片
色

外面 :黄灰
内面 :灰 白

SR3001 覆土
弥生土器 醐
略

底部
平底。体部は外上方に
延びる。

外面 :体部調整不明。
底部ナデ。
内面 :ケ ズ リ (幅12
cm)。

長
色赤

英
　
粒

石
石
班

ぶ

橙

に

面
面
橙

外
内

い

SR3001 覆土
弥生土器

底部

1/1
底部
僅かに上げ底。体部は

外上方に延びる。

外面 :体部板ナデ。
底部ナデ。
内面 :ヘラケズリ。

石英 長
石 赤色
疵粒

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :澄

外面に黒斑
有り。

SR300] 覆土
弥生土器 底部

1/2 底 部
九底。体部は外上方に
延びる。

面
面
，
。

外
内

ｍ

調整不明。
ハケ(8条/15 石英 長

石 雲母
灰
灰

面
面
外
内

1区 覆土
弥生土器
甕 略蜘麻

口縁部

口縁部短く外反。口縁
端部を僅かにつまみ上
げ、断面を方形状に収
める。

外面 :ナ デ。
内面 :ナ デ。
等射鵬柳

石
石
結
　
粒 橙

面
澄
面
黄

外
い
内
い

断面実測。

田 OO] 1区 覆土
弥生土器
甕 醐卿噺

145 日縁部

日縁部短く外反。口縁
端部を僅かにつまみ上
げ、断面を方形状に収
める。

外面 :ナ デ。
内面 :ナ デ。
蝶“甜旋粒

石
石
結
岩
斑

外面 |にぶ
い橙
内面 :にぶ
い黄橙

1区 覆上
弥生土器
鉢 蹴珈噺

縁
部
口
体

体部内彎気味に立ち上
がる。日縁都緩やかに
外反し、端部を丸く収
める。

外面 1日 縁部 ヨコ
デ。体部ナデ。
内面 :口 縁部 ヨコ
デ。体部ヘラケズリ

ナ

ナ

長
母
斑
雲
色

英
　
赤

石
石
　
粒

面
澄
面
橙

外
い
内
い

SR3001 1区 覆土
弥生土器
鉢

縁
れ 帷脚

体部外上方へ若干内警
気昧に立ち上がる。日
縁端部方形状に収め

外面 :日縁部ヨコナデ。
体部調整不明。
内面 :調埜不明。

石英 長
石 雲母
結晶片岩
赤色斑粒

橙
橙
面
面
外
内

SR3001 I区 覆土
弥生土器
鉢
口縁部
1/10
220 口縁～

体部

体部内彎気味に立ち上
がり、日縁部僅かに外
反し、端部尖り気味に
収める。

外面 !ナ デ。
内面 :ナ デ。

長石 赤
色斑粒

外面 :橙
内面 :に ぶ
い橙

SR31X11 1区 覆土
弥生土器
鉢
口縁部
1/10

58 口縁～

体部上

口縁部緩やかに外反。
日縁端部九く収める。
体部上位が 12‐ かに張

外面 :日縁部ヨヨナデ
のちタタキ。
体上部ユビオサエのち
タタキ (4条 /cm)。
内面 :国 縁部 ヨヨナ
デ。体上部ハケ (9粂
/1 2cm)の ちヘラミ
ガキ (幅 311n/本 )。

赤
　
粒
粒
斑

母
斑
色

雲
色
黒

橙

ぶ

赤

に
橙

面
面
黄

外
内

い

朗 001 1区 覆土
弥生土器
鉢 醜蜘断

口縁～

体部上

彎
口
や
収

干
る
し
丸

若
が
反
部

へ
上
外
端

方
ち
く
て

上
立
短
し

外
に
は
厚

ｏ

部
味
部
肥
る

体
気
縁
や
め

外面 :日 縁部 ヨコナ
デ。体上部ユビオサエ。
内面 :調整不明。

石英 長
石 結晶
片岩 赤
色斑粒

澄
澄

面
面
外
内

焼成やや不
良。

1区 覆土
弥生土器
鉢

都

１０
下

体
Ｖ
以

24 9 246 体部上

体部外上方へ若干内簿
気味に立ち上がる。日
縁部は緩やかに屈曲し
外反する。

外面 :日縁部ヨヨナデ。
体部タタキ(4粂 /tl)。
内面 :口 縁部 ヨコナ
デ。体部ハケ (幅 5条
/cm)。

雲母 赤
色斑粒
黒色斑粒

外面 !澄
内面 :澄
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告
籐 遺 構 出土地点 層  位 器 種 残存率

口 径
(cm)

部
径
，
大

ｃｍ

体
最
て

底 径
(cn)

瑯
朧
径
ｍ

器高
残存高
(cm)

その他
の法量
(m)

部位 形   態 調   整 合有物
組 成 色  調 備 考

SR3001 1区 綴土
ltN生土器
高杯 隠蜘匠

50 杯部

杯部屈曲してやや外方
に延びる。日縁端部方
形状に収める。

外面 :口縁部摩減のた
め調整不明。
杯部調整不明。
内面 :摩 減のため調整
不明。

石英 雲
母 結品
片岩 赤
色斑粒

ぶ
　
黄

に
　
浅

面
橙
面

外

い
内
橙

SR3001 1区 覆土
土師器
甕 醐蜘匠

口縁部
口縁部屈曲して緩やか
に外反する。

外面 :ナ デ。
内面 :調 整不明。

石英 結
品片岩
赤色斑粒

灰
灰

画
面
外
内

SR3001 1区 覆土
土師器
甑
瑯
ψ

43 底部
底部より外上方に延び
る。底部穿孔有り。

外面 :ナ デ。
内面 :ハ ケ(Ю条/a)。

石英 雲
母 結晶
片岩 赤

褐
灰
黒
暗

面
面
外
内
責

外面に煤付
着。

V SR3001 1区 覆土 腿
杯 嘲蜘晰

口縁部

暫

口
に

内

ｏ
味

干
る
気

若
が
り

へ
上
尖

方
ち
や

上
立
や

ｏ

外

に
部

る

部
味
端
め

体
気
縁
収

外面 :ナ デ。
内面 !ナ デ。

長
色赤

英
　
粒

石
石
斑

画
面
橙

外
内
い

灰自

SIモ3001 1区 覆土
上師質土器
杯 嚇珈垢

口縁部

彎

口
に

内

ｏ
味

干
る
気

若
が
り

へ
上
尖

方
ち

や

上
立

や

ｏ

外

に
部
る

部
味
端
め

体
気
縁
収

外面 :ナ デ。
内面 :ナ デ。

石英 長
石 結晶
片岩 赤
色斑粒

自
黄
灰
浅

面
面
外
内
橙

1区 覆土
土師質土器
杯 瑯％

底部
平底。体部は外上方に
延びる。

外面 :調整不明。
底部回転ヘラ切りのち
ナデ。
内面 :回転ナデ。

長石 赤
色丸粒

外面 :灰白
内面 :浅責
橙

SR3001 1区 覆土 腿
杯
螂
勇

底部
平底。体部は外上方に
廷びる。

面
面
外
内
ナデ。
回転ナデ。

石英 長
石 赤色
斑粒

白
黄
灰
浅

画
面
外
内
橙

中世。

SR3001 1区 擾土
上師資土器
杯

部
１０
底
ν 底部

体部外上方へ直線的に
開 く。体部と底部との

境不明暗。

外面 :回 転ナデ。底部
回転ヘラ切 り。
内面 :回 転ナデ。

粒
母
斑
雲
色

外面 :澄
内面 :橙

中世。

SR3003(土器 )

報告書
協載番号

遺 構 出土地点 層 位 器  種 残存率 口 径
(cm)

部
径
，
大

ｅｍ

体
最
て

底 径
(m)

瑛部
(脚柱 )
径
(cm)

高
，

高
存

ｃｍ

器
残
く

他
量
，

の
法

ｍ

そ

の
で

部位 形  態 調   整 含有物
径 成 色  調 循  考

SR3003
区

・４
覆上

弥■土器
茎 醐第

13] 口縁～

体部上

口縁部外反。日縁端部
は丸 く収める。頸部は
肥厚する。

ナ
　
ナ
お”］回縁都ョコ蜘

耐
。体献
。体，。

外
デ
内

デ

ｃｍ

長
色赤

英
　
粒

石
石
斑

赤明
　
橙

面
　
面

外
褐
内

SR4001(土器 )

告
期

遺 槽 出土地点 層  位 器 種 残存率 日 径
(C4)

部
径
，
大

ｃｍ

体
最
＜

径
，
底
て

顕部
(脚柱 )
径
(cm)

高
，

高
存

ｃｍ

器
残
く

他
量
，

の
法

ｃｍ

そ

の
く

部位 形  態 調   整 含有物
組 成 色  調 備 考

SR4001 蕨土
弥生土器 底部

1/5
体下部
～底部
僅かに上げ底。体部は
外上方に廷びる。

外面 :体部調整不明。
底部ナデ。
内面 1体部調整不明。
底部ユビオサエ。

石英 長
石 雲母
結晶片岩
赤色斑粒

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :に ぶ
い黄橙

SR4001 覆土
弥生土器 部

１０
底
ν 底 部

平底。体部は斜め上方
に廷びる。

外面 :体部調整不明。
底部ナデ。
内面 :剥離のため調整
不明。

石英 雲
母 赤色
班粒

白
明
灰
不

面
面
外
内

内面剥離の
ため厚み測
定不可。

SR4001
,とから10B 1区 覆上

土
杯
生
高
弥

鵬И
杯部接合部より直線的
に外方に延びる。脚音ト
下方に延びる。

外面 :杯部ハケ (9条
/帥 )。
内面 1杯都不明。

石英 長
石 雲母
角閃石

外面 :に が
い黄橙
内面 :灰黄
褐

と区 覆土
弥生土器
鉢
鉢
ψ

回縁～

底部

九底。上半がやや張っ
た体部を持ち、口縁部
に緩やかに屈曲、外反
し端部は九く収める。

ナ
　

ナ
　

ナ
／

ヨ
　

ち

　

コ
粂

陣
。つ
　
陣
ψ
　
工。

麟
ガ
滑
　
騰
ノヽヶ　
か

□
都
ピ
　
ロ
部
　
ビ

耐
。体紳
。耐
。体，。解

外
デ
底
デ
内
デ
ｃｍ底

長石 砂
岩 栓

橙
淡

面
面
外
内

SR4001 1区 覆土
弥■土器
然
全体
3/10

18 2 日縁～

底部

丸底。体部は九みをお
びて内瞥気味に立ち上
がる。端部は尖り気味
に収める。

外面 :体部タタキ (3
条/cm)。
底部ナデ。
内面 :調 整不明ハ

石英 長
石 雲母
赤色斑粒

黄明
　
橙

面
　
面

外
掲
内

1区 覆土
弥■■器
賽 蹴蜘麻

10
口縁～

体部上

日縁部「く」字状に外
反。日縁瑞部方形状に
収める。

外面 :日 縁部タタキ。
体部タタ■(4粂/cm)
のちハケ (5条 /cm)。
内面 :口縁部ヨコナデ
のちハケ(4条/D4.al。
体部ハケ (8粂 /cm)。

長
色赤

英
　
粒

石
石
斑

外面 :澄
内面 :に ぶ
い責澄

1区 優土
弥生土器
誕
口縁部
1/4

口縁～

体部上

口縁部緩やかにタト反。
日縁端部内警気味につ
まみ上げる。

外面 :日縁部撲凹線文
1条。ヨヨナデ。
体上部ハケ(11条/13
en)。

内面 :回 縁 部 ヨコナ
デ。体上部ユビオサエ。

石英 雲
母 結晶
片岩 赤
色斑粒

赤
橙
明

面
面
外
内
褐

焼成不長。

‐
0 1区 覆土

lt生土器
整

部
Ю
顎
ツ 頸部

顕部屈曲し、日縁部緩
やかに外反する。

外面 :タ タキ(4条/cm
のちハケ (6条 /cm)。
内面 :ハ ケ(4条 /cm)。

石英 長
石 結晶
片岩 赤
色斑粒

外面 :浅 責
橙
内面 :灰白

焼成やや不
良。

SR4001 覆土
弥生土器
羹

部

１３
体
ツ 100 体部

やや球形に近い体部を
もち、日縁部に向かっ
て内瞥しながら立ち上
力
'る `

面
面
デ

外
内

ナ

ハケ(9条 /cm)。
ユビオサエのち 尊剖帥

石
石
赤

歩
橙
明

画
面
外
内
褐

外面に媒付
着。

覆土
弥生土器
霊
瑯
И

底部
丸底。体都は外上方に
延びる。

外面 :タ タキ (4条/
cn)。

内面 :ケ ズ リの ちユ ビ
オサニおよびナデ。

石英 雲
母 結品
片岩 赤
色斑粒

灰

ぶ

褐

に
橙

面
面
黄

外
内

い
焼成長好。

_QR4001 覆土
孫生土器
整

部

１０
底
Ｖ 底部

lu‐かに丸底。体部は外
上方に廷びる。

面
面
外
内
板ナデ。
ナデ。

長
色赤

英
　
粒

石
石
斑

外面 :灰
内面 :黒褐

焼成ミ好。

覆土
主師質土器
杯
全体
9/10 醍

購
体部外上方へ直線的に
立ち上がり、日縁瑞部
を丸く収める。

外面 1回 転ナデ。底部
静止糸切 り。
内面 :回 転ナデ。

雲母 赤
色斑粒

外面 :橙
内面 :浅黄
橙

焼成やや不
良。
内面に黒斑
有 り。
中世。
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1区 第 1包合層 (土器 )

報告書
掲載番号

遺  構 出土地点 層 位 器  種 残存率
径

，

部
径
，
大

ｍ

体
最
＜

径
う
底
く

螂
蹴
径
くｃｍ，

高
，

高
存

ｍ

器
残
＜

他
量
ナ

の
法

ｍ

そ

の
く

形  態 調   整 含有物
組 成 色  調 備 考

区

・３
第1包含層

弥生土器
整 嘲蜘灯

239 口縁～
体部上

口緑部「く」字状に外
反。日縁端部を固角く
収める。

外面 :口縁部黒J離のた
め調整不明。体上部ナ

内面 !剥離のため調整

石英 長
石 雲母
結晶片岩
赤色斑
粒

外面 :にぶ
い黄橙
内面 :にぶ
い黄橙

1区 第 2包含層 (土器 )

告
鶉

選 構 出土地点 層  位 器  種 残存率
径

，

部
径
，
大

ｍ

体
最
で

底 径
(cm)

螂
雌
径
くｃｍ，

高
，

高
存

ｃｍ

器
残
＜

その他
の法景
(cm)

部位 形  態 調   整 合有物
組 成 色 調 備 考

1区 第 2包含層 弥生土器 醐И瑯黎
105 口4豪～

体部上

口縁部大きく外反。口
縁端部内傾して上下に
拡張する。

外面 1口縁部凹線2条。
頸部板ナデのちユピオ
サエ。 体上部ハケ(7
粂/0 7cm)。
内面 :ナ デ。剥離部分
が多い。

長
色赤

英
　
粒

石
石
庭

面
白
面

外
灰
内

澄

灰白

l区 第 ワ2合層 弥生土器二重口縁豆 蹴開
日縁部

口縁部屈曲して外反
し、下方に拡張し、直
立する。口縁端部を四
角く収める。

外面 :口縁部ヨコナデ。
磨滅のため調整不明。
内面 :口縁部ヨコナデ。
摩減のため調整不明。
韓櫛鱗柳

外面 :橙
内面 :橙

焼成不良。

“

区

・１
第2包含屠 弥

生土器
壺

部

０鵡“
21 0 日ri部

す
部

口
拡

立
縁

ヽ
に

直

口
し
下

に
く
反
上

か
続
外

や

僅

に
に
や

部ヽ

か
は

ｏ

は
頭

や
部

る

郎

ｏ
緩
端
す

頸
る
は
縁
張

外面 :口縁部ヨコナデ。
日線 2条。顕部ヨヨナ
デ 。

内面 :口縁部ヨヨナデ。
顕部ケズリ。

石英 長
石.雲母 .

結晶片岩
赤色斑粒

面
褐
面
褐

外
い
内
い

区

ワ 第 2包合層
弥生土器 .rk部

1/3

頸部ヽ

体部
顕部直立。頭部から体
部へ緩やかに拡がる。

面
面

エ

外
内
サ

板ナデ
板ナガ。ユビオ

石薬 長
石 雲母
結晶片岩
赤色斑泣

面
　
面

外
褐
内

灰賣

浅黄
接合痕有り

1区 第 2包含層
弥生土器

部
１０
下

体
ツ
以

体部下
体部は斜め上方に延び
る。

面
面
外
内
ユビオサエ。
ケズリ。

石英 雲
母 結晶
片岩 赤

画
　
面

外
褐
内

明赤

灰黄

1区
第 2包合層 弥

生土器
壺
螂
第

底部
平底。体部は斜め上方
に延びる。

外面 :体下部板ナデ。
底部ナデ。
内面 :ケズリ(幅 2 2cm)。
底部ユビオサエ。

石英 雲
母 結晶
片岩 赤
色斑粒

外面 :にぶ
い黄橙
内面 :浅黄

区

・５
第 2包合層

弥生土器
甕
口縁部
1/10 口縁、帥

口縁部短 く外反。口縁
端部内傾 して上方に拡
張。

面
面
外
内
ナデ。
ナデ。

石英 長
石 赤色
IT粒

外面 橙
面
裕

丙
口
い

区

・４
第 2包含層

弥生土器
箋

部
２
縁
ハ
140 口縁～

顕部

口縁部短く外反。日縁
端部を上方につまみ上
げ、四角く収める。

外面 !ヨ コナデ。
内面 :ヨ コナデ。

雲H 赤
色斑粒
黒色斑粒

ぶ
橙
に

画
面
橙

外
内

い

84
区

・５
第 9包含層 弥

生上器
斑 醐山麻

口縁部
回縁部短 く外反。口線
端部はやや上 下 に砿
張。

外面 :ヨ コナデ。
内面 :ヨ ヨナデ。

石英 雲
母 結晶
片岩 赤
色斑粒

ぶ
　
パ

橙
　
沿

面
黄
面
苦

外

い
内

い

区

・５
第 2包含層 弥

生土器
誕
日縁部
ユ/8

143 18
日耳尿～

頭部

回縁部短く外反。口協
端部を性かにつまみ上
げ、四角くJ又める。

デ
デ
ナ
ナ

画
面
外
内

石英 結
晶片岩
赤色斑粒

面
澄
面
橙

外
い
内
い

第 2包合層
弥生上器
霊

口縁苫[
1/10
以下
142 日縁～

体部上

口縁部短く外反。日縁
端部方形状に収め、上
端を僅かにつまみ出す。

外面 :回縁部ココナデ。
体部調整不明。
内面 :日縁部ヨコナデ。
体部調整不明。

石英 長
石 雲母
赤色斑粒

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :にぶ
い黄橙

区

・２
第 2包含層

弥生土器
整
口縁部
1/18
240 口縁きヽ

口縁部緩やかに外反。
口縁端部丸 く収める。

デ
デ

面
画

外
内

石英 雲
母 結晶
片岩 赤
竹翼締

外面 :灰白
内面 :浅賞
橙

88 1区 第 2包合 liV・ 弥
生上器
菱
体著[
1/5

体上菩ヽ
体部、上方へ緩やかに
内彎しながら立ち上が
る。

外面 :体上部ハケ (8
条/1 lcm)。
タタキ (3条/m)。
内面 :調整不明。

石英 長
石 結晶
片岩 赤
れ■Tl・

橙
黄
淡
浅

面
面
外
内
橙

焼成不良。
棲合痕右り

1区 第 2包含層 弥
生土器
霊

部

１０
頸
ν 体部

回緑部外反。体部あま
り張り出さない。

外面 :体上部 タタキ
(3粂/1 lem)の ち
ハケ (12条/17側 )。
内面 :ケ ズリ (幅 18
m)。

石英 長
石 雲母

外面 :橙
内面 !灰自

1区 第2包含層
弥生土器
整
鉢
勇

58 体下部
～底部

平底。体部は斜め上方
に延びる。

外面 :体下都 ミガ
(幅 311n/本 )。
底部ナデ。
内面 tヘラケズリ
1 5cm)。

(幅

尊聾側輛

石

石
赤
粒
石

外面 :に ぶ
い褐
内面 :に ぶ
い貢褐

古頂 古代。

1区 第 2包含層 弥
生上器
高杯
榊
略

66 杯部

杯部接合部より直線的
に斜め外方に延び、屈
出して緩やかに外反
し、国縁瑞部を固角く
収める。

外面 !口縁部ヨコナデ
のちヘラミガキ (幅 3
1」 /本 )。 杯部ヨヨナ
デの ちハケ (8条/
cm)。

内面 :日 縁部ヨコナデ
のちヘラミガキ (幅 3
11/本 )。 杯部ヨコハ
ケ左上がりのハケ (6
条/cm)。 杯部下位 タ
テハケ (8条 /tal)。

雲母 赤
色斑粒
黒色斑粒

外面 :橙
内面 :橙

区

・５
第 2包含層

弥生土器
嵩杯 脚第

43 脚柱部
杯部外上方へ開く。脚
部外下方に拡がる。

外面 :ナ デ。
内面 :ナ デ。

石英 長
石 赤色
斑粒

面
橙
面
俗

外
い
内
い
イこ,ド

区

・５
第 2包含層 弥

生土器
高杯 喘И

脚柱部 脚部外下方に拡がる
外面 :V・B整不明。
内面 :ナ デ。

長
色赤

英
　
粒

石
石
斑

外面 :淡橙
内面 1に ぶ
い橙

区

・５
第 2包含層

株生土器
高杯 朧第

37 脚柱都
杯部外上方へ開く。脚
部外下方に拡がる。

外面 :ナ デ。
内面 :ナ デ。 韓到魏

石

石

赤

外面 :に パ
い橙
内面 :橙

区

お 第 2包含層 弥
生土器
高杯 階ψ

33 31 脚柱部
杯部外上方へ開く。脚
部外下方に拡がる。

面
面
外
内
ナデ。
ナデ。

石英 長
石 赤色
薩粒

面
橙
面

外
い
内

にぶ

澄

1区 第 2包含層 弥生土器
高杯
脚柱部
1/1

脚柱部
脚部僅かに屈曲して外
下方に拡がる。

外面 :ヨ コナデ。
内面 :杯部調整不明。
脚部ケズリ。

長
品
赤
結
　
粒

英
　
岩
斑

石
石
片
色

橙
橙

面
面
外
内

―- 1190 -一



報告書
掲載番号

遺  構 出土地点 層  位 器  種 残存率 口 径
(cm)

部
径
，

体
敷
くｃｍ

径
，帥

底
て

螂
朧
径
鰤

高
，

高
存

ｃｍ

器
残
く

その他
の法量
(∞ )

部位 形   態 調  整
物
成
有含
組 色  調 備  考

1区 第 2包合層
弥生上器
高杯
脚
勇

158 34 脚部

緩やかに外下方に拡が
る。脚端部四角く収め、
僅かに上下に拡張する。

外面 :脚部ハケ(12条/
cm)。 タタ■(5先 /cml。
端部ヨコナデ。
内面 :ナ デ。

石英 長
石 結晶
片岩 赤
色斑粒

外面 :灰白
内面 :灰白

焼成不良。
剥離のため
調整がわか
りにくい。

区

・２
第 2包含層 弥

生土器
鉢
口縁部
1/8

30 醍
僻
体部内彎気味に立ち上
がり、口縁端部は方形
状に収める。

デ
デ
ナ
ナ

画
面
外
内

長石 結
晶片岩
赤色斑粒

外面 :淡橙
内面 :淡橙

第 2包含層 弥
生土器
鉢
底部
1/1

体下部
～底部
小さな平底。体部は外
上方に延びる。

外面 :体下部 タタキ
(4条/cn)の ちナデ。
底部板ナデのちナデ。
内面 :板 ナデのちナ
え ヨコ方向のテデ。
底部ユピオサエ。

赤
　
粒
粒
斑

母
斑
色

雲
色
黒

灰
灰

面
面
外
向

全体に表面
が到離して
いる。

100
区

・２
第 2包合層 弥

生土器
鉢

部
１０
底
γ

体下部
～底部

九底。体部は斜め上方
に延びる。

外面 1体下部 タタキ
(4条 /cr)。
底部ナデ。
内面 :調整不明。

長石 赤
色斑粒

外面 :灰自
内面 :橙

第 2包含層 弥
生上器
甑
底都
1/1

体部～
底部

底部より外上方にの
び、中位よりやや屈祈
して内彎気味に立ち上
がる。底部穿孔有り。

外面 :体部摩滅してお
り調整不明。体下部タ
タキ(3条/cm)のちハ
ケ(10条/ca)。
内面 :ハ ケ(10条/cm)
のちユビオサエ。

石英 雲
母 結晶
片岩 赤
色斑粒

仄
灰

面
面
外
内

底部に煤付
着。

102 第 2包含層
弥生土器
襲

部
１０
体
Ｖ 体音S

体部上方へ直線的に立
ち上がる。

外面 :タ タキ (3粂/
鉤)。一部ユビオサエ。
内面 :板ナデ。
ユビナデのちユビオサ

石英 長
石 結晶
片岩 赤
色斑粒

画
　
面
橙

外
橙
向
い

淡赤

にぶ

外面に黒斑
有 り。
製塩主器。

第 2包含層 瑞
椀

部
１０
下

体
Ｖ
以

体部
体部外上方へ内彎しな
がら開く。

外面 :回転ナデのちユ
ビオサエ。
内面 :不明、ヘラミガ
キ(幅 2硼/本 )。

石英 雲
母

黒
黒

面
面
外
内

焼成やや不
賞。
中世。

第 2包含層
土師器
椀
高台
1/4 高台

難り付け高合で「ハ」
の字に開き、断面逆=角形に収める。

面
面
外
内
回転ナデ。
回転ナデ。

長石 赤
色斑粒

橙
橙

画
面

外
内 古墳 古代。

第 2包含層
土師質土器
杯
底部
1/5

16 底部
体部外上方へ廷びる。
体部と底部の境やや不
明瞭_

面
ラ
面

外

へ
内

転回部底デ

ｏ
デ

赤
　
粒
粒
斑

母
斑
色

芸
色
黒

橙
橙

画
面
外
内

106 1区 第 2包含層 土鍾 完形
長さ70飩

幅1豹
重さ,1磁

全部
外面 :ナ デ、ユどオサ

雲母 結
晶片岩
赤色斑粒

外面 :に ぶ
い黄橙

1区 第 3包含層 (土器)
報告書
掲貌番号

選 構 出土地点 層  位 器  獲 残存卒
径

，

部
径
，
大

ｍ

体
最
く

底 径
(cm)

頸部
(脚柱 )
径
(cm)

高
，

高
存

ｍ

器
残
く

他
量
ｊ

の
法

∞

そ
の
て

部位 形  態 調   整 含有物
組 成 色 調 術  考

107 第 3包含層
弥生土器 底部

4/5
体下部
～底部
平底。体部は斜め上方
に延びる。

外面 :体部ハケ(5条
/1 2cm)。 ユビオサエ。
底部ナデ。
内面 :摩滅のため調整
不明。

石英 雲
母 結晶
片岩 赤
色斑粒

責
橙
灰

画
面
外
内

108
区

・２
第 3包含層 休生土器

茎
口縁部
ユ/8

口縁～

顕部

口縁部「くJの字に外
反し、日縁端都四角く
収める。

外面 :口縁部ナデのち
ユビオサエ。
頸部タタキ(3条 /ca)。
洵面 :日縁部ナデ。頸
部ケズリ。

雲
色赤

石
　
粒

長
母
斑

外面 :灰自
内面 :灰白

区

・
２ 第 3包含層

弥生土器
巽
螂
И

底部
平底。体部は斜め上方
に延びる。

外面 :体部タタキ(3
条/cm)。
底部ナデ。
内面 :体部ハケ(5条
/cm)。

石英 雲
母 結晶
片岩 赤
色斑粒

面
面
橙

外
内
い

灰白
外面に黒斑
有り。

区

・２
第3包含層 弥

生土器
高杯

部
Ю
脚
Ｖ 脚部

脚部外方向に拡がり、
端部は上下に拡張し、
四角く収める。円形穿
孔を施す。

外面 :脚部ハケ(7条
/0 5ca)。
脚端部ナデ。
内面 :ハ ケ(7条/14
cn)。

石英 雲
母 結晶
片岩 赤
色斑粒

外面 :灰白
内面 :灰白

区

・２
第3包含層 弥

生土器
鉢
瑯
璃

86 体都
体部丸 く内彎 してし
る。

外面 :摩滅のため調整
不明。
内面 :ハケ(7粂/cm)。
調整不明。

雲母 結
晶片岩
赤色斑粒

外面 :灰自
内面 :橙 焼成不貞。

第 3包含層 土師質上器
釜

不明 脚部

外面 :ユピナデおよび
ユビオサエ。
内面 :体部ナデ。

艦
　
粒
岩
斑

母
片
色

雲
晶
赤

外面 :灰白
内面 :にぶ 中世。

1区 第 4包含層 (土器 )
報告書
掲載番号

遺 穂 出土地点 層  位 器  種 残存率 口 径
(cm)

部
径
，
大

ｍ

体
晨
＜

径
，
底
ぐ

顕部
(脚柱)
径
(cm)

葛
，

高
存

帥

器
残
で

その他
の法量
(cal)

部位 形  態 調   整 含有物
組 成 色 調 備 考

1区
HC-5 第 4包含層

弥生土器 底部
〃8 底部

値かに上げ底。体部は
外上方に延びる。

外面 :体下部調整不明。
底部板ナデ。
内面 i摩滅のため調整
不明。

石英 長
石 雲母

タト面 :明黄
褐
内面 :灰

区

・２
第4包含層 弥

生土器 螂
勇

底部
平底。体部は外上方に
延びる。

面
明
面
明

外
不
内
不

磨減のため調整

産減のため調整

長
晶
赤
結
　
粒

英
　
岩
斑

石
石
片
色

外面 :不明
内面 :不明

1区
第 4包含層 弥

生土器
壷
螂
略

10 3 底部

檀かに上げ底。底部短
く直立し、体部は外上
方に延びる。

外面 :磨減のため調整
不明。
底部調整不明。
内面 :磨滅のため調整

石英 長
石 砂岩
赤色斑粒

外面 :橙
内面 :に ぶ
い黄橙

区

・４
第 4包含層 弥

生土器
甕 醐蜘界

150 口縁部
口縁部外反し、端部は
四角く収める。

外面 :ナ デ。
内面 :ハ ケ(5条 /cm)。 蝶聾蠅

石
石
赤

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に パ
い橙

第 4包合層 弥
生土器
菱 醐脚断

26 5 回縁部
口縁部屈曲して外反
し、端部を四角く収め

外面 :ヨ ヨナデ。
内面 :ヨ ヨナデ。

石英 雲
母

面
橙
面

外
い
内
務
灰黄

区

・４
第 4包含層

孫生土器
菱
底部
ユ/ユ 底部

小さな平底。体郭は斜
め上方に延びる。 体下部ノ、ヶて‐０”ゆ獅

離
れ
【
耐

外
条
オ
内

石英 ,雲

, 結晶
片岩 赤
色斑粒

白
黄
灰
灰
画
面
外
内 焼成不良。
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報告普
掲載番号

遺 構 出土地点 層 位 器  種 残存卒
径

，

部
径
，
大

ｃｍ

体
最
く

径
，
底
で

瑯
雌
径
くｃｍ，

器高
残存高
(cm)

他
量
，

の
法

ｃｍ

そ

の
て

部位 形  態 訓   整
物
成
有含
組 色  調 備 考

区

・４
第 4包含層 弥

生土器
菱
鰤
第

24 底都
平底。体部は斜め上方
に延びる。

外面 1体下部ハケ (7
条/cm)。
底部ハケ (4条 /cm)。
内面 :体下部ハケ (5
条/0 5cm)。
底部ユビオサエ。

長
色赤

英
　
粒

石
石
斑

外面 :灰白
内面 :灰占

区

３４

‐

Ｄ．
第 4包含層 弥

生土器
高杯 喘腑

杯部

体部外上方に立ち上が
る。国緑部屈曲して外
反 し、端部やや方形状
に収める。

外面 :口縁部ナデのち
ミガキ (幅 2m/本 )。
体部調整不明。
内面 :調 整不明。

石英 長
石 雲母
結晶片岩
赤色斑粒

タトE
褐
内面
掲

明赤

明赤

区
脚

‐

Ｄ
．

第 4包含層
弥生土器
鉢
螂
酪

体下部
～底部

元底。体部は夕1上方に
廷びる。

外面 :ハケ(7条 /cm)。
底部摩減のため調整不
明。
内面 :ユ ビオサエ。

石英 長
石 赤色
斑粒

自
黄
灰
浅

面
面
外
内
栓

1区 第 4包含層
土師質土器
杯
鉢
璃

回縁 ヽ

底部

体部外上方へ直線的に
立ち上が り、回縁端部
を丸 く収める。

外面 1回 転ナデ

底部静止糸切 り
内面 :回 転ナデ

雲母 赤
色斑粒

橙
橙

画
面
外
内

焼成不良。
中世。

SK4001(土器 )

告
難

遺  構 出土地点 層  位 器 蓬 残存率
径

，

部
径
＞
大

ｍ

体
最
で

底 径
(cm)

頭部
(脚柱 )
径
(cm)

高
，

高
存

ｃｍ

器
残
く

その他
の法呈

(cm)

部位 形   態 調   整 含有物
組 成 色 調 伽 考

SK41X11
1区

fry土
弥生土器
重 疏山床

158 18 回縁部
日縁タト反し、下端を僅
かにつまみ出す。

外面 :日縁端部に刻目
有 り。
磨減のため調整不明。
内面 :歴 減が激 しく調

雲
色赤

英
　
粒

石
母
斑

外面 :浅黄
橙
内面 :灰 白

SK4011i 覆土
弥生土器
董

部

１０
下

体
ν
以

50 体吉[
体部外下方へ大きく拡
がる。

面

つ
文
面

外
に
状
内

櫛橘直線文 1粂
8本のち櫛描波

ュビォサエ。

雲
色赤

英
　
粒

石
，
班

黄
黄
灰
灰

面
面
外
内

SK4001 覆土
弥生土器 口縁部

1/2 鍔径2?O 口縁、瑯

頸部は外上方に立ち上
がり、国縁端部を四角
く収める。国縁内側に
突帯がまわる。

タト面 :口縁部刻目。霰
部ミガキ(幅 2 mm/1本 )。
沈線。
内面 :調 整不明。
馨“帥

石
石
赤

灰
灰
栓

面
面
部

外
内

一

西部瀬戸内
系。

区

・４
覆土

弥生土器
斑

部

Ю
下

頸
ν
以

50 頸部ヽ

体部

体部内管しながら立ち
上がる。口縁部外反す
る。

外面 :摩減のため調整
不明。
内面 :ユ ビオサエおよ
びナデ。

雲
色赤

英
　
粒

ぶ
橙
に

画
面
橙

外
内
い

2区 包含層 (土器)

告
総

遺 構 出土地● 層 位 器  種 残々率
径

，

部
径
，
大

ｃｍ

体
最
く

径
，ｍ

底
く

霰部
(卿柱)
径
(cm)

高
，

高
存

ｃｍ

器
残
く

その他
の法量
(cm)

形   態 調   整 含有物
組 成 色 調 備  考

包含層
弥生土器 聴勇

口縁都
口縁部緩やかに外反
し、日・rA端部丸く収め

外面 :口縁部ヨヨナえ
FH部ナデのち板ナデ。
内面 :ナ デ。

雲
色赤

英
　
粒

石
母
斑

外面 :灰 貨
褐
内面 :に ぶ
い黄 IEA

包含層
休生土器

口縁部
1/10
以下

63
口縁～
瑛部
口縁、顎部直立し、端
部を丸く収める。

外面 :口縁部刻目。頸
部櫛描直線文 (7条/
12側 )。 櫛描波状文単
位不明。
内面 :ナ デ。

石英 雲
母 赤色
斑粒

外面 :褐
内面 :に ぶ
い黄橙

包含層
弥生土器 顕部

1/5

部
部
顎
体

票部から体部へ外下方
へ拡がる。

外面 :顎部凹線 7条 。
体上部刻目。
ユビオサエのちハケ
(7条 /cm)。
内面 :ケ ズリ(幅 1 3cm)。

石英 長
石 結晶
片岩 赤
色斑紅

外面 :灰自
内面 :に ぶ
い責橙

包含層
lt生土器 体下部

1/7
104 底部

体部は外上方に延び
る。

外面 :ナ デのちユビオ
サエ。
内面 :ケ ズリのちユビ
オサエ。

石英 長
石 雲母
結晶片岩
赤色斑粒

外面 :に ぶ
い橙
内面 :褐灰

包含層
弥生土器
整

体
Ю
下

全
ツ
以

口縁～
体部
口縁都短く外反。日縁
端部を丸く収める。

外面 i回縁部ヨヨナデ。
体部ハケ(6粂 /cm)。
内面 :口 縁部 ヨコテ
デ。体都ヘラケズリお
よびヨコナデ。

石英 雲
母 結晶
片岩 赤
色斑粒

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :にぶ
い黄橙

2区 包含居
弥■■器
発

回線 部

1/14
日縁者h
回縁部短くタト反。日縁
端部丸く収め、下端を
僅かにつまみ出す。

外面 :ナ デ。
内面 :ナ デ。

赤
石
　
粒

長
母
斑

タト面 :にぶ
い黄橙
内面 :にぶ
い黄橙

2区 包含層
弥生上器
誕

日縁部
1/10
以下
258 226 日縁部

国縁部屈曲して緩やか
にタト反し、日縁端部は
四角 く]えめる。

外面 1口縁部刻目およ
びナデ。
頸部ユビオサエ。
体上部条線(単位不明)
ナデ。
内面 :ナ デ。

石英 雲
母 赤色
斑粒

ぶ
　
ぶ

橙
　
橙

面
黄
面
黄

外
い
内
い

2区 包含層
弥生土器
整
鉢
蜘
麻

体部

体部外上方へ直線的に
立ち上が り、日縁部に
緩やかに外反する。

外面 :頸部櫛描直線文。
体部櫛描波状文。
内面 :ユ ビオサエのち
板ナデ。

石英 長
石 雲母

褐

ぶ

灰

に
褐

面
面
黄

外
内

い

2区 包含層
弥生土器
霊

家

ν
頸部～

体部

体部緩やかに内彎しな
がら立ち上がり、口縁
部で若干外反する。 ］蜘一オサエのち板

顕
ケ
霰
ビ

ハ
　

ユ

ｏ

画
部
面
部

デ

外
体
内
体

ナ

雲母 赤
色斑粒
黒色斑粒

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :に パ
い責橙

2区 包含層
弥生土器
贅
口縁部
1/10
184 194 口縁部

頸部よリロ縁部へ直立
し、口縁端部は外へ拡
張する。

外面 :日縁部ヨヨナデ。
願部ハケ (7条 /9 mm)。
内面 !回縁部ヨヨナデ。
頸部ケズリ (幅 13o n以
上 )。

石英 雲
ぼ 結晶
片岩 赤
色班粒

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :に ぶ
い黄澄

焼成不良。

2区 包含層
弥生土器
賓 聰蜘断

日縁部
回縁、頸部直立 し、
部を短 く折 り返 し、
角く収める。

端

四

外面 :回縁部ナデ。顕
部条線、ハケ (5粂/
1 lcm)。

内面 :国 縁部ナデ。頭
部ユビオサエ。

雲
色赤

英
　
粒

石
母
斑

面
　
面

外
褐
内

灰黄

灰 白

2区 包含層
弥生土器
整 嚇蜘垢

235 口縁～

体部上
逆L字形の回縁をも
ち、体上部は直立する。

タト面1口縁部ヨヨナデ
のち刻目。
体部板ナデ。ヘラミガ
キ (幅 3w4/本 )。
内面 :口 縁部 ヨヨナ
デ。体部ユビオサエお
よびナデ。

石英 長
石 結晶
片岩 赤
色斑粒

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 1に ぶ
ヤヽ橙

―- 1192 -



縦告書
掲41番 号

遺 構 出土地点 届 位 器 種 残存卒
径
，

部
径
，
大

ｅｍ

体
最
ィ

径
，ｍ

底
ぐ

瑯
醒
径
イｃｍぅ

高
，

高
存

ｍ

器
残
く

他
量
，

の
法

ｃｍ

そ

の
く

部位 形  態 調  整
物
成
有含
組 色  調 備 考

2区 包含層
弥生土器
整

部
Ю
下

体
Ｖ
以

体部下
体部 は外上方 に延 び 外面 :調整不明。

内面 :ユビオサエ。

雲
晶
赤
結
　
粒

英
　
中石
斑

石
母
片
色

面
黄
面

外
い
内
苦
暗灰

2区 包含層
弥生上器
整
底部
1/4 底部

平底。体部は上方に延
びる。

外面 :体下部ハケ (6
条/cm)の ちユビオサ
エ。底部板ナデ。
内面 :ユ ビオサエ。

長
母
片
色

雲
晶
赤

英

結

粒

石
石
　
中石
斑

外面 :灰蓑
褐
内面 :褐灰

2区 包含屈
弥生上器
奏
底部
1/1 底部

底部は平底。体部は外
上方に延びる。

外面 :ユ ビオサエのち
ヘラミガキ。
内面 :ヘ ラケズリ。

石英 結
晶片岩
赤色斑粒

黄
灰
浅
暗

面
面
外
内
黄

2区 包含層
土ET器
二重回緑立

口縁ヽ

顕部
11寇

119 日縁～
鎮部

頭部直立。日縁部屈曲
して、大きく外反。日
縁端部方形状に収め
る。

外面 :日縁部円形のス
タンブ紋。顕部ハケ(9
条/1 4cm)。
内面 :ナ デのちケズリ
(幅 13帥 ).

石英 長
石 雲母

外面 :に ぶ
い責橙
内面 :橙

2区 包含層
土師器
董
口縁、瑯
Й

25 6 132 回縁～

顕部

吸部は外上方に立ち上
がる。日縁部は大きく
外反し、端部は上方に
鋭くつまみ上げる。

外面 :日縁部ナデ。
顎部ナデ。
内面 :口縁部ナデ。
顕部ナデ。頸部下ケズ

')。

石英 緒
晶片岩

橙
橙

面
面
外
内

包含層
弥生土器
壺
口緑部
1/4

46 口縁部

霰部から回縁部に力‖)
て緩やかに外反し、ロ
縁端部を角張って収め
る。

外面 :回縁部ナデ。頚
部磨滅のため調整不明。
内面 :日縁部歴減のた
め調整不明。顕吉阪ナ元
ユビオサエ。

石英 長
石 雲母
結晶片岩
赤色斑粒

外面 :浅黄
橙
内面 :にぶ
い黄橙

包含層
j/r生土器
壺
口縁部
1/8

16 回縁音[
回縁部大きく外反し、
口縁端部上方につまみ
上イデる。

外面 :ヨ コナデのちユ
ビオサエ。
内面 :ヨ コナデ。

石英 長
石 雲母
結晶片岩
赤色斑粒

面
橙
面

外
い
内
橙
浅黄
焼成不良。

包含層
殊生土器 醐蜘断

187 回縁部 口縁端部上下に拡張。
外面 :ヨ コナデ。
内面 :ヨ ヨナデ。

石英 長
石 雲母
赤色斑粒

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 1に ぶ
い黄橙

包含層
弥生土器 頸部

1/5
107 頭部

顕部直立。体部外下方
へ拡がる。

外面 :駁部ヘラ猫文。
体上部ハケ(6条/07
cm)。

内面 :ケズリ(幅I κO。

長
品
赤
結
　
粒

英
　
岩
班

石
石
片
色

褐
橙
明
面
面
外
内
灰

焼成不良。

包合層
弥生土器 顕部

3/10
125 顕部

頸部僅かに内傾して立
ち上がる。体部外下方
へ拡がる。

外面 :ナ デ。
内面 :ナ デ。
ユ ビオサエ。

長
晶
赤
結
　
粒

英
　
］石
斑

石
石
片
色

橙
橙
面
面
外
内

西壁から10

深さ40cm。

2区 包含層
ll生土器
壺

体
Ю
下

全
ν
以

頸部
頸部から体部へ外下方
へ拡がる。

外面 :調整不明。
内面 :調整不明。
しぼり痕。

長
色赤
英
　
粒

石
石
斑

赤
橙
明

面
面
外
内
褐

2区 包含層
弥生土器

体
１０
下

全
ν
以

要部
顕部短く直立し、日縁
部へ外反する。

外面 :ヨ コナデ。
四線文 3条。
内面 :調整不明。

石英 長
石 雲母
赤色斑粒

外面 :灰黄
褐
内面 :に ぶ
い責橙

2区 包含層
弥生土器 脚
勇

体部上
体部内彎 しながら立ち
上力
'る 。

外面 :ハケ(4条 /cm)。
内面 :ユビオサエのち
板ナデ。 僻櫛鯉柳

外面 :褐灰
内面 :黒褐

lψ 2区 包含層
F/T生土器 体部

2/5 92 体部 体部外上方に開 く
外面 :ハ ケ(6条 /call。
内面 :ユ ビオサエのち
ケズリ。

石英 雲
母 片岩
赤色斑粒

褐

ぶ

灰

に

面
面
褐

外
内

い

外面に煤付
着。

2区 包含居
弥生土器 ナ真都

1/3 底部
使かに突き出 した平
底。体部外上方へ拡が

外面 :ユ ビオサエ。
内面 !ケ ズリ。

石英 長
石 妥母
赤色斑
粒 角閃
石

外面 :橙
内面 :に ぶ
い費橙

2区 包合層
弧生上器 部

１０
底
ν 底部

僅かに突き出した平
底。体部外上方へ拡が

外面 :ユビオサエおよ
びナデ。底部ナデ。
内面 :ケ ズリ (幅21
em)。底部ユビオサエ。

長
晶
赤
結
　
粒

英
　
岩
斑

石
石
片
色

外面 :袴
内面 :に ぶ
い橙

2区 包含層
弥生■器 体下部

1/6 体下部
体部は外上方へ延び
る。

外面 :ミ ガキ (幅 3 mnl
/本 )。
内面 :板ナデ。

石英 雲
, 結品
片岩

ぶ

橙

に
橙

面
面
黄

外
内

い

2区 包含層
弥生土器
壺
底部
1/1

19 ,A著 [
平底。体部外上方へ拡
がる。

タト面 :タ タキ (4粂/
cm)。 底部ナデ。
内面 :板ナデ。

長石 赤
色斑粒

外面 :に ぶ
い橙
内面 :褐灰

包含層
弥生上器 底部

1/5
体下部
～底部
平底。体部外上方へ拡
わ`る。

外面 :体下部ユビオサ
エ。摩減しており調整
不明。底部調整不明。
内面 :ケ ズリおよびユ
ビオサエ。

石英 蜜
母 結晶
片岩 赤
色斑粒

外面 :にぶ
い黄橙
内面 :灰白

包含層
弥生上器 醐
И

67 体下部
～底部

平底。底部短く直立し、
体部は外上方に延び

外面 :体下部ナデのち
ユビオサエ。
底部ナデ。
内面 :調整不明。

長
母
斑
雲
色

英
　
赤

石
石
　
粒

外面 1に ぶ
い橙
内面 :明褐
灰

区

・２
●L含層 弥生土器 蹴

】 口縁、脚
口縁都緩やかに上方に
拡がる。端部尖り気味
に収める。球形の体部。

外面 :口縁部ナデのち
ハケ (5条 /cm)。
体部ユどオサエ。
内面 :ナ デのちユビオ
サエ。しはり痕右り。

石英 長
石 雲母
赤色斑粒

赤
橙
明
画
面
外
内
褐

包含層
弥生土器
整

口縁～
3T部
1/5

131 口緑ヽ

体部

体部球形に近い形で、
内彎しながら立ち上が
る。日縁部は外反し、
端部で僅かに内傾し方
形状に収め、内側に使
かにつまみ出す。

外面 :国縁部ヨヨナデ
のちユビオサエ。体部
ハケ (7条 /cm)。
内面 :口縁部ハケ (6
条/cm)。 体部ユ ビオ
サエのちケズリぅ

長石 雲
母 赤色
斑粒

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :に ぶ
い橙

包含層
弥生土器
葵

口縁～

体部
1/10
以下

口縁～

体部上

体部内彎気味に立ち上
がる。回縁部は外反
し、端部を方形状に収
める。

外面 :日縁部ココナデ。
体部タタキ (3条 /cm)。
内面 :口 縁 部調 整不
明。体きヽユビオサエ

`

雲母 赤
色斑粒

外面 :橙
内面 :橙

2区 包含層
弥生土器
整
瑯
И 日縁、脚

体部、口縁部に向かっ
て緩やかに内彎しなが
ら立ち上がる。日縁部
外反し、端部を丸く収
める。

外面 :日縁部ヨコナデ。
ナデ。体部タタキ (3
条/cm)の ちハケ (■
粂/cm)。
内面 :口 縁部調整不
明。体部ハケ (■粂/
cm)の ちユビナデおよ
びユビォサエ。ヘラケ
ズ リ (幅 13側 )の ち
ユビナデ。

嫌Ｊ船硼

石
石
結
赤

外面 :灰黄
褐
内面 :にぶ
い橙
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報告書
掲載番号

遺 構 出土地点 目 位 器  種 残存率
径

，

部
径
，
大

ｍ

体
最
で

径
，ｍ

底
で

螂
雌
径
ｍ

高
，

高
存

ｃｍ

器
残
く

他
豊
ｊ

の
法

ｃｍ

そ

の
く

部位 形  態 調   整
物
成
有含
組 色 調 備  考

2区 包含層
弥生土器
霊
脚
勇

口耳尿ヽ

体著Б

体部内轡しながら立ち
上がる。日縁部は短く
外反し、端都は上下に
拡張。

外面 :ナ デのちハケ

内面 :ユ ビオサエ。

石英 長
石 雲母
赤色斑粒

橙
　
栓

面
黄
面
黄

外

い
向

い

2区 包含馬
弥生土器
斑
卿
携

162 口縁～
体部上

口縁部短 く外反 し、日
・ PA端部を上方につまみ
上げる。

外面 :回 縁部 ヨコナ
デ。体部調整不明。
内面 :回縁部f4減のた
め調整不明。体部ユビ
オサエおよびヨヨナ荒

雲
晶
赤
結
　
粒

英
　
岩
斑

石
，
片
色

外面
い橙
内面
い橙

内面に黒斑
若 り。

包含層
弥生上器
整

縁
れ

日縁～
体部上
口縁部短くタト反し、端
部をつまみ上げる。

外面 :目 縁部 ヨコナ
デ。頚部ヨヨナデのち
ユビオサエ。体部上調
整不明。
内面 :口 縁部 ヨヨナ
デ。頸 体部ユビナデ
およびユビオサエ。

石英 雲
母 結晶
片岩 赤
色斑粒

外面 :に パ
い黄袴
内面 :灰

内面に黒斑

有り。

包含層
弥生土器
誕
口縁部
1/8

126 口縁～

体著[上

口縁部短 く外反 し、端
部を方形状に収め、上
端を佳かにつまみ出す。

外面 :ナ デ。
内面 :ナ デ。
体都ナデのちユビオサエ。

雲
色赤

英
　
粒

石
母
斑

面
橙
面

外
い
内 橙

包含層
隊生土器
発
回縁部
1/6

122 23
口縁ヽ

顎部

日縁部屈出して外反
し、日縁端部で使かに
上方につまみ上げる。

外面 :ヨ コナデ。
内面 :ヨ コナデ。

石英 長
石 雲母
結晶片岩
赤色斑粒

外面 :明 4・Fl

内面 :明場
焼成不良。

包含層
弥生土器
菱
国縁部
1/ユ 0

口縁～

体部上
口縁部短 く外反 し、端
部使かに上下に拡張。

外面 :剥 離のため調整

不明。
内面 :回縁部ココナデ。
剥離のため調整不明。

石英 長
石 雲母
赤色斑池

澄
澄

面
面
外
内

焼成やや不
良。

包含層
弥生土器
翼

口縁部
1/10
以下

口縁～

顕部

日縁部屈 曲 して外 反
し、回縁端部で僅かに
上方につまみ上げる。

面
面
外
内
ヨコナデ。
ヨヨナデ。

石英 結
晶片岩
赤色斑粒

外面 :に ぶ
い橙
内面 1に ぶ
ヤヽ橙

焼成不良。

lη D 2区 包含層
殊生上器
整
口縁部
1/16

口縁部
回縁部綾やかに外反
し、端部を方形状に収
める。

外面 :ナ デ。
内面 :ナ デ。

石英 長
石 雲

'結刷拷
赤色斑粒

外面 :橙
内面 :褐灰

2区 包含層
弥■土器
勇
日縁部
1/13

?5 口縁部
日縁部綾やかに外反
し、端部を丸く収める。

外面 :ナ デ。
内面 :ナ デ。

石英 雲
母 赤色
斑粒

外面 :橙
内面 :に ぶ
い橙

2区 包含層
弥生土器
整
口縁部
1/8
129 口縁部

口縁部外反。国縁端部
を方形状に収める。 1

条の擬凹線を施す。

面
面
外
内
回転ナデ。
回l・ ナデ。

雲
色赤

莫
　
粒

石
母
斑

橙
灰
面
面
外
内

2区 包含層
弥生上器
霊 醐勇

91 13 口縁部

口縁部短く外反し、日
縁端都を四角 く収め

外面 :ナ デ。
内面 :ナ デ。

石英 長
石 結晶
片岩

灰
黄
褐
灰
面
面
外
内
褐

2区 包含層
弥生土器
整

口縁部
1/10
以下

ワ 3 口縁部
国縁部短く外反し、端
部を方形状に収める。

外面 :剥 靴が激 しく調
整不明。
内面 :ヨ コナデ。

長
色赤

英
　
粒

石
石
班

面
橙
面

外
い
内 橙

断面実測。

包含層
弥生土器
艶

部

１５

顕
ツ

車部

体部緩やかに内彎 しな
がら立ち上力Sる 。口縁

部外反。
ズ

デ
デ

面
面
外
内

石英 長
石 雲母

褐
白
赤
灰

面
面
外
内

包含層
弥生土器
斑
瑯
酪

150 顎部

体部緩やかに内彎しな
がら立ち上がる。日縁
都外反。

外面 !ナ デ。
内面 :ナ デ。
調整不明。

長
色赤

英
　
粒

石
石
斑

外面 :橙
内面 :淡赤
橙

包合用
弥生土器
菱

部

１０
下

頸
ツ
以

38
頭部ヽ

体部 駁部肥厚
している

外面 :駁部ヨコナデ。
体都ハケ (6条/0 8cm)。
内面 :頸部ヨコナデ。
体部摩減のため調整不
明。

長
晶
赤
結
　
粒

英
　
岩
斑

石
石
片
色

言
（
　
ぶ

浅
　
に
橙

面
　
面
黄

外
橙
内

い

焼成やや不
良。

2区 包含層
弥生土器
菱

部

１０
下

顎
ツ
以

瞬部ヽ

体部

体部内警気味に立ち上
がる。日縁部はタト反す

外面 :FIf減 のため調整
不明。
内面 :顎部ナデ。
体部ナデおよびユビオ

サエ。

石英 雲
母 結晶
片岩 赤
色斑粒

タト面 :に ぶ
い黄袴
内面 :にぶ
い黄橙

内面に黒斑
右 り。

1約 包含層
弥生土器
発

部

１０
下

体
Ｖ
以

173 顕都 体都タト下方へ拡がる。
外面 :調整不明。
内面 :ユ ビオサエのち
板ナデぅ

石英 雲
母 赤色
班粒

外面 :黒

内面 :に ぶ
い黄橙

古墳 古代。

包合層
弥生土器
菱

部

１０
顕
ン 19 頸部

顕部から日縁部にかけ
て外反。

外面 :ナ デ

内面 :ナ デ
石英 長
石 雲母

結晶片岩

外面 :に お
い袴
内面 :赤

包含層
弥生土器
甕
顕部
1/7

瑛部
国縁部緩やかに外反
し、体部外下方へ拡が

外面 :頸部タタキ (3
粂/cn)。
内面 :顕部ナデ。

赤
　
粒
壮
斑

母
斑
色

雲
色
黒

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 !灰白

2区 2含層 弥生土器
誕
頸部
1/5

頭部～

体部

口縁部緩やかに外反
し、体部少し下方へ拡
がる。

外面 :票部ヨコナデの
ちタタキ(3粂 /cm)。
体部ナデのちタタキ
(3条 /cm)。
内面 :頸部ヨヨナデの
ち板ナデ。
ユビオサエのちナデ。

赤
　
池
粒
班

母
班
色

雲
色
黒

外面 :f・k

内面 :明黄
褐

2区 包含属
弥生土器
発 醐珈噺

口縁部
口縁端部クト側につまみ
出す。

外面 :口縁部摩減のた
め調整不明。頭部ハケ
(6条 /cm)。
内面 :摩減のため調整

石英 雲
母 結晶
片岩 赤
色斑粒

褐
白
黒
灰

画
面
外
内

焼成やや不
良。
断面実測。

ワ区 包含層
弥生土器
整

部
Ю
下

頸
ν
以

頭部
口縁部「く」の字状に
外反する。

外面 :ナ デ。
内面 :ナ デ。

長
品
赤
結
　
粒

英
　
岩
斑

石
石
片
色

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :浅黄
橙

タト面に黒斑
有り。
断面実測。

2区 2含層 殊生土器
変
榔
潔

20 5 体部
球形に近い体部。体部
中位に減大径。

外面 :体 上部ハケ (9
条/0 9cm)。
体下部タタキ (4条/
cm)。

内面 :ユ ビオサエの ち
ナデ。

石英 長
石 雲母
赤色斑粒

外面 :浅責
内面 :に ぶ
い黄橙

2区 包含居
弥生上器
菱

体
１０
下

全
ν
以

体吉I
体部緩やかに内替しな
がら立ち上がる。

外面 :体 下部 タタキ
(3条/cm)の ちハケ
(6条 /cm)。
底部ナデ。
内面 :ヘ ラケズリ (幅
1 2cm)。

等到帥

石

石

赤

外面 :褐灰
内面 :灰

包含層
弥■■器
発
郎
Й

底部
体部は外 L方 に延び 外面 :ナ デ。

内面 i訓 整不明。

石英 長
石 赤色
III粒

面
　
面

外
褐
内 灰 自

包含層
弥生土器
霊

部

１０

底
ツ 底部

底部尖り気味の丸底。
体部外上方に拡がる。

外面 :摩減のため調整
不明。
内面 :ケ ズリ(幅1 3rm)
のちユビオサエ。

石英 長
石 雲母
結晶片岩
赤色斑

外
栓
内

浅貢

灰褐
焼成不良。
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告
絡 選 構 出土地点 層 位 器 種 残存率

径

，

部
径
，
大

ｃｍ

体
最
で

径
，
底
く

顕部
(脚柱 )
径
(cm)

高
，

高
存

ｃｍ

器
残
ぐ

他
豊
，

の
法

ｃｍ

そ

の
く

部位 形   態 調  整 含右物
組 成 色  訓 備  考

2区 包含屠
1/F生土器
菱

部
Ю
下

底
ν
以

48 ,真部
平底。体部は外上方に
延びる。

外面 1体部タタキ (4
粂/cm)。
底部ナデ。
内面 :ヘ ラケズリ。
韓莉軸

石
石
赤

外面 :に ぶ
い責橙
内面 :黄灰

包含層
弥生土器
整
底部
1/5 ,真寺L 平底。体部

は斜め上方
に延びる。

外面 :体下部ハケ (5
条/0 6cm)。
ほとんど摩減している。
内面 :体下部ナデ。
底部ユビオサエ。

長
品
赤
結
　
粒

英
　
岩
斑

石
石
片
色

灰

ボ

褐

に
面
面
橙

外
内
い

2区 包含層
弥生土器
茎

部

１０

底
″ 底部

底部尖り気味の丸底。
体部外上方に拡がる。

外面 :板ナデ。
内面 :ケ ズリ。
ユビォサェ。

石英 長
石 雲母
結品片岩
赤色班壮

外面 :に ぶ
い橙
内面 :淡黄

包含層
弥生土器
褻
醐
И 底部

小さな平底。体都は斜
め上方に延びる。

外面 :体下都ナデ。ユ
ビオサエ。
底都ナデ。
内面 :.ll整不明。

石英 長
石 雲母
赤色斑粒

外面 :灰自
内面 :橙

193 2区 包含層
弥生土器
霊
酬
И 底部

平底。体部は斜め上方
に延びる。

外面 :体 下部 タタキ
(3条/cnl)の ちナデ
およびュ ビォサェ。底
部ナデ。
内面 :ハ ケ (6条/13
帥 )。

雲
色赤

英
　
粒

石
母
斑

灰
灰

面
面
外
内

包含層
yF生土器
整

部
１０
底
ツ 底 者[

丸底。体部外上方へ内
彎気味に立ち上がる。

外面 :タ タキ (4条/
cm)の ちナデ。
ユビオサエ。
内面 :ケズリ0諺 2clll。

長
品
赤
結
　
粒

芙
　
岩
斑

石
石
片
色

外面 :明 褐
灰
内面 :に ぶ
い黄橙

焼成やや不
良。

2区 包含層
弥生土器
整
螂
Й 底部

小さな平底。体部外上
方へ拡がる。

外面 :ハ ケ(7条 /cm)。
内面 :ケ ズリ(中高1駐m)
のちハケ (6条 /cm)。

石英 長
石 結晶
片岩 赤

灰
褐
褐
切

面
面
外
内
灰

2区 包合層
弥生上器
誕

部

Ю

下

底

ツ

以
体下部

体部は斜め上方へ 7/1び 外面 :ナ デ。
内面 :ヘ ラケズリ

石英 長
石 雲,
赤色斑粒

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い黄褐

包含層
弥生土器
高杯 嚇卿匠

杯部

口縁部は屈曲して、外
反 しながら立ち上が
る。国緑端部を丸く収
めるハ

外面 :調 整不明。
内面 :ヨ ヨナデ。

石英 長
石 _‐母
赤色斑壮

タト面 :に ぶ
い橙
内面 !灰白

包含層
弥生土器
高杯
脚柱部
1/2 33 脚部

杯部外上方へ立ち上が
る。脚部外下方に拡が
る。円形審イし5ヶ FIItり。

外面 :ナ デ。
内面 :ナ デ。
しはり痕右り。

長
色赤

英
　
対

石
石
班

外面 :橙
内面 :橙

包含層
弥生土器
高杯
脚裾部
1/7

15 9 30 脚菩ヽ 外下方
に拡がる。端部

やや丸く収める。
外面 :ErtpFr不 明。
内面 :ナ デ。

石英 長
石 雲母
赤色斑粒

黄浅
　
栓

面
　
面

外
橙
内

包含層
弥生土器
高杯
脚柱部
1/4 36 接合部より下方へあま

り開かず拡がる。

外面 :ユ ビオサエ。ハ

ケ (6条 /cm)。
内面 :ナ デ。 しはり痕
有 りぅ

石英 長
石 雲母
赤色斑池

外面 :灰 白
内面 :灰 白

2区 包合層
殊生土器
高杯
躙
ψ

73 脚部

脚部外下方に拡がる。
端部に屈出し丸く収め

外面 :ユ ビオサェ。
ユピナデのちナデ。
内面 |ユ ビナデ。 ユ
ビオサエのちナデ。上
吉[に しぼり度有り。

長石 赤
色斑粒

外面 :に パ
い橙
内面 :に ぶ
い橙

表面のr減
が激 しい。

2区 包含層
弥生土器
鎌

蹴蜘麻螂剪

疏
離
九底。体部内彎気味に
立ち上がる。日縁端部
方形状に収める。

外面 :体部タタキ (3
条/cm)のち板ナデ(幅
1 3cm/本 )。
ュビォサェ。
内面 :ハケ(7条 /cm)。

長
品
赤
結
　
粒

英
　
中百
班

石
石
片
色

灰
灰

面
面

外
内

203 2区 包含層
弥生上器
鉢
鉢
勇

87 口縁～
体部上

体部緩やかに内彎気味
に立ち上がる。日縁部
は僅かに外反し、端部
をゃゃ四角く収める。

外面 :ハ ケ(7条/11
cm)。 一部ハケのちユ
ビオサエ。
内面 :ハ ケ(7粂 /11
cm)。 ―部ハケのちユ
ビオサエ。

長
色赤

英
　
粒

石
石
麗

赤
　
赤

淡
　
淡

面
　
面

外
橙
内
橙

内外面とも
摩減 してい

る部分が多

204 包含屠
弥生土器
鉢
全体
2/5

体下部
～底部
平底。体部上方へ内を
気味に立ち上がる。

外面 :体下都ユビオサ
エのちナデ。
底部ナデ。
内面 :板ナデ。

石英 長
石 結晶
片岩 赤
色斑粒

灰
橙

面
面
外
内

内外面とも
表面がピ・「H
している。

包含層
弥生土器
鉢
体下部
ユ/5 体下郡

体部は外上方に延び
面
明
面
明

外
不
内
不

諏1離のため調整

剥離のため調整

石芙 吊
品片岩
赤色斑疵

灰
ぶ

賛

に

面
面
橙

外
内

い

焼成やや不
貞。

2区 包含層
弥生土器
鉢

部
８
縁
れ 35 口縁書L

回縁部はタト上方に立ち
上がり、口縁端部を方
形】大に収める。

外面 :口縁部刻目。体
部剥離が激 しく調整不
明。
内面 :黒 1離が激 しく訓
整不明。

石英 長
石 赤色
斑粒

外面 :に パ
い責栓
内面 :に ぶ
い貰橙

焼成不良。
縄文上器。

2区 包含層 梨塩土器 醐
И

底部

Lげ底 (突底)で、端
部は九 く収める。体部
外上方に拡がる。

３
サ

タ

ユ
　
ｏズ

タ
ち

デ
ケ

部

の
ナ
部

体
，
部
体

伽
底

面
／

ｏ
面

外
条

工
内
等“靭

石
石
赤

外面 :に ぶ
い赤栓
内面 :褐灰

古項 古代。

208 2区 包合層 製塩土器 螂
И

体下部
～底都

僅かに突き出した平
底。体部外上方へ拡が

外面 :ユ ビオサエ
底部ナデ。
内面 !ユ ピオサI

長
色赤

英
　
粒

石
石
班

外面 :に ぶ
い貨橙
内面 :に ぶ
い責t・

古墳 古代。

2区 包合居 瓦器 椀 醐蜘床
国縁～

体部上

体部外上方に僅かに内
彎しながら開き、日縁
端部をゃゃ尖り気味に
収める。

外面 :回転ナデ。
内面 :ヘ ラミガキ。

石英 雲
Ll

望
【里
¨

面
面
外
内

境成不良。
中世。

2区 包含層
上1市質土器
椀 瑯Й

高台高
07 底部

貼 り付け高台で若干
「ハJの字に開き、Wf面
逆三角形状に収める。

外面 :ナ デ。
内面 :ナ デのちヘラミ
ガキ (幅 3 mm/本 )。

長石 結
品片者

外面 :責
内面 :淡黄

焼成やや不
良。
中 L。

2区 包含層
上師質土器
llや

底部
1/4

体下部
～底部

体郡外上方に開く
デ
デ

面
面
外
内

長石 赤
色班粒

外面 :澄
内面 :橙

焼成やや不
賞。

包含層
駐
皿ヽ

体
Ю
全
ν

口縁～
底部

体剖
'外

上方へ若干内彎
しながら立ち上がり、
日縁端部を九く収める。

外面 :回転ナデ。底部
回H転ヘラ切り。
内面 :回転ナデ。

石英 赤
色斑粒

淡
　
沿

面
　
面

外
橙
内

焼成良好。
中世。

包含層
土lT質土器
小皿

体
１０
下

全
ツ
以

13 雌
僻

体部外 L方へ若干内瞥
しながら立ち上がり、
回縁端部を角張って1ヌ
める。

外面 :回転ナデ。
内面 :回転ナデ。

石英 雲
号 結品
片岩 赤
色斑粒

灰
灰

面
面
外
内

焼成長好。
中世。
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報告書
掲載奪号

遺  編 出土地点 層 位 器 種 残存卒 口 径
(ca)

部
径
，
大

∽

体
最
く

径
，枷

底
て

鮒
雌
径
ｍ

高
，

高
存

ｍ

器
残
く

他
量
，

の
法

∞

そ

の
く

部位 形  態 調   整
物
成舗組

色 調 備 考

2区 包含層
青磁
碗 醐蜘麻

口縁～

体部

曰縁部着干外反し、端
部をやゃ尖り気味に1又
める。

ち
　
ち
　
彫

ｏ

カ

カ

枡
湛

ロ
　

ロ
　
に
み

ク
　

ク
　
具
が

ロ
　

ロ
　

エ
支

ｏ
　

ｏ
状
施

面
釉
面
釉

ラ
の

外
施
内
施

へ
り

緻密

釉 :あ かる
い緑みのグ
レイ
胎 :灰白

龍泉窯系。

2区 包合層
自磁
碗 欄卿噺

口縁～

体部

体部外上方へ若干向彎
しながら立ち上がり、
回縁端部を丸 く収め
る。

デ
　
デ

ナ
　
ナ

舶
鰤
肺
師

級密

rEI:に ぶい
黄みのオレ
ンジ
胎 i灰白

焼成良好。
中世。

2区 包含層
磁器
碗 醐蜘断

日縁～

体部

体部はほぼ直立に立ち
上がり、日縁端部は丸
く収める。

外面 :ロ クロナデのち
施釉。
内面 :ロ クロナデのち
施釉。

緻密

レ
緑
灰

グ
黄
褐
の

釉
み
胎

系

ｏ

前
世
肥
近

2区 包含層
陶器
鉢 醐蜘灯

口縁部

体部外上方へ内彎しな
がら立ち上がる。日縁
端部を外側に張 り出
し、方形に収める。

外面 :口 縁部回転ナ
デ。体部回転ナデのち
施釉。
内面 :口 縁部回転ナ
デ。体部回転ナデのち
施釉。

婁母
外面 :灰自
内面 :灰白

接合痕有り。
古墳 LIt。

2区 包合層
須恵器 顕部

1/4
頭部
体部から屈出し、外上
方へ立ち上がる。

外面 :回転ナデ。
内面 :回転ナデ。

石英 雲
母

灰
灰

面
面
外
内 古墳 古代。

2区 包含層
須恵器
椀 醐蜘麻

口縁部
体部外上方へほぼ直線
的に開き、口縁端部丸
く収める。

外面 :回転ナデ。
内面 :口 縁郡回転ナ
デ。体部回転ナデのち
ヘラミガキ。

石英 長
石 雲母

外面 :暗灰
内面 :欣
灰白

古墳 古代。

220 包含層
須恵器
杯蓋 醐蜘麻

日縁～

体部

全体に丸みを帯びた器
形で、緩やかなカーブ
で口縁部に至る。日縁
端部はやや尖り気味に
収める。

外面 :回転ナデ。
内面 :回転ナデ。

雲
色里
”

英
　
粒

石
母
班

灰
灰

面
面
外
内 古墳 古代。

包含層 (石器 )
報告書
掲載番号

遺 構 出土地点 層  位 石 務 器 種 長さ 幅 (m) 厚さ (cn) 重豊 (g)
その他の法量

(cI)
残存率 部 位 備   考

包含層 サヌカイト 石鏃
完形。断面形は扁平な三角形状
を呈する。平基三角。

縄文土器

報告書
掲載番号

遺 構 出土地点 層  位 器  種 残存率 口 径
(cm)

部
径
，

体
款
輪

密
，帥

底
て

鮒
朧
径
ω

高
ｊ

高
存

ｃｍ

器
残
て

他
量
，

の
法

ｃｍ

そ

の
で

部位 形  態 FIR  整
合有物
組 成 色 調 備 考

2区 第 5包含層
縄文土器
深鉢
回縁部
1/3

と27 回縁．脚

体部から口縁部に向
かつて、僅かに外反し
ながらほぼ直線的に立
ち上がる。波状口縁山
6ヶ所。山の内面登頂
部に刺突文を施す。

外面 :巻只条痕→沈線
→充填縄文czRl→沈線
51き 直し。
内面 :巻員条痕。

長
母
斑
雲
色

英
　
赤

石
石
　
粒

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :褐灰

焼成良。
内外面に黒
班有り。

223 2区 第5包合層
縄文土器
浅鉢

回縁部
破片

絡 9
積■ 5
厚さ05

体部

体部から回縁部に向
かって、ほぼ直線的に
立ち上がる。日縁端部
を方形状に収める。

外面 :巻貝条痕。
内面 :巻貝条泉。

石薬 雲
母 赤色
斑粒

外面 :灰黄
褐
内面 :褐灰

焼成良。
拓本有り。

勿 2区 第5包含層
縄文上器
深鉢

破 片

絡 6
お黄105
厚さ05

体部

外面 :巻貝条痕→沈線
→充壊縄文(LR)―沈
線引き直し。
内面 :巻貝条痕。

石英 長
石 赤色
斑粒

外面 :灰黄
掲
内面 :褐灰

焼成良。
拓本有り。

225 2区 第5包合層
縄文土器
深鉢

破片

納
純

詢厚
体部

外面 :沈線→充填縄文
(LR)→沈線引き直し。
内面 :巻貝条痕。

石英 長
石 赤色
斑粒

外面 :灰黄
褐
内面 :褐灰

焼成長。
拓本有り。

226 2区 第5包含層
縄文土器
深鉢

破片 積42
厚さ05

体部

外面 :沈線→充填縄文
(LR)→沈線引き直し。
内面 :碁員条痕ぅ

長
色赤

英
　
対

石
石
群

外面 :灰黄
褐
内面 :褐灰

焼成長。
拓本有り

2区 第 5包含層 縄文
土器
深鎌

破片

絡 5
横53
厚さ06

体部

線
沈
沈

一挙『き直し。募

面
充
引
面

外

↓
線
内

長
色赤

英
　
粒

石
石
斑

画
　
面

外
褐
内

灰黄

黒褐

焼成良。
拓本有り。

2区 第 5包含層 終支
土器
深鉢

破片
縦80
横75
厚さ06

体部 姉
硼
肺

巻貝条痕→縄文

巻貝条痕。

長
色赤

英
　
粒

石
石
斑

外面 :灰黄
褐
内面 :灰黄
褐

焼成良。
拓本有り。

2区 第 5包含層
縄文土器
浜鉢

板片

縦54
横50
厚さ05

体部
外面 :巻貝条痕。
内面 :巻貝条痕。

長
色赤
英
　
粒

石
石
斑

外面 :灰黄
褐
内面 :褐灰

焼成良。
拓本有り。

2区 第 5包含層 縄文
土器
鉢

破片
縦55
横31
厚さ06

体部
外面 :巻貝条痕。
内面 :巻貝条痕。

石英 長
石 結晶
片者

外面 :に ぶ
い黄褐
内面 :灰黄
褐

焼成不良。
付着物有り。
拓本有り。

2区 第5包合層
縄文土器
鉾

破片
緻 2
積29
厚さ06

体部
外面 :巻貝条痕。
内面 :巻貝条痕。

石英 長
石 結晶
片岩

外面 :褐灰
内面 :黒褐

焼成不良。
拓本有り。

232 2区 第 5包含層 縄文
土器
鉢

破片

維68
積50
厚さ06

体部
外面 :2枚貝条戻。
内面 :ケ ズリ。

石英 長
石 結晶
片岩 赤
色斑粒

外面 :にぶ
い黄橙
内面 :褐灰

焼成不良。
拓本有 り。

233 第 5包含層 縄文
土器
鉢

破片
縦60
横83
厚さ07

体部
外面 :巻只粂痕。
内面 :巻貝条痕。

石英 長
石 結晶
片岩 赤
色斑粒

外面 :灰黄
内面 :褐灰

焼炭不良。
拓本有 り。

2解 第 5包含層 縄文
土器
深鉢

破片
縦 5
横56
厚さ06

体部

外面 1体上部貝殻条
痕。
体下部ナデ。
内面 :ユ ビオサエ。

石英 雲
母 結晶
片岩 赤
色斑粒

外面 :にぶ
い黄橙
内面 :にぶ
い黄橙

焼成不良。
拓本有り。

第 5包含層 縄文土器
鉢
底部
1/4

底部
僅かに上′刃氏。体部外
上方に延びる。

外面 :ユビオサエ。
内面 :2枚只条戻。ユ
ピォサエハ

石英 長
石 結晶
片岩

外面 :明赤
褐
内面 :褐灰

焼成不良。
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